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プロローグ









　村のそばにある、深くて暗い森。

　子供だけで行くことを禁止されている場所のさらに奥。

　うっそうと茂る木々が、夜空にあるはずの星々と二つの月を隠している。

　母はその小さな背からボクを下ろすと、木のうろへと入れた。

　十二歳にしても虚弱で小さなボクの体は、さして大きくもないうろにすっぽりと収まる。

「ここで待っててね」

　いつもボクを無視する母の久しぶりに見た笑顔は、しかられた子供のように暗く沈んだものだった。

　捨てられたんだ──

　村の方へと去って行く母を見送りながら、ボクはそう悟った。

　今年は日照り続きで、作物の収穫も、森で獲とれる動物も少ない。

　労働力になる見込みのないボクが、口減らしの対象に選ばれるのは当然だ。

　体がだるく熱っぽい。指を動かすのもおっくうだ。

　秋の夜風に少し当たっただけでこれだ。自分の弱い体が本当にイヤになる。

「あたしは食べても美味おいしくないよ！　あっちいって！」

　熱でぼんやりした頭に、聞き慣れた声が響いてきた。

　薄く目を開けると、松明たいまつの灯あかりが近づいてくる。

「助けにきたよ」

　声の主は、村で唯一ボクにやさしくしてくれる女の子。

「シストラ……なんでボクなんかのために……」

「なんか、だなんて言わないで。ディータに助けてもらったこと、忘れてないよ」

「助けた？　ボクがシストラを……？」

　いくら思い出そうとしても、心当たりはなかった。村のお荷物だったボクなんかに彼女を助けられたはずがない。

「それより、これからどうしようかな。助けにきたのはいいけど、村に帰れないかも……」

　あはは、と乾いた笑いを浮かべるシストラの視線の先には、じりじりと間合いをつめてくる狼おおかみの群れがいた。その数、十匹以上。

「シストラだけでも逃げて。松明があれば……」

「それじゃ助けにきた意味ないよ」

　ああ……せめてボクが食べられることでシストラが助かればいいのに……。くそっ！

　こんなときくらいちゃんと動いてくれよ！　ボクの体！

　そんな願いもむなしく、飛びかかってくる狼達。

　覚悟をして目を閉じようとしたそのとき──

「だめえぇっ！」

　悲鳴をあげたシストラの体がぼんやりと光った。

「え……なにこれ……？」

　シストラ自身も何がおきているのかわかっていないようだ。彼女が魔法を使えるなんて話も聞いたことがない。

　一方の狼達は、群れの長おさにそうするようにシストラへと頭こうべを垂れると、ジリジリと後ずさりを始めている。

　なんだかわからないが──

「助かっ──」

　つぶやきかけたそのとき。

　──ぐちゃっ。

　狼のうち一匹が突然、踏みつけられた果実のようにつぶれた。

　風に流れてくる血と内臓の臭い。

　それ以上に不快な何かがそこに居た。

　闇の中から音もなく現れ、狼の死体とも呼べなくなった汚物の上を歩いてくるのは、この場に不釣り合いな温和な笑みを浮かべた青年だった。

　村人より垢あか抜ぬけていて、街に行けばどこにでもいそうな平民。しかし、彼が普通の人間でないことは、全力で逃げ出した狼達が示している。

「巡回なんかで見つかるわけないと思ってたけど、もしかしてアタリを引いちゃったかな？」

　青年は薄ら笑いを浮かべると、まだぼんやりと光っているシストラへと近づいていく。

「あ、アタリって……なに？」

　狼にも立ち向かったシストラだが、彼女も本能的におびえているのだろう。青年が近づけば、その分だけ後ずさり、既に背中は木の幹についている。

「んん？　人間なんかに説明する義理はないかな。とりあえず、よっと」

　青年が掌てのひらをシストラに向けると、浮き上がった彼女の体が木の幹に磔はりつけにされた。

　さらに首には絞められたような跡が浮かび上がっていく。手も触れていないのに。

「く……くるしい……」

「さあ、アタリかどうか見せてごらん？」

　なんなのだこの男は。どうしてシストラにこんなひどいことをするんだ。アタリってなんだよ！

　人間なんかに、というまるで自分が人間じゃないかのような物言いに、呪文も唱えていないのに魔法を使って……。

「魔族……？」

　ボクのつぶやきにちらりとこちらを見た青年は、僅かに口の端を持ち上げた。

　そんな……なんでこんな魔族の国との国境から離れた田舎にいるんだ。

　無理だ。助かりっこない。

「にげ……て……」

　シストラは今にも気を失いそうだ。

「んー？　もしかして、こっちの方が効果あるのかな？」

　魔族がボクに向けた人差し指が一瞬光ると、肩に焼けるような痛みが走った。

「ぐああぁっ！」

　肩がえぐれ、腕が全く上がらない。傷口は焼かれ血は出ていない。

「ディータ！　ディータ！」

　拘束を解かれたらしいシストラが、ボクを抱き起こす。

「もう一つ」

　指の光とともに、今度は右膝から下の感覚がなくなった。

　あ……脚が……。

「きゃああ！　ディータ！　くっ……なんてことを！」

「次は頭だ。さあ見せてみろ。貴様が本物でなければ、二人とも死ぬだけだ」

「だめ！　だめよ！」

　魔族の指がボクの頭を狙う。

　シストラはそんなボクの頭をかばうように抱きしめた。

「どうせ二人とも死ぬなら、あなたをまもって死にたい。あのとき、あたしがディータをまもるって決めたんだから」

　さっきも言ってたけど、あのときってなに？

「やれやれ。人間の三文芝居を見る趣味はないんだ。死ねばハズレ、死ななければアタリってことでいいかな」

　殺される。

　そう覚悟したが、魔族からの攻撃はいっこうにくる気配がない。

「か、体が動かん……どういうことだ……」

　シストラに頭を抱えられているせいで魔族を直接見ることはできないが、助かったのか？　そこではじめて、ボクの体も動かないことに気がついた。

　そんな中、シストラだけがボクの頭を離し、ゆっくり立ち上がった。

　彼女の体を包む輝きが強くなっている。闇になれた目を開けているのがつらい。

「シストラ……？」

　体の感覚は全くないが、声だけは出せる。

「ごめんねディータ。まきこんじゃったね」

　シストラは今にも泣きそうな顔でボクを見下ろしている。

「数百年見つからなかった『神の心』がこんなところに！　これで出世間違いなし……いや、いっそ俺が願いを叶かなえてしまえば王になることすら……」

　シストラはごちゃごちゃとうるさい魔族を一いち瞥べつすると、悲しげなほほえみをボクに向けた。

「自分でもよくわからないんだけどね。あたしが死ねば、誰かの願いを一つ叶えられるんだって。だからね、ディータ。願って。あなたが助かるように」

　なんだよそれ！　意味わかんないよ！

「その願いは俺が使う！　娘！　俺に最強の力をよこせ！　大魔王ガイム様を超える力を！」

　割り込んで叫んだのは魔族だ。魔族がここまで本気になるということは……本当なのか？　だめだそんな願い！

「大丈夫。願いを叶えられるのは、あたしが叶えさせたいと思った人の願いだけだから。さあディータ、願って。あの魔族を倒すことも、あなたに国一番の騎士になる力を授けることもできる」

「バカな！　話が違う！　小僧！　何も願うな！　そんな条件……くそっ！」

　ボクの願いはシストラが助かること。でもそれは叶わない。

　なら……それならいっそ。

「わかった。願いを言うよ」

　笑顔でゆっくり頷うなずくシストラに、ボクは願った。




　──生まれ変わったら、ボクがシストラを幸せにしたい。




　この短い人生でキミにもらった優しさ以上に、今度はボクがキミを幸せにするから。











第一章　百億と一回目の人生









　最初の人生では魔族に殺された。

　次の人生では、シストラの生まれ変わりと出会えた。

　しかし、彼女はまたオレのために命を使った。

　それでもオレはまた同じことを願った。

　次も、その次も、その次もその次もその次も──




　彼女の魂が持っていたのは『神の心』。

　おとぎ話に出てくる、なんでも願いを叶える何かだ。

　彼女の魂になぜそんな力があるのかはわからない。何度生まれ変わっても、それは決して彼女から離れることはなかった。




　シストラに幸せな一生を送ってほしい。

　その一心で、彼女を護まもれるよう、人生を繰り返す度に、オレは自分を鍛え続けた。

　だが、どんなに強くなっても結果を変えることはできなかった。

　──運命。

　そんな言葉が何度も頭をよぎる。

　たとえ運命だとしても、百億回繰り返された転生において、オレは一切あきらめなかった。

　しかし、人間の魂には限界というものがあるらしい。

　度重なる転生ですり減ったオレの魂は、もう転生に耐えられなくなっていた。

　百億と一回目。これが最後の人生だ。

　ここで必ず、シストラに幸せな人生を送らせてみせる。

　それが、彼女に百億回命を救われた者の責任なのだから。





◇　　　◆　　　◇






　百億と一回目となる最後の人生は、何の因果か最初の自分への転生だった。

　これまで、数々の異世界や、最初の人生と同じ世界の別時代に転生したことはあった。

　だが、同じ人間として転生したのは、初めてのことだ。

　最初の人生では虚弱なオレだったが、百億回分の知識をもってすれば、己の肉体改造などお手のものだ。

　後遺症が出るギリギリの量での薬物と魔力による肉体強化。この見極めだけで人生数十回は使った。

　最初の願いのせいなのか、オレだけは転生しても前世までの記憶を持ったままだ。肉体的には鍛え直しだが、積み重ねた知識は裏切らない。

　最初の人生とは打って変わって、森で死んだ歳とし──十二歳にしてオレは、村で一番の戦力となっていた。

　今日も狩りのため、森へとやってきている。

　子供だけで進入禁止だった森の奥も、オレがいれば子供達だけで狩りに入ることが許されていた。

「ねえディータ。今日は何を狩るの？」

　今日の狩りは村の子供三人で行動している。その一人はシストラ。

「ちっ、今日こそは負けねえからな」

　もう一人は、村で三人しかいない同年代のジャンだ。

「春は色々出るからな。狩れそうな動物を狩るさ。あと、これは競争じゃないからな」

「気取りやがって」

　森を守護する役割を国から頂いているものの、村人以外には名も知られぬ小さな村だ。

　ジャンも決して狩りの腕が悪いわけではないが、比べる相手がオレとシストラしかいないのでは、毒づきたくなるのもしかたないだろう。

「二人ともなかよくね」

　いつもの調子でのんびり注意をするシストラにだけは、ジャンもバツが悪そうにそっぽを向くだけだ。

　シストラは実にかわいく育ったからな。うっかり王族に見初められてもおかしくないくらいだ。

　そんな無駄話をしていると、

「いたぞ。獲物だ」

　魔法で強化したオレの五感が、遥はるか遠くの動物を捉えた。

「どっちどっち？」

　キラキラした瞳で周囲を見回すシストラに、視線で方向を示してやる。

　聴覚強化の呪文を唱えたシストラがじっと耳を澄ます。

「足音からすると、六……ううん、七匹の狼おおかみかな？」

「おしい。九匹だな。少し後方で群れ全体を見ている奴やつがいる」

「ん〜〜〜〜。だめ。わかんないよ」

　シストラは、ぷはっと息を吐いた。

「七匹見つけられただけでも上出来だ」

「やっぱりディータはすごいなあ。あたしもがんばらなきゃ」

　シストラがそうしたいなら協力するが、焦あせる必要はないと思うがね。

「くそっ、二人とも獣かよ。なんにも見えねえし、聞こえねえぞ」

　地面を蹴って悔しがるジャンだが、それが普通だ。シストラが優秀なのである。もちろん、オレが小さな頃から少しずつ訓練を施したのも大きいが。

　これまで繰り返してきた人生で、幼少の頃にシストラの転生体と出会えたことは何度もあった。

　彼女を鍛えすぎれば、共に世界の危機を救うことになり、彼女は『神の心』を使って死んだ。

　全く鍛えなければ、自分自身を守れないことで、結果としてオレに『神の心』を使うことになった。

　そんな中でも、比較的良い結果になりそうだったのは、彼女をほどよく鍛えることだった。

　今回の彼女は、のんびりしているようでいて好奇心が強く、ついつい色々と教えてしまった。そのため、こうして男に交ざって狩りに出るまでになってしまったが……伝説クラスの戦いをした人生に比べれば、誤差の範囲だろう。

「お、狼九匹なんて、なんとかなるのかよ」

　ジャンは口調こそ乱暴だが、腰がひけている。この反応は正しい。

　この森に出る狼は、四つん這ばいでも頭が大人の腹から胸の高さまでくる巨体だ。

　一対一でも、それなり以上の腕がなければ、正面切って戦えば怪け我がではすまないだろう。遠くから魔法か弓で狙うのがセオリーだが、九匹同時に狩るには、村の男を総動員しなければならない。普通ならな。

「大丈夫だよ。いざとなったらディータが助けてくれるから」

「そりゃコイツが強いのは知ってるけどよ……」

　オレの強さの一端を知っているシストラは全く心配していないようだが、ジャンの不安はぬぐえていないらしい。

　ジャンは、オレをライバル視しているせいか、一緒に狩りに出ることもなかったからな。村内での訓練でしかオレを見たことがない。シストラと違って、大人なしで狩りに出るのも今日が初めてだ。

「せっかくだから、オレがやろう」

「いいや、ディータばっかりに良い格好はさせられねえ！　オレがやる！　ちょっと大人に認められてるからって……見てろよ！」

　シストラの前で良いところを見せたいのはわかるが、戦闘関係でオレを超えるのは無理だと思うぞ。止めたところで言い争いになるだけだから譲るけど。

「わかった。いつでもバックアップするから思いっきりやってくれ」

「くっ……その余裕がまたムカツクぜ」

　そんなやりとりをしている間に、狼が一匹先行してきた。草むらからじっとこちらを見ている。風向きが変わって、狼からみてこちらが風上だ。一匹だけ先行してくるのは珍しいが、そういった役割なのか、性格なのかはわからない。

「ようし、一匹だな！　それならオレだって……で、でけえな……」

　ジャンは腰がひけつつつも、狼に向かって矢を放った。

　しかし、正面からの矢などあっさりかわされてしまう。

「ちっ！　ならこれで！」

　弓を投げ捨てたジャンは腰に下げた剣を抜いた。

　しかし、その隙を逃す狼ではない。

　狼はジャンの剣が構えられる前に飛びかかった。

　ジャンには悪いが、これは助けないとやられるな。

　──ドンッ！

　その爪と牙がジャンに突き立てられる前に、オレは掌てのひらから打ち出した圧縮空気で狼を吹き飛ばす。

　無詠唱かつ無宣言発動のオリジナル魔法だ。必要がなかったので名前はつけていない。

　木に叩たたきつけられ昏こん倒とうした狼に、すかさずシストラが矢を撃ち込んだ。

　一撃で急所を射い貫ぬかれた狼は、少し体をバタつかせた後、そのまま絶命する。

　最初の人生では殺されかけた狼も、簡単に狩れるようになった。

　一匹目があっさりやられたことで、後続の狼達は一斉に引き下がったようだ。今日の獲物としては十分だろう。狩りすぎても数が減ってしまうからな。

「す……すげえ……。なんだ今の……魔法か？」

　腰を抜かしたジャンは、ぐったりと動かない狼とオレを見比べている。

「まあな」

「呪文唱えてなかったよな……。『ファイアー！』みたいな発動宣言もなかったし。どうやったらこんな田舎の村でそんなもの使えるようになるんだよ！」

　ファイアーなんて魔法があるかはともかく……。オレが魔法を使えることは、村でも知られているが、あくまで街から来る商人に習った初級魔法のみということにしてある。色々詮索されても面倒だからだ。

「詠唱ならしてたぞ。緊張してて気付かなかったんじゃないか？」

「そ、そうか？　そう言われると……ううむ……まあいいか……」

　いまいち納得していないジャンだが、それ以上追及してくることはなかった。

「やったねディータ！」

　一方、村で唯一オレが無詠唱を使えることを知っているシストラは、飛びつくようにして抱きついてきた。

　オレは僅かに体を引いて、それをかわす。

「つれないなあ……」

　しょんぼりするシストラを見ると、強く抱きしめたい衝動にかられる。

　だがそれはできない。

　シストラから必要以上に好かれてしまうと、彼女がオレに『神の心』を使う確率が上がるのだ。

　彼女を護まもれて、彼女から好かれすぎない。そんな距離感を保つ。

　彼女が幸せな一生を送ることが、人生百億と一回目の目的なのだから。





◇　　　◆　　　◇






　それから四年。

　十六歳になったオレとシストラは、村の入り口で村人全員に見送られていた。

　この村が属している、大陸でも屈指の規模を持つカサンドラ王国。その王立学校への入学試験を受けに行くのだ。

「がんばれよシストラちゃん！」

「ディータ君なら絶対受かるよ！」

「村から二人も合格者が出るなんてことになったら前ぜん代だい未み聞もんだ！」

　村人達が言うように、王立学校の入学難易度はとんでもなく高いらしい。なんせ、国中の貴族の御曹司や御令嬢が受けにくるのだ。しっかり教育を受けている彼らを抜いて、田舎で畑仕事や狩りにいそしむ我々が合格するのは極めて難しい。入試には魔法に関する実技や筆記もあるらしいが、田舎ではそもそも魔法に関する知識など手に入らないのだ。

「ディータ、体に気をつけてね」

　そう言ってなけなしの路銀を渡してくれた母は、心配そうな表情を浮かべつつも、どこか誇らしげだった。後ろで見ている父も同様だ。

　最初の人生で自分を捨てた人達。そう思うと、この十六年間、彼らと上手うまくやっていくのは難しかった。あれはしかたのないことだったといくら自分に言い聞かせても、心の底にしこりが残る。それでも表面上上手くやっているように見せられたのは、その方がシストラが幸せそうにしていたからだ。

　オレは両親に笑顔で手を振ると、シストラと並んで歩き出した。

　こうしてシストラの転生体と二人で旅に出たことは、数十億回とある。だがこれは最後の旅立ちだ。今度こそ、シストラに幸せな人生を送らせてみせる。







　村を出て四日目。

　王都が近づいてきたせいか、街道にはちらほらとすれ違う人が見られるようになった。

　そんな中、オレ達は三十人ほどの武装した集団と出会った。

「あれって王立学校の制服だよね。かわいいなあ。軽けい装そう鎧よろいの下にそのまま着られるようになってるんだよね」

　シストラがキラキラした目で見つめる一行は、おそろいの服に鎧もしくはローブを身に着けていた。殆ほとんどがオレと同年代で、数人大人が交ざっている。

「今回の討伐実習も楽勝だったな」

「まさかトロルが出るとは思わなかったけどな」

「あの時のベルリーナ先生かっこよかったなあ。トロルを一撃だったからな」

「はやくオレも軽くトロルくらい倒せるようになりたいぜ」

　彼らのやりとりを聞くに、遠征の帰りのようだ。

　実践的な授業もあるようで安心した。トロルと遭遇して、ああいった反応ができるなら、将来も有望だろう。

　しばらく彼らの後ろを歩いていると、学生達がざわつきだした。

「なんだあれ……？」

「ド、ドラゴンだ！」

　学生達が指さした空には巨大な影。ワイバーンだ。

　ワイバーンをドラゴンとして扱うかは意見が分かれるところだが、人間にとって驚異であることに代わりはない。

　山に住むワイバーンが、平地に下りてくること自体めずらしいはずだが。

　上空をしばらく旋回していたワイバーンは、学生の集団に目標を定めたらしく、高速で滑空してきた。その巨大な顎あぎとが学生を五、六人まとめて吞のみ込もうと狙っている。

　とっさに剣を構えた者も多いが、ざっと見たところ、彼らの実力でどうにかなる大きさではないだろう。

　太刀打ちできるとすれば、一人教員に強そうな女性がいる。お姉さんと呼んでもよいほどには若い彼女が身に着けるのは、大きな胸をあらわにしたローブ。緩くウェーブのかかった腰までの髪。温和そうでありながら、その瞳の奥には強い意志を感じる。

　彼女は狙われた学生達の前に立ちふさがり──

「岩壁ストーンウォール！」

　彼女が手を振り上げると同時に無詠唱で魔法を発動。地面から延びた壁がワイバーンの鼻先に直撃した。

「さすがベルリーナ先生だ！」

「とっさの無詠唱！　オレもできるようになりてえなあ」

　どうやら彼女がベルリーナらしい。たしかに優秀だ。

　しばらくキリもんでから地面に激突したワイバーンは、すぐに上体を起こす。そして、ベルリーナを面倒だと感じたのか、ターゲットをこちらに切り替えたようだ。

　ドスドスと地響きを立てながら数歩走ったワイバーンは、そのまま地面すれすれをオレに向かって滑空してくる。さらに、体に雷いかずちを纏まといだした。オレが知っているこの世界のワイバーンは雷を纏ったりしない。どういうことだ。変異種か？

「にげなさい！」

　ベルリーナの唇はそう叫んでいるが、その声がこちらに届く前に、ワイバーンの顎が地面ごとオレとシストラを吞み込もうとしていた。

　シストラに一瞬視線を送ると、彼女は大きく横に飛びのいていた。ワイバーンが現れた時点で発動していた肉体強化系魔法により、人間離れした機敏な動きをしている。

　ワイバーンの顎に正対したオレは、自らの体に雷を纏った。自らを雷とすることで、ワイバーンの雷を中和するのだ。

　オレとワイバーンの間で、近づくだけで黒焦げになるほどの雷が荒れ狂う。

　それをものともせずつっこんでくる顎に、オレは自ら飛び込んだ。

「間に合わなかった！」

　ベルリーナの声が響く中、オレは手に出現させた氷の槍やりで、ワイバーンの上顎を突き破る。氷の槍には切れ味を上昇させる魔法も重ねがけ済みだ。そのままワイバーンの上顎を突き破って上空へと飛び出したオレは眼下を見下ろす。やがて、ワイバーンは地響きを立てながら、ゆっくりと地面に崩れおちた。

「な、なんだいまの……」

「雷を纏うなんて可能なのか……？」

「飛行呪文も併用してるぞ」

「だいたい、どうやってワイバーンの頭をぶち抜いたんだ？」

　学生達が騒ぐ中、オレはワイバーンの傷口から紫色のもやが出ているのに気がついた。

　──魔ま瘴しょう気き。

　魔族の体に流れる、他者を滅ぼす瘴気だ。

　なぜワイバーンからそんなものが出るんだ。雷を纏っていたこと以上に異常な現象だ。

　繰り返してきた人生を思い出すと、いくつか選択肢は思い浮かぶが、今は浄化が先だな。

　オレは視線だけでワイバーンの死体を火柱で包み、魔瘴気ごと焼却した。

「なんだあのでかい炎……」

「それより飛んでるぞ。飛行魔法を使いながら、あんな大魔法を使うなんて何者だ？」

　学生達が驚きの声を上げる中、ベルリーナが飛行魔法でオレの隣にやってきた。
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「あのワイバーンを一瞬で倒すなんてすごいですね。助かりました」

　その表情にはまだ余裕がある。彼女だけでもなんとかできたのだろう。だとすれば、かなりの実力者だ。この世界において、ワイバーンを一人で倒せる者はそういない。

　佇たたずまいや、その身に纏う魔力が彼女の実力を証明している。魔力はまだまだ隠していそうだが。

　オレも一人で倒せるようになったのは、四回目の人生からだ。

「いえ、貴女あなたがいるなら、余計なことだったかもしれませんね」

「所属はどこですか？」

　オレに実力を見抜かれたのが驚きだったのか、ベルリーナは少し目を見開いた。

「どこにも所属してませんよ。これから王立学校の入学試験を受けに行くところです」

「入学志願者？　あれだけの魔法が使えて？」

　事前にこっそり調べておいた情報によると、先ほどオレが見せた程度の魔法を在学中に使えるようになる生徒は稀まれなようだ。この質問が出るのも当然だな。

「王立学校を卒業すれば、色々とコネが利きくと聞きましてね。田舎の出身だと、どれほど実力があっても、直接仕官というのは難しいので」

「なるほどね」

　ベルリーナは納得したようだが、オレの目的は別にあった。

　オレはこちらに手を振っているシストラに目をやった。

　彼女が学校に行ってみたいと言ったのだ。彼女が希望するなら叶かなえてやりたい。そして、彼女を護るには一緒に入学するのが一番だった。オレが入学するのはそれだけの理由だ。

「健闘を祈ります。キミなら絶対に合格するでしょうけどね」

　ベルリーナに言われるまでもなくそのつもりだ。

　この学生達をみるかぎり、オレはもちろん、シストラも合格は余裕だろう。











第二章　入学試験









　王都カサンドラ。国王の住まう城下町にして、国内最大の都市。物と情報が最も集まる場所だ。

　街の中心をゆったり湾曲しながら貫く大通りには、所狭しと出店が並んでいる。

　王立学校の入学試験には、全国から貴族の子息が集まってくる。金持ちが集まるこの時期は、彼らを狙って商店街も活気づくのだ。

　そんなお祭り気分な街とは裏腹に、試験会場となっている王立学校の演習場は、緊張に包まれていた。演習場といっても、ただの広い土地ではあるが、街の数ブロック分もあれば壮観だ。千人を超える受験者がいてもなお、その全員が暴れられるスペースがある。

　これで学校の敷地のごく一部だというのだから、国がいかに学校の運営に力を入れているかということがわかる。

　それだけに狭き門なわけだが。

　ここにいるのは約千人だが、もともとその十倍はいた。その殆どが一発逆転を狙った平民なのだが、全く魔法を使えないものは受付で門前払いされたのだ。

　つまり、ここにいる約千人は、魔法を多少なりとも使える、一般的には各地方のエリートということになる。

「受験資格を得たみなさん、ひとまずお疲れ様と言っておきましょう」

　風の魔法によりボリュームアップされた声はベルリーナのものだ。

　受験者達の頭上に浮いた彼女は続ける。

「これからが本当の試験です。まずは魔法の実力を見せてもらいます。全員その場で掌てのひらを上に掲げ、火柱を出してください。その高さで評価します」

　随分と簡単な試験だ。手始めということか。

「なお、試験の結果は入学後のクラス分けに使われます。試験結果が良いほど、より高等な教育を受けられますので励んでください。では、始め！」

　ベルリーナの合図で、受験者達はそれぞれ呪文を唱え始めた。

「くそっ……炎系は苦手なんだよな」

「俺が使えるのは爆発する魔法ばっかりだぞ。火柱ってどうやるんだ……？」

　困惑している受験者も多くいるようだ。魔法の根幹を理解していれば応用は容易たやすいはずだが、ここにいる十代中盤の彼らにそれを求めるのは酷というものか。とはいえ、掌から上空に火柱を上げる魔法なんてものは、そこいらの魔道書には載っていない。使い道がないからだ。この試験、簡単そうに見えて、ある程度の応用力も試されているということか。

　もちろん、オレにとっては造作もない試験ではある。問題はどの程度の結果を残すかということだ。

　試験結果が入学後のクラス分けに影響するとわかったことは重要だ。シストラと同じクラスになっておいた方が、彼女を護まもる上で都合が良い。

　となれば話は簡単。シストラと同じことをすれば良いのだ。彼女にはのびのびやってほしいし、実力的に見てもオレが合わせるべきだ。

　周囲を見ると、受験者達の行動は大きく三パターンに分かれる。

　まずは何も考えずに全力を出しているパターン。自信があるか、何も考えていない連中だ。

　次に、どうしていいかわかっていないパターン。彼らは放っておいても良いだろう。

　最後は、全力組の実力を見てから、どの程度の力を出すべきか思案しているパターン。

　最後の組は、次の試験に備えているのだろう。魔力を温存しているのかもしれないし、直接対戦があった場合のために実力を隠しているのかもしれない。彼らは要注意だな。直接対戦でオレに勝てる奴やつがいるとは思えないが、そういった油断でシストラがピンチになるなんてことは、これまで繰り返してきた人生で何度も見た。オレは決して油断しない。

　さて、最初に全力を出した組を見てみると、炎の高さはろうそく程度から、一階の屋根程度までだ。後者は稀まれで数人程度。彼らは合格となるだろう。

「みんな実力を隠してるのかなあ？」

　その光景を見たシストラが、オレの隣で首をかしげた。

　彼女がそう感じるのは、オレとの修行で強くなったからだ。

「かもな。シストラは気にせず思い切りやってみたらどうだ？」

「そう？　ディータがそう言うならやってみようかな。ええと……『火炎槍フレイムジャベリン』をアレンジして……こうかな？」

　シストラは呪文を唱え、空に向かって魔法を放った。噴き上がった炎の高さは、塔の五階ほど。

「おおお！　なんだあの娘！」

「ダントツじゃないか！」

　驚きの声が上がる中、オレもシストラとぴったり同じ高さまで炎を噴き上げた。

　呪文を唱えたフリをするのも忘れない。ベルリーナの他にも、演習場の周囲には試験官らしき教員が配置されている。彼らに無詠唱を見られると、シストラへの評価と違ってしまうかもしれないからだ。

「なんだあの二人!?」

「どこの出身だ!?」

「あの服装、平民だよな？　師匠は誰だよ」

　試験受付では大量にいた平民だが、この実技試験に進めた者は殆ほとんどいない。結果として平民は、受験者の一割にも満たないだろう。貴族連中は高そうな服を着ていたり、家紋の入った武具を持っていたりするので、一目でわかるのだ。

　様子を見ていたグループも、オレとシストラを見て慌てたのか、一斉に炎を噴き上げ始めた。

　中には塔の四階ほどまでがんばった者もいるが、トップはオレ達だった。

「そこまで！」

　ベルリーナの合図で、噴き上がっていた炎が一斉に消えた。

「やったねディータ！」

「ああ」

　オレとシストラはハイタッチ。この試験でのトップは間違いないだろう。

　うむ、この笑顔を見られただけでも、ここまで来たかいがあったというものだ。
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「それにしても、暑かったよ〜」

　シストラの額にはうっすら汗が浮いている。

　熱は上に逃げるとはいえ、これだけの人数で火炎魔法を使ったのだ。そりゃ暑くもなる。

「オレはこっそり弱冷気で涼んでたから平気だけどな」

　オレは小声でシストラに耳打ちをした。もちろん、弱冷気魔法は、試験官にバレないように使っている。

「ええっ!?　ずるい！」

「暑いのイヤだし」

「む〜。あたしも早く同時魔法できるようになりたいよ」

　ほっぺを膨らませるシストラもかわいい。これを見るために、ついついからかいたくなってしまう。

「あいつら余裕だな……」

「ああ……こっちは魔力をかなり使っちまったってのに……」

「特に男の方、汗一つかいてないぞ。どうなってんだ」

　受験者の殆どは汗だくで、魔力の消費によって肩で息をしている。

　試験官にアピールするため、炎の柱を長時間出し続けた結果だ。こういった魔力の使い方は、瞬間的な爆発よりも魔力消費が激しいのである。オレやシストラは、魔法の理屈を理解しているので、それほどでもないが。

「キミ達、なかなかやるじゃないか」

　そう話しかけてきたのは、大きく家紋の入ったマントを身に着けた、軽けい装そう鎧よろいの青年だった。歳としはオレとほぼ同じくらい。身に着けているものは、年季が入っているものの、それなりに質の良さそうなものだ。貴族のボンボンといったところか。オトモらしきノッポと小太りを引き連れている。

「あんた誰だ」

　ボンボンはオレの問いに答えるつもりなどないらしく、前髪をふぁさっとかきあげた。

「貴族に名前を訊きく時は、まず自分から名乗りたまえ」

「「そーだそーだ」」

　取り巻きと三人並んでふんぞり返るボンボンを尻目に、オレはシストラを促し、彼らから離れようとするも、思わぬ機敏さで回り込んできた。

「このフレッド゠ディ゠ノイエシュタインを無視するとはどういう了見だ！」

「いや、誰だよ」

　結局、自分から名乗ってるし。

「この私がキミ達の実力を見込んで部下に加えてあげようというのだ。ありがたく思いたまえ」

　聞いちゃいない。めんどくさいのにからまれたなあ。

「そちらのかわいい彼女は、愛人にしてやってもいいぞ」

　こちらの反応などかまわずに、フレッドとやらは勝手にまくしたててくる。

　こういった輩やからは一回の人生で最低二、三人は見る。オレからするとすっかり慣れたものだが、シストラは違ったらしい。

「あたしはそういうのはいいかな〜」

「なっ!?　平民の女が貴族に嫁げるのだぞ！」

　プライドを傷つけられたのだろう。フレッドは握った手をわなわなと震わせている。

「学校でがんばりたいんだ。ごめんね」

　一方のシストラは、大して悪びれもせず、にこっと微ほほ笑えんだ。

　貴族に対してこの態度は、ある程度の常識を持っていれば戦せん々せん恐きょう々きょうものではあるのだが、あまりに田舎育ちなせいでそのあたりは身についていない。

　なにより、学校の方針が『学内では実力が全て』ということなので問題ないだろう。

「それでは次の試験を始めます」

　ベルリーナの号令に舌打ちをしたフレッドは、オレ達から少し距離を取った。面倒なので、いっそ見えないところまで離れてほしい。

「かなり残ったわね。ん〜半分くらいにしたいなあ」

　ベルリーナが言うように、まだ三百人ほどの受験者が演習場に残っている。

　最初の試験で不合格とされた者は、試験官によって強制退場となった。受付時に渡された、受験番号の書かれた木札を没収されているので、この場に無理矢理残ったとしても、次に進むことはできない仕組みだ。

「それではみなさん、受験番号の書かれた木札はちゃんと首に下げてますね？　下げていない人はこの場で不合格にしますからすぐ下げてください。いいですか？　いいですね？」

　ベルリーナの前振りだけで、この後何が起こるか予想できた者は多いだろう。そっと腰の剣に手をかけている者もいる。いっぽう、ぼうっとベルリーナの言葉を待っている者も多いが、彼らは狩られる側だろうな。

「それでは、木札を二枚持って、あそこに見える光の檻おりに入ってください。いいですね、二枚きっかりです。多くても少なくてもいけません。また、必要以上に危害を加え合うのも禁止です。それでは始め！」

　ベルリーナの号令と共に、構えていた受験者達が一斉に動いた。

　彼らが狙うのは、ベルリーナの話をぼけっと聞いていた受験者達だ。

　木札は麻の紐ひもが通されている。その紐を狙っていくつもの刃やいばが煌きらめいた。中には、地面に干渉して足場を崩す魔法をかける者もいた。

　魔法が重用されるお国柄だけに、ここへの入学を志望するような貴族は、そこまで体術を修めていない。もちろん、何の訓練も受けていない素人しろうとに比べれば、みなそれ以上なのだろうが、あくまで素人レベルでの話だ。

　戦場で通じるような動きをした十人ほどの受験者達の刃をどうにかするような腕は持ち合わせていない。

　木札を奪われた者達があっけにとられている間に、木札を入手した彼らは、ベルリーナの指した光の檻へと到達した。

　木札を奪われた受験者の一人が、慌てて檻に向かって炎を放つが、掌てのひらサイズの火炎玉は檻にあっさりはじかれた。

　あの光の檻、物体は通すが、攻撃魔法を防ぐ魔法だ。低威力の魔法しか防げないだろうが、十分だろう。それでもなかなかに高等な魔法であることに変わりはない。あの魔法をオレが使えるようになったのは、四回目の人生だった。誰が術者かは知らないが、この学校はなかなかのレベルらしい。

　一瞬の静寂の後、演習場は一気に混乱に包まれた。

　ある者は魔法を唱え始め、ある者は近くの者に摑つかみかかる。

　実に醜い争いだ。

　オレとシストラは、やれやれといった表情で顔を見合わせた。

　そんなオレ達につっかかってきたのがフレッド一味だ。

「やれ！　あの男の木札を手に入れるんだ！」

「はい！　ぼっちゃん！」

　フレッドの命令で、ノッポの取り巻きが腰に下げたレイピアを抜き、オレに斬りかかってきた。

　おいおい、木札の紐を狙うのはいいが、下手に首を斬りつけたりしたら死ぬぞ？　ベルリーナの説明から察するに、相手に重傷を負わせれば、その時点で不合格だ。わかっているのだろうか。

「あんたは来ないのかよ」

　オレはノッポのレイピアをかわしつつ、フレッドを挑発してみた。

「キミはバカか？　主君がそんな危険を冒してどうする」

　そうはっきり言われると、ある意味すがすがしい。チームプレイが禁止されているわけではないので文句はないが。フレッドの他にも、即席でチームを組んでいる者もちらほら見られる。

　お互いに攻撃しないという意味では、オレとシストラも似たようなものだしな。

「さあさあ、魔法はすごいようだが、騎士剣も習えない平民がどれだけ避よけ続けられるかな？」

　得意げなフレッド君だが、こんな斬撃は眠っていても避けられる。いつまでもノッポと遊んでいても仕方がない。

　オレは突き出されたノッポのレイピアを指でつまむと、無造作に折った。

「はへっ!?」

　間抜けな声を上げるノッポの背後に瞬時に回ったオレは、人差し指と親指の間に一瞬だけ発生させた熱で木札の紐を焼き切ると、そのまま木札を奪った。

「なにをしてるノロマ！」

　フレッドが怒鳴った時にはもう遅い。木札はオレの手の中だ。

「え？　いや、そんなに気を抜いたつもりはうぐぅっ──」

　ついでにノッポの延髄を指でツンとつつき、気絶させておく。

「ふあ〜。さすが、あざやか！」

　そうオレを褒めるシストラの手にもしっかり木札が握られている。

「え？　あれ？　俺の木札！」

　首をまさぐって木札がなくなっていることに気付いたのは小太りな部下だ。

「シストラもやるじゃないか」

「えへへ〜。でしょ？」

　シストラは、オレとノッポのやりとりに夢中になっていた小太りから、こっそり木札を奪ったのだ。もちろんそのままでは見つかるので、シストラは自身を認識させにくくする魔法を使っていた。狩りなどで有効な魔法だ。

　フレッドと無駄話をしたのも、彼女が木札を取る隙を作るためだったのだ。

「シストラの木札を狙わなかったのがあだになったな」

　いくら認識阻害の魔法でも、注目された状態で効果を発揮させるのは難しい。

　シストラを側室にするため、一緒の学校に入学させようというスケベ心が働いたのだろう。

　オレなら、シストラの木札を奪って脅しに使うけどな。それでシストラの好感度がどうなるかは別だが。

「それじゃあお先に」

「ちきしょう！　次の試験でぶちのめしてやるからな！」

　オレとシストラは地団駄を踏むフレッドを無視し、争う受験者達の頭上を飛んで、光の檻へと入った。







　木札の争奪戦で受験者が半分以下になったことで、試験は大講堂での筆記へと進んだ。

　ここまで残ったのは百人ちょっとだ。例年、一学年は百人前後だというのだから、ここにいる殆ほとんどが合格することになるのだろうか。実技試験でしぼりすぎなようにも見えるが、筆記試験受験者全員に羊皮紙を配る関係上、実技試験でふるいにかけたいのはわかる。羊皮紙は高価だからな。

　さて、人生百億回分の知識を持つオレにとって、筆記試験など物の数ではない。

　二回目の人生で完全記憶の魔法が使えるようになって以降に得た知識は、全て覚えている。この魔法は全ての出来事を忘れられないという副作用がある。もちろん、百億回におよぶシストラとの別れもだ。思い返す度に心が張り裂けそうになるが、彼女を幸せにするという目的を忘れずにすむのだから、これでいい。

　おっと、今は物思いにふけっている場合ではないな。入学後、シストラと同じクラスになるためには、筆記試験も同程度の結果にしなければ。

　試験内容を見るに、前半は魔法に対する知識問題、後半は考察を記述するタイプだ。

　シストラをカンニングしつつ、同レベルの回答をしようとも考えたがやめておくことにする。

　試験開始前に、魔法の使用を禁じるとの通達があったのだ。講堂内にかけられている魔法の発動を感知するトラップは、オレなら簡単に抜けられるだろう。だが、トラップは何重にもかけられているはずだ。

　万が一にもひっかかることはないはずだが、念のためだ。カンニングはしないことにしよう。それに、記録が残るタイプの高性能な魔道具を使われていると、時間をかければ解析される可能性はある。

　シストラなら、前半の知識問題は九割以上正解できるだろう。問題は考察を記述する部分だが……。こればかりはどうなるか読めない。

　採点者によりすぎるからだ。得意分野に厳しくなる採点者もいれば、自分と異なる考えは一切受けつけないという採点者もいる。

　ここに関しては完全に運だ。

　まあたまにはこういった筆記試験をまともに受けてみるのもいいだろう。

　いざとなれば、学校関係者を洗脳すればいいんだしな。

　身もふたもない話だが。







　合格発表は、試験から五日後にされるらしい。校庭に合格者の番号が貼り出される。番号とは、試験の受付で配られた木札に書かれたものだ。

　そのはずなのだが……試験から四日目。オレはベルリーナの研究室に呼び出されていた。

「わざわざ来てもらって悪いわね」

　膝上のスカートからすらりと伸びる脚を組み替えたベルリーナは、オレに椅子を勧めてきた。

　遠慮なくそれに腰掛けたオレは、ここに呼び出された時からの疑問を口にする。

「宿に使いをよこしてまで何の用です？　合格者への事前連絡、というわけでもないでしょうし」

　それならば、シストラも呼ばれていなければおかしい。

「落ちる気はなしか。あなたほどの力があれば当然ね」

　そう言うベルリーナは苦い顔をしている。

「オレを合格にできない理由でもできたんですか」

「スルドいわね。それに、歳としの割に随分おちついてるじゃない。一生を左右する試験結果だというのに」

　そこはまあ、年の功というやつだ。

「で、その理由というのは？」

「筆記試験よ」

「記述問題ですか」

「はぁ……本当に聡さとい子ね。なぜこんなに優秀な者を落とそうと思うのか、理解に苦しむわ。いいえ、優秀すぎる答案だったから、不合格になったのだけれどね。あの答案の価値を理解できたのは、私だけだった」

　今の一言で全て理解した。

　筆記試験後半の記述問題。この世界の魔法レベルに合わせて、十分に回答のレベルも落としたはずだった。だが、それでもまだ足りなかったらしい。

「オレを呼び出したってことは、合格できる道があるってことですね。そして、それは貴女あなたにも得となることだ」

　これくらいの予想はわけないことだ。似た状況を何度も経験しているので、予想というより知識に近いが。

「入学してくる学生が、みなあなたのように優秀であれば良いのだけどね。それだと、ここの教員は大半がお払い箱かしら」

「先生方の専門分野に関しては学ぶところも多いと思ってますよ」

「口も上手ね。いいわ、あなたに前置きは不要ね。単刀直入に言うわ。あなたを私の推薦枠で合格させます。ただし、あなたは私の研究室に準所属という形になるわ」

「なるほど、つまりオレの知識を提供しろってことか」

　その程度であれば悪くない条件だ。

「そういうこと。普通は特別に見込みのある学生を、一年生のうちからみっちり教育するための制度よ。主席か、よほど一芸に秀ひいでていなければ対象にならないほどにね」

「貴重な資格なんだな」

「推薦した学生がヘマをすると、教員が降級される場合もあるから、そうそう出さないわね」

「そうか、感謝する。だが、こちらからも条件がある」

　この話を受けるにあたり、一つだけ問題があった。

「この状況で条件を出せる胆力に恐れ入るわ。まあいいわ、言ってみて」

「オレとシストラを同じクラスにしてくれ」

　オレだけが特別扱いされた場合、シストラとクラスを別にされてしまう可能性があるのだ。

「シストラ？　ああ、実技試験であなたと一緒に行動していた娘ね。彼女こそ、推薦したいという教員がたくさんいたわ。文句なしのトップ合格だったから。あなたの解答を見てしまった以上、私はあまり興味を引かれなかったけれど」

　実技試験であれだけ目立ったシストラだ。筆記試験もよくできただろうし、教員に目をつけられるのは当然だろう。

　オレに価値を見いだしたベルリーナなら、シストラに興味を持たないのもわかる。

「恋人同士かなにかなの？」

　イタズラっぽく笑うベルリーナだが、オレが顔を曇らせたのを見て何を悟ったのか、軽く手を振って発言を取り消した。

　シストラと恋人同士にか。

　そう願ったことも、そうなったことも何度もある。

　だが今のオレは、そんな感情とは超越したところにいる。

　全てをシストラの幸せな人生のために。叶かなえたい望みはそれだけだからだ。

「まあいいわ。もともと、二人ともトップのクラスに入れる予定だったから。シストラはもちろん、私の推薦を持っているあなたもね」

「そうか、ならいい」

「まったく、本当にどっちが先生だかわからないわね」

「オレが教えることもあるんだ。当然だろう」

　教員と対等でいたいなどと言うつもりはない。ただ事実として、彼女とは取引関係にあるというだけだ。

　オレが他の生徒と上手うまくやっていった方が、シストラも学校生活を送りやすいだろうから、教員との関係も気をつけるけどな。







　今日はベルリーナに呼び出された翌日。そう、合格発表だ。

　王立学校の校庭には、百人を超える受験者が集まっている。筆記試験まで残った面々だ。世話役を連れている者も多く、集まった人数は二百人を超える。

　合格者の番号は、空間に光で描かれていた。

　もちろん、オレとシストラの番号はそこにある。

「やったねディータ！」

「シストラが落とされるなら、誰も合格しないさ」

　オレは満面の笑顔で腕に抱きついてきたシストラを引きはがしながら言う。

　シストラは不満そうにぷくっと頰を膨らませつつも、褒められたうれしさで目が笑うという、器用な表情をしてみせた。

　見ていてこちらが幸せになる顔である。

「でもほんとよかったよ。筆記試験が簡単すぎたから、あたしが問題を理解できていないのかと思っちゃった。ディータと一緒にトップのクラスになれたってことは、間違ってなかったんだね」

　合格発表と同時に、所属クラスも掲載されている。オレ達が属するトップのＡクラスからＤクラスまで、各クラス二十人の総勢八十人が合格者だ。

　こう見ると、筆記で二、三割が落とされたようだ。

「キミ達も僕と同じＡクラスとはね。平民が二人もＡクラスに入るなんて快挙だよ。まあ、実技であれだけ目立ったんだ。あの難問が多少解けなくとも合格にはなるか」

　近寄ってきたのはフレッドだ。実技試験でやたらと絡からんできた貴族のボンボンである。見るからに小物っぽいが、Ａクラスということは、これでもそれなりに優秀なのかもしれない。

　ちなみに、ノッポとデブのオトモは最後の実技試験で不合格になったようで、筆記試験の時点で既にいなかった。

「難問……？」

　シストラは首をかしげているが、それが世間のレベルというものであることは、昨日のベルリーナとの会話で重々承知している。

「だがここにいるということは、実技だけではなく筆記でもそれなりに点数が取れたということだろう。なに、気にする必要はないよ。僕は女性にも知性を求めるタイプだからね」

「ちょっと言ってる意味がわからないのだけど……」

「そうやってトボけるキミもかわいいね」

　いや、シストラは本当にわかってないと思うぞ。

　貴族に嫁ぐ女性は女性であることの教育は受けるが、男性が生きていくためのものとは大きく異なる。だがそれは、田舎の平民にはピンとこない話なのだ。

「合格した諸君、まずはおめでとうと言っておこう」

　実技試験の時と同じく、風の魔法で校庭全体に響くのは、ベルリーナの声だ。

　彼女からは、全員が寮生活になること、男女別の寮となること、手続きは今日中にしておくことなどの説明がなされた。

　荷物の少ないオレとシストラは、宿を引き払ってくれば入寮は完了。

　あとは来週から始まる授業を待つだけだ。

　シストラが学園生活を満喫してくれることを祈るばかりである。











第三章　剣つるぎの舞まい姫ひめ









　王立学校入学初日。

　支給された制服に袖を通し、ガイダンスを終えた新入学生達はクラスごとに小講堂へと分けられた。オレ達Ａクラスの二十人が集められたのは、百人は入れそうな広めの部屋だ。

　学生達が思い思いの席に着いてまもなく、やってきたのはベルリーナだ。

「Ａクラスのみなさんガイダンスお疲れ様。あなた達の担任となるベルリーナです。担任といっても、各授業は専門の先生が担当するけどね。ちなみに私の専門は魔法戦闘だからよろしくね」

　ベルリーナは講堂内を見回してから続けた。

「キミ達Ａクラスは、国を背負しょって立つエリート候補です。同年代の若者の中でも、トップクラスの才能を持つということ。今頃他のクラスでは、これから戦うことになる魔物の話をしているはずだけど、このクラスだけは別です。あなた達が最終的に戦うことになるであろう相手について話します。ゴールを見据えて自分を磨いてほしいということね」

「魔族……」

　誰かのつぶやきに、ベルリーナが短く頷うなずいた。

「そう、魔族です。魔族について何か知っていることは？」

　ベルリーナの問いに真っ先に手を上げたのは、フレッドだ。

「魔族とは、人間に比べ強大な魔力を持つ、人間の敵です。魔族と人間は長い歴史の中で、ずっと敵対してきました。肉体の作りは人間と変わらないと言われていますが、魔力による自己強化で、一流の剣士でも物理攻撃だけで倒すのは不可能に近いと言われています」

「フレッドでしたか、模範的な回答ですね」

　褒められたフレッドは、ドヤ顔でオレの方を見て「どうだ」と口を動かした。ライバル視されているようである。

「ではなぜ彼らが強大な魔力を持っていると思う？　そうね、これはディータに答えてもらおうかしら。私の推薦枠らしい回答を期待しているわ」

　ベルリーナの一言で室内がざわつきだした。

「推薦枠ってマジかよ。超優秀ってことだろ？」

「各先生、数年に一回しか出さないって話だぞ」

「ベルリーナ先生は確か初めてじゃないか？」

「くそっ！　俺に話がこないと思ったら、アイツのところにいってたのか」

「でも主席ってシストラちゃんだろ？　なんでアイツなんだ？」

「魔法戦闘が専門のベルリーナ先生のことだから、きっとそのあたりの才能があったんだろ」

「実技試験でシストラちゃんと一緒にすごい炎を出してた奴やつだよな。ディータか、覚えておこう」

　余計な注目を浴びることになってしまったが、いずれ知られることだ。ざわつく彼らは放っておいて、問いに答えよう。

「魔族が強大な魔力を持つ理由は、彼らの生まれ方に因よっています。彼らは精霊を核として、人間の悪意が固まり具現化したものです。肉だけでできた心臓で動いている人間と比べ、核を持っている分、そこを中心に多くの魔力を扱うことができます」

「核ってなんだ？」

「魔族ってのは、人の形をしたモンスターだろ？」

「てきとうなこと言ってるんじゃないか？」

「ベルリーナ先生の推薦を受けているくらいなんだから、当たってるんじゃないか？」

　オレの回答に他の学生がざわつく。

「みなさんが魔族について詳しくないのは仕方ありません」

　ベルリーナは学生達を見回し、彼らが静かになるのを待って続ける。

「人間と世界を二分して、長い戦いを続けている魔族ですが、彼らのことはあまり知られていません。なぜだと思いますか？」

「見た目が人間に酷似しているから？」

　シストラの答えにベルリーナが頷く。

「それも大きな要因ですね。魔族と出会っても、それだと気付けません。人間側としては、彼らを研究したいのですが、個体の能力差が大きいせいでそれがなかなか進まないというのもありますね」

「じゃあなんでディータは、核のことを知ってたんだ？」

　そう言ってオレを睨にらんできたのはフレッドだ。つっかかってくるなあ。

「魔族と戦ったことがあるからだよ」

「はあ？　いくらなんでもふかしすぎだろ」

「ディータはそんな噓うそつかないよ！」

　シストラがかばってくれたことで、フレッドは言葉を詰まらせ、引き下がった。

　コイツ、まだシストラのこと狙ってるのか。

「ディータの実力なら、あながち噓とも言えないと思いますが、核を始め、これから授業で話す魔族の情報は国家機密です。入学手続きで魔法契約を結んだかと思いますが、今日の授業についての口外は禁じられているので注意してくださいね。うかつに話すと死にますよ」

　怖いことをさらりと言うベルリーナである。

「なぜ内緒なんですか？　みんなにも知ってもらった方が、魔族と戦えるんじゃないですか？」

　そんな質問をした学生がいた。

「それはいくつか理由があります。わかる人」

　ベルリーナの問いに、いくつかの答えが上がった。

　対魔族戦で他の国にアドバンテージを取るため、情報を知ったところで魔族に対抗できる人間は僅かであるため、などが主な理由だ。

　授業では話題に上らなかったが、もっと大きな理由もある。

　魔族の情報を得るには、彼らを解剖する必要があるということだ。より多くの情報を得るための解剖には生きた魔族が必要だし、彼らを傷つければ周囲を腐食させる魔ま瘴しょう気きを出す。解剖する側も無事では済まない。

　魔族の情報をもっているということは、非人道的なその行為が行われたと知らせることになる。

　ベルリーナによる、魔族がいかに驚異であるかの授業は続いた。

　そして最後に彼女はこう問いかけた。

「ここまでの話を聞いて、みなさんは魔族とどう付き合っていくべきだと思いますか？」

　その問いに、多くの学生は「断固戦うべき」と声を上げた。

　しかし、オレの考えは違う。

「魔族とは確かに長年戦ってきたかもしれないが、それは人間どうしだって同じだ。最初から人間の敵として神に作られたわけじゃない。魔族もまた、この世界にいるただの一種族だ。毎年ドラゴンに殺される人間がいるからと言って、ドラゴンを人間の敵だとはしないだろう？　それと同じだ」

「バカな！　何を言っているんだ。魔族は敵だ！」

　声を上げたのはフレッドだ。

「確かに今は敵だ。だが、滅ぼすべき相手じゃない」

　これまでの人生で、オレは数え切れないほどの魔族と戦ってきた。そうして得た結論だ。

「ユニークな考え方ね」

　そんなオレの回答にベルリーナは目を細めた。その表情が、ポジティブなのかネガティブなのかは読み取れない。

　その後は、魔族に対してどう戦えばよいのか、今後どのように自分を鍛えていくのかの議論となった。

　議論の的となった、人間の数倍強い程度の魔族なら、戦いようはいくらでもある。魔族の一番やっかいな点は、人間の数百、数千倍の力を持つ者がいることだが、それはおいおいということだろう。

　かつての人生でそういった高位魔族とは何度も戦ったが、オレ以外の人間がまともに戦うためには、伝説級の武具でもそろえないかぎり、一万人の軍勢でも太刀打ちできないのだ。オレが単独で魔族を倒したのは六回目の人生、高位魔族を倒したのは一万二百六十一回目だった。

　そんな魔族からシストラを護まもるのもオレの役目だ。

　最も良いのは、彼らと関わらない人生を送らせることだがな。







「実技試験や魔族の知識では後れを取ったが、実戦ではそうはいかないぞ！」

　初日の放課後に絡からんできたのは、おなじみフレッドだ。

「かもな」

　相手をするのも面倒なので、それだけ言って立ち去ろうとする。

「まてまてまて！　僕と勝負をしたまえ！」

　前に回り込んできたフレッドが、両手を広げてオレの行く手を遮る。

「なんでだよ」

「うぐ……まさか男が勝負を挑まれて、疑問に思うとは……想定外だ」

「なんだその思考。野蛮すぎだろ」

「平民のくせに貴族を野蛮人扱いとは！　許さん！　勝負しろ！」

　そこですぐに怒るところが野蛮だというのだが。

　問答をしている間に、一勝負した方が早そうだ。

「わかったわかった。闘技訓練場でいいか？」

　王立学校には、訓練用の闘技場が複数存在している。

　申請すれば誰でも使えるらしい。学生どうしの戦闘訓練を推奨しているためだ。







　闘技訓練場についたオレとフレッドは、石でできた円形のリングで向かい合う。

　Ａクラスのほぼ全員が野次馬にきているようだ。

「僕が勝ったらシストラをもらうぞ！」

　まだそんなことを言っているのか。

　小さくため息をつくオレを無視し、フレッドは呪文を唱え始める。




　　　　熱よ　震え、集まり　炎と成せ

　　　　炎よ　集まり、研ぎて　槍やりと成せ




「火炎槍フレイムジャベリン」

　天に掲げたフレッドの掌てのひらの上に、大人の身長ほどもある炎の槍が出現した。

「いけえっ！」

　フレッドが手を振り下ろすのに合わせ、炎の槍がオレに向かって飛来する。

「やるじゃねえかアイツ」

「戦場でも十分通用するレベルだぞ」

　クラスメイト達が言うように、行軍中の敵にこいつをうちこめば、数人をまとめて串刺しにすることも可能だ。後方支援限定であれば、すぐにでも職にありつけるだろう。言うだけのことはある。

　そんなものをクラスメイトにぶっ放すなという話ではあるが。

　さて、この槍をどう処理したものか。

　闘技訓練場のリングには魔力による結界が張られていて、避よけても野次馬達に被害がいくことはない。

　ただ、それでは決着がつかないな。

　……この手でいくか。

　オレは飛来した炎の槍を無造作に左手でつかんだ。

「なんだそれ!?」

　唱えていた次の呪文を中断して驚くフレッド。

　オレは彼の足下から、影の蔦つたを出現させ、体を絡め取る。

「くっ!?　動けけなもがっ！」

　ついでに影で猿ぐつわもかませておく。

　ごろんと寝かせていっちょあがりだ。

「勝負ありってことでいいな？」

「ふがふがふがふがー！」

　何を言ってるかわからんな。

　オレはリングから降りて、シストラの下へと戻る。

「やったねディータ。さっすが！」

　ハイタッチで待ち構えるシストラに、一瞬ためらいつつも軽く手を合わせる。

　人前でこういうのは、なんとも照れるな。

「すげええ！　なんだ今の魔法！　影捕縛シャドウバインドか？　いや、違うよな？」

「まさか……オリジナル魔法？　そんなもの、ここ数年見つかってないはず……」

「それより無詠唱じゃなかったか!?」

「バッカやろう、無宣言発動だよ！　詠唱どころか、発動時の宣言もなかったぞ！」

「そんな！　大賢者様ですら、無宣言発動なんていくつかの魔法が限界だって……」

　野次馬をしていたクラスメイト達が、オレに群がってくる。

　フレッドには実力差を見せておいた方がいいとは思ったが、ここまで目立つのも面倒だ。まあ、発言力を上げておくのは、クラスでなにかあった際、シストラを護りやすくなるから好都合ではある。

　クラスメイトの質問攻めをかわしつつ、闘技訓練場を後にしようとすると、急にあたりが静かになった。
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　人垣がさっと割れると、その先には、鋭い殺気を纏まとった美少女がいた。肩口でそろえた銀髪に、制服の上から身に着けた銀の軽けい装そう鎧よろい。腰には女性用にしては長めのロングソードを下げている。

「エルデ姫だ」

「剣つるぎの舞まい姫ひめ……」

　クラスメイト達がごくりとつばを吞のみ込んだ。それほどの殺気を彼女は放っている。

　恨みが籠もっているわけではない。ただ、本気であることを示すために剣気をぶつけてきているのだ。

　その立ち姿だけでわかる。かなりの使い手だ。

「有名人なのか？」

　オレの問いに首をかしげたシストラの代わりに、野次馬をしていた女子が答えてくれた。

「彼女はエルデ。魔法がほとんど使えないにも拘かかわらず、あまりに剣の腕が凄すごすぎて、剣術担当の先生からの推薦で入学した王族よ。魔法の実技試験を通る実力なしに合格したのは、三十年ぶりだそうよ」

　王族か。だから『剣の舞姫』なんだな。

　コネで入っただけ……というわけではなさそうだ。瞳に何らかの覚悟が見て取れる。

「私がこれまで出会ったどの魔道士よりも貴男あなたは強い。お願い、私と闘って」

　エルデは真まっ直すぐにオレを見る。

「王族が平民に『お願い』をするのか」

「手間を取らせるのだから当然だわ。それに、王族と言っても継承順位は数を言うのもバカらしいほど後ろだもの」

　自嘲気味に言うエルデだが、オレをここから逃がす気はないようだ。

「あんたで最後にしてくれよ」

　周囲を見回すと、野次馬達は肩をすくめたり、首を横に振ったりしている。これ以上オレにつっかかってくる奴やつはいないようだ。

　あと一人くらいなら相手をしても良いだろう。それでこの騒ぎが収まるなら安いものだ。

　何を考えているか知らないが、エルデの覚悟を無下にするのも多少は気が引けるしな。

「感謝します」

　エルデは闘技訓練場に備え付けられた、剣の柄つかを手に取った。

　彼女が柄を一振りすると、柄から光の刃やいばが伸びた。

　オレも彼女に倣ならって、剣を取る。

　見たところ、このリング内だけで使える魔力剣といったところか。大した殺傷能力もなさそうだが、打ち込まれれば気絶くらいはするだろう。訓練用にはちょうどいい。木剣を使うよりもよほど安全だ。

「剣を使うのね」

　すでに隙なく構えている彼女は、少し意外そうに声を漏らしたが、すぐに口を堅く引き結んだ。

　無詠唱をできるオレが剣を持つのが不思議だったのだろう。

　魔道士が剣を持つこと自体は珍しくない。傭よう兵へい稼か業ぎょうをするとなればなおさらだ。急に襲われた際、呪文を唱える時間を稼ぐのに有効だからだ。

　だが、人生は有限だ。魔法を極めようとすればするほど、剣術はおろそかになる。オレの魔法を先に見ているエルデが、剣の腕を疑うのもわかる話である。

　無限にも近い時間があったオレには適用されないがな。

　せっかくだから剣で相手をしよう。剣士たる者、強者との戦いは糧かてになるはずだ。

「くっ……魔道士が私相手に剣で挑むですって？」

　剣を構えたオレに対し、エルデは一瞬怒りの感情を覗のぞかせた後、短く深呼吸。

　一息に距離を詰めてきた。

　速い！

　エルデの横よこ薙なぎを一歩下がって避ける。

「今のを避けた!?」

「オレは自分が魔道士だなんて名乗った覚えはないぞ」

　オレは片手で無造作に剣を振るう。

「くっ！　なんて重い斬撃だ！」

　それをエルデはかろうじて受けた。

「身体強化魔法ね！」

　数合の後、エルデが大きく飛び下がった。

　身体強化なんて使ってないがな。

「貴男ほどの達人なら──使うわ。秘ひ剣けん・虚きょ舞ぶ！」

　腰だめに剣を構えたエルデが高速で突っ込んでくる。

　この踏み込みだけでも、大抵の魔道士は対応できまい。

　だが彼女が『秘剣』と言うのだ。それだけではないだろう。

　一瞬で間合いを詰めた彼女は、瞬時にオレの背後に回った。

　これだけなら、ただ速いだけの移動だ。そこらの騎士じゃあ初見で見切れるものではないが、逆に言うとそれ以上の達人ならば対応できないことはない。

　しかし、秘剣と呼ぶ所以ゆえんはその速さだけではなかった。

　目、四肢はおろか指先にいたるまで、全身で複数のフェイントを同時にしかけてきていたのだ。それも、人間がひっかかりやすいポイントを的確についたフェイントだ。

　あまりに高速なため、ある程度以上のレベルにしか逆に通じない技だ。

　人生十回目くらいまでのオレなら、ひっかかっていただろう。それほどの技である。

「うそ……止められた？」

　オレは背後からきた一撃を、振り返らずに剣で受け止めた。

「あの一瞬で二十六回のフェイントを入れるとは、秘剣と言うだけのことはある」

「初見でそこまで見切って!?」

「だがな、五番目と十三番目のフェイントを変えると──」

　オレは振り返りつつ、エルデの技を少し改良して放った。

「十人に分身!?」

　彼女には、オレの分身に取り囲まれたように見えただろう。

　残像と違い、実際に動いていない場所にも、分身が現れたように錯覚させることができるのがこの技の利点だ。

　驚き硬直したエルデの喉元に剣をつきつける。

「全てのフェイントを視認できる相手でも、見える分身は四人のはず……技を一瞬でコピーされたあげく、改良されるなんて……完敗だわ」

　エルデは刃を消すと、ゆっくり一歩下がった。

「私なら魔法にも剣で勝てると証明するつもりが、まさか剣で負けるなんてね」

「エルデなら、大抵の魔道士に勝てるさ」

　これはお世辞でもなんでもない。十代でこれほどの技量を身につけるには、かなりの才能と努力が必要だっただろう。

　少なくとも、人生二回目のオレでは今の彼女に剣で勝つことは無理だったはずだ。

「大抵じゃだめなの……私には剣しかないから……。手間をとらせたわね……」

　エルデは今にも消えてしまいそうな声でそうつぶやくと、リングを去って行った。

　既に一流と呼んで差し支つかえない彼女だが、まだ伸びしろがあるように見える。彼女ほどの才能を持つ者は、数回の人生で一回会えるかどうかだ。将来が楽しみである。

　根がまじめそうだし、平民への差別意識も低い。エルデがシストラの友人になってくれると嬉うれしいな。シストラにはまだ同性の友達がいない。貴族だらけの学校において、平民だということがどうしても周囲との壁になっている。

　それでも友達は人生を楽しむには必要な要素だろう。エルデなら申し分ない。何かあった時、ある程度自分の身も護まもれるだろうしな。

「舞姫に剣だけで勝ったぞ……」

「ディータの奴、剣もいけるのかよ」

「すごいじゃねえか！　どうやったらそんなに強くなれるんだ？」

　野次馬達が一気に集まってくる。

「オレはあまり要領の良いい方じゃなかったから、ひたすら強い奴と戦い、知識をつけ、また戦った。それだけだ」

　オレがまともに答える気がないと思ったのか、やがて野次馬達は散って行った。

　そんな騒ぎが収まった後、寮への帰り道、オレはなんとなくシストラに訊きいてみる。

「エルデが推薦入学だってのを聞いて思ったんだが」

「なあに？」

「シストラのところに推薦の話はいかなかったのか？」

　ベルリーナによると、大人気とのことだったが。

「三人くらいの先生から話が来たかなあ。でも、断っちゃったよ」

「なんでだ？」

　あまり断る理由のないシステムだと思うが。

「だって、ディータ以上の先生なんて、いるはずないもの」

　シストラの笑顔にくらっときたオレは、思わず彼女を抱きしめそうになる。

　いくらなんでも不意打ちだ。その笑顔は反則だろ。

「ま、まあな」

「あれー？　照れてる？　めっずらしいなあ」

　シストラがオレのほっぺを指でつついてくる。

　百億回の人生で大抵のことには動じなくなったオレだが、シストラのかわいさにだけはどうしても慣れることはない。

「余計なこと言ってないで行くぞ」

「ふっふーん。ツンツンした感じも今日はかわいく見えちゃうなあ」

　突き放してもなお絡からんでくるシストラを退けるのは、いつもと違って少し難しそうだ。







　エルデと決闘をした翌日、彼女が実家に連れ戻されたという噂うわさがクラス内でささやかれていた。

「どういうことだ？」

　オレは手近なクラスメイトに事情を訊いてみた。

「実家に連れ戻されたらしいぜ。まあ、魔法も使えないのに、頼みの綱の剣で負けちゃあなあ」

「彼女の剣は一流だ。オレに負けたからといってそれは変わらないだろ」

「王家の恥さらしにそういうのは通用しないんじゃね？」

　どうやら、オレが知識として知っていた以上に、魔法を使えないということは貴族──特に王家にとっては恥になるらしかった。

　良い家に生まれる運も本人の持つ力であるなら、それに苦労するのもまた同じ。

　そうではあるのだが、オレのせいで退学になるというのはなんとも寝覚めが悪い。

　なにより、彼女はシストラの筆頭友人候補なのだ。

　ガイダンスからクラスメイトを観察していたが、彼女ほどシストラと仲良くしてほしいと思った人材はいなかった。だが……。

「ん〜？　なんか自分に言い訳しようとしてる顔だよ？」

　ひょいとシストラが顔を覗き込んできた。

「そんなことない」

「でもエルデちゃんを助けに行きたいって思ってるでしょ？」

「いや……そんなことは……」

　オレの最優先はシストラだ。

「村でもなんだかんだで、ジャンに優しかったしね」

「アイツと仲良くした覚えはないが」

「知ってるよ？　ジャンが村の大事な馬を逃がしちゃった時、こっそり夜に魔法で連れ戻してたでしょ」

「あれは……」

　村でもめごとが起きると、シストラが悲しむと思ったからだ。そんなこと、口に出せないが。

「行っといでよ。あたしもエルデちゃんが戻って来たら嬉うれしいし。クラスメイトは多い方が楽しいもんね」

「わかった。そういうことなら行ってくる。シストラがそう言うならしょうがない」

「うんうん、しょうがないしょうがない。行ってらっしゃい」

　シストラはいつもの笑顔でひらひらと手を振った。

　オレが解決してくると信じて疑わない顔だ。この信頼は裏切れないな。

「ランチまでには戻る」

「じゃあ二時限目まではサボりだね」

「聞く価値のある授業だったら、あとで教えてくれ」

　とは言ったものの、問題はエルデの居場所だな。

　今朝、エルデを乗せた馬車を目撃したクラスメイトによると、西に向かったらしい。

　それだけわかれば十分だ。

　オレは飛行魔法で学校の屋上に上ると、爪の先ほどの小さな魔力球を五万個ほど生成した。それを西の空に向かって放つ。

　一定距離をおいて扇状に放った魔力級は、その一つ一つが集音装置の役割を果たしてくれる。

　魔力球は早朝から馬車で移動できた範囲全てを網羅している。

　人の声から虫の羽音まで、あらゆる音がオレの耳に届く。

　この中からエルデの声を聞き分けるのだ。

　他にも彼女を捜す方法はいくつもあるが、彼女に関する情報が少ない今は、これが手っ取り早い。

　さあなんでもいいから声を出せ。

　じっと待つことしばし。

『……なん…………私にだ…………出……さい！』

　見つけた！　エルデの声だ！

　どこかに閉じ込められているのか？　石壁の内側から漏れ出る微かすかな声を拾うことができた。

　誰かと言い争っているようだが、細かい内容までは聞き取れない。集音用の魔力球を寄せれば聞くこともできるが、それよりも現場に向かった方が早い。

　オレは高速飛行の魔法を発動。王都が掌てのひらに収まるほど小さくなるまで上昇する。

　視力強化で声の出所を見る。

　エルデがいるのは、小さな砦とりでの塔の上。幽閉されているのか。

　砦から四十代くらいのでっぷりした男と、お付きらしい老人が出てきた。身なりから、かなりの上流貴族だとわかる。彼らが乗り込もうとしている馬車には、十人ほどの護衛騎士がついている。

　あいつらか、エルデを連れて行ったのは。

　オレは高速飛行の魔法で、真まっ直すぐにエルデのいる塔へと落下した。

　落下にかかる時間はほんの一呼吸。その間にエルデの正確な位置を把握し、塔の壁をぶち破って、彼女が幽閉されている部屋に乱入する。

「ディ、ディータ!?　なぜここに!?」

　椅子を振り上げた姿勢で固まっているエルデが、目を見開いて呆ぼう然ぜんとしている。椅子で扉を破ろうとしていたのだろうか。

　彼女は貴族というより商家の娘といった服を着せられている。このあたりからも、家での彼女に対する扱いがわかろうというものだ。

「崩れるぞ。跳べるか？」

「え、ええ……」

　頷うなずくエルデの視線は、オレの乱入で壊れた壁の向こう側にある剣に向けられている。

　オレはその剣がエルデの手元に収まるよう、魔法で引き寄せた。

　椅子を放り投げたエルデはその剣を手に取り、壁の穴から迷うことなく飛び出した。

　四階からの落下だが、エルデはその衝撃を地面を転がって吸収する。

　それを追って、オレもゆっくりと地面に降り立った。

　背後で轟ごう音おんを上げながら、塔が崩れる音がする。立ち上る土煙は、風魔法で反対側に逃がしてやった。

「な、なんだ貴様！　娘をどうするつもりだ！」

　でっぷり貴族が激げき昂こうしている。こいつ、エルデの父親なのか。

「学校に連れて帰る」

「何の権利があってそんな戯ざれ言ごとを！　エルデの使い道は既に決まっているのだ。余計なことはしないでもらおう。魔法の使えん王族に役割を与えてやろうというのだ、ワシの寛大さに感謝してほしいものだな」

　不遜な態度はいかにも下したっ端ぱ王族という感じだな。エルデの継承順位はかなり下の方らしいので、彼もまた直系からは離れているのだろう。色々と画策しているのだろうが、オレには関係のないことだ。

「お父様、彼が来なくても、なんとかして自分で出て行くつもりでした」

「…………なるほどな、男か。やはり学校になどやるべきではなかった。一家の恥をさらしただけだ！」

「ち、違います！」

　必死で否定するエルデだが、男は聞く耳をもたない。

　勘違いされたままというのは、オレとしても癪しゃくだな。

「女としてのエルデに興味などない」

「さすがにそこまで言い切られるのも……いえ、かまわないのだけど……」

　エルデが一瞬むっとした表情を見せたが、そこに気を遣っている場合ではない。

「ただ、オレが負かしたことで学校を辞めるとなっては寝覚めが悪いから来ただけだ」

「そうか、貴様が……。礼を言わねばならないな。こうして娘の道楽を止めてくれたのだからな」

「道楽ではありません！　私は本当に剣の強さを証明したいと思っているんです！　魔法が使えなくとも強いと！」

　エルデは剣の柄つかを握りしめ、反論する。

「お前にそんなことはできはしないとわかっただろう？　おとなしくワシの決めた相手と結婚しろ」

　魔法至上主義者か。魔法が使える者は優れている、だから使えない者は劣っている。そんな考えだ。この国の貴族にとって、常識と言ってもよいほどに広まっている。それがいつの間にか、魔道士の方が剣士よりも強い、という話になってしまっているのだ。

「でも……」

「剣だけで主席になる。絶対に誰にも負けない。それが王立学校に入る約束だったはずだ」

　そういうことか。いよいよもってこれは、オレがエルデを負かしたのが原因だな。元はといえば彼女がオレに戦いを挑んできたからではあるが、自分がトップだと証明せざるを得なかったのだろう。オレの強さは、まだ二十年も生きていない彼女達からすると、インチキみたいなものだ。少し彼女に悪いことをしたという気分にはなるな。

「たしかに魔法は有力だがな、魔法を使えれば剣士より強いということにはならんよ」

　戦術レベルでの強さが王族にとってどれほど重要かはともかく、それがエルデに学校を辞めさせる条件になっているのなら利用させてもらおう。

「なんだと？」

　魔法至上主義者にはこの挑発がよく効く。

「今のエルデなら、そこにいる護衛騎士など簡単に倒せると言ったんだ」

「馬鹿な。彼らは剣を持っているが、魔法も使える優秀な騎士達だ。ワシ直属の護衛だぞ」

「それでも勝てるさ。だろ、エルデ」

「勝てるわ」

　話を振られたエルデはしっかりと頷いた。

　それを見た護衛騎士達が気色ばむ。

「ふむ……いいだろう。安い挑発だが乗ってやる。そんなことができるなら、エルデを学校に戻してやってもいい。だが、ワシの邪魔をしたんだ。ここにいる全員を倒せなければ、貴様はワシの下で一生ただ働きをしてもらう。王立学校の学生だ、使い道はあるだろう。使えん奴やつだったときは、ドブさらいでもさせるさ。ついでに貴様が壊した塔の修繕費も払ってもらう。平民が一生かかっても出せないような額だ」

「話が早くて助かる」

　あっさり頷いたオレにエルデの父は一瞬ひるむも、すぐに顔を怒りに染めた。

「なぜ私のためにこんな……」

　騎士達がぞろぞろとこちらに来るのを横目で見ながら、エルデが訊きいてくる。

「オレのせいで退学第一号が出るなんて、学校でのオレの評判が心配だからだよ」

　正直、学生や学校関係者にどう思われようと知ったことではないが、それでは一緒にいるシストラが生活しにくくなってしまうだろう。

「私自身のせいなのに……」

「それに、あんたほどの腕ならば、人材として惜しいしな」

　シストラの友人候補としてな。

「なぜ学校関係者でもない貴男あなたがそんなことを言うのかはわからないけれど、私にとって何より嬉うれしい言葉だわ。……ありがとう」

　エルデはかすかに頰を染めるとそっと目を伏せた。

「礼を言うなら、さっさと片付けてくれ。シストラにランチまでには戻ると言ってあるんだ」

「任せて」

　軽く唇を濡ぬらしたエルデは、長いスカートをやぶって太ももの付け根までスリットを入れると、剣をすらりと抜いた。

「エルデ゠ロングトラスト、家名ではなく己のため、そして学友の恩義に報いるため、参ります！」

　低い姿勢で騎士達の眼前へと突っ込んだエルデは、横よこ薙なぎに剣つるぎを一いっ閃せん。

　抜かれたばかりの騎士達の剣を一本斬り飛ばした。

　エルデの剣は特別上等なものではない。ただ、その刃は極限まで研がれているようだ。

　いくら研がれていても、同じ硬度の剣どうしで打ち合えば、互いに刃こぼれして終わりである。一方的に斬り飛ばしたという事実が、彼女の技量の高さを物語っている。

　とはいえ、研ぎの効果はそれが繊細であるが故にすぐ失われてしまう。

　二人目の剣を斬り飛ばしたところで、エルデは両刃の剣をくるりと半回転。使う刃を切り替えた。

　だがさすがは王族の護衛騎士。エルデが三人目に肉薄したところで、すでに体勢を立て直し、陣形を組んだ。

　前衛三人がエルデに斬りかかり、剣を斬られた二人を含めた七人が、後衛で呪文を唱え始めている。

　エルデは前衛一人目の斬撃を僅かな動きで避よけつつ、その剣を斬り飛ばす。続いて振り下ろされた二人目の剣も、下から迎え撃つ形で斬り飛ばした。三人目の斬撃に剣を合わせるも、今度は弾はじかれる。

　片刃あたり二本ずつが限界か。それでもすさまじい腕だが。

　三人目の剣の威力を受け流しつつ、エルデは自らを相手の懐ふところに潜り込ませた。

　背中を相手の腹部に押し当てる姿勢で、掌底を顎に叩たたきこむ。

　たまらず昏こん倒とうする騎士。

　これで一人が戦闘不能、四人の剣が無力化された。

「「「風爆球ウィンドボム！」」」

　後衛に下がっていた七人が同時に魔法を放った。

　対象に衝突すると破裂する風の球体を放つ魔法である。直撃しても大人を吹き飛ばす程度で、石壁を破壊するような威力はない。

　こういった『試合』の場合、魔法側には弱点がある。剣ほど細かな手加減がしにくいことだ。

　特に騎士ともなれば、魔法はあくまで戦争の道具の一つ。魔道士のようにその深しん淵えんを覗のぞきにいくわけではない。威力の高い魔法を使えるほど良いとされるのが普通だ。

　結果として、このように怪け我がをさせるのもためらわれる相手への魔法攻撃は、消極的にならざるをえない。

　エルデは七つの球体のうち六つをなんなく避けつつ、前へと突進。最後の一つを後ろ手に構えた剣で突いた。

　爆音と共に誘爆を繰り返した風が近くにいた前衛の三人を吹き飛ばすと同時にエルデの背中を押す。

　うまい！

　魔法が使えないことと、特性を理解していないことはイコールではない。エルデは自身が魔法を使えなくとも、勉強は欠かさなかったのだろう。だからこそ、この一手がうてた。

　風に乗ったエルデは、次の呪文に意識を取られていた騎士二人の剣を瞬またたく間まに絡からめ取った。

　そのうち一本が地面に落ちる前に手に取り、別の騎士へと投げる。

　それを避けて体勢を崩した騎士に肉薄し、剣の柄による当て身で気絶させた。さらに、剣を持つ最後の騎士と数合の後、その手から剣を絡め取り、背後にまわって騎士を拘束すると、喉元に剣をつきつけた。

　武器を失い、吹き飛ばされながらも次の呪文を唱えていた騎士達の動きが止まる。

「騎士の魂たる剣を折られ、こうして仲間を拘束された。十対一でね。私の勝ちということでいいかしら？」

　エルデのセリフに、騎士達から戦意が失われた。

　狭い路地などの地の利もなく、これだけの人数差で勝つことは容易ではない。

　それだけエルデが強いということだ。

「どうかしら、お父様」

　勝負あり。そう思われたが、エルデに視線を向けた彼女の父は、全く動じた様子がない。

「風小ウィンドリト爆球陣ルボムフィールド」

　その時、エルデの父の傍そばに控えていた老人が、突如無詠唱で魔法を発動した。

　エルデを取り囲むように、拳程度の小さな風の塊が三十個ほど出現した。騎士達が使った魔法の応用版である。

「仲間ごと!?」

　エルデはとっさに騎士を突き飛ばして風の塊を爆発させ、そちらの方向へと無理矢理転がった。

　咄とっ嗟さの判断としては及第点だったが、相手が悪かった。

　エルデが立ち上がろうとしたすぐ足下に、炎の槍やりが突き刺さる。

「チェックメイトです、お嬢様」

「くっ……テクスも戦うなんて聞いてないわ！」

「戦わないとも言っておらん」

　いけしゃあしゃあと言い放つエルデの父。だが、言っていることは間違っていない。彼は「ここにいる全員を倒せなければ」と言ったからだ。だが、それはこちらも同じである。

　オレは地面に落とされた騎士の剣を拾いながら、一瞬でテクスとの間合いを詰めた。

　その喉元に剣を突きつける。

「部外者が手を出すな！」

　エルデの父からの叱責が飛ぶが、こちらにも言い分はある。

「そちらが騎士だけではないように、こちらもエルデだけが戦うとは言っていない。だが、今回の目的は剣だけで魔法にも勝てるのを証明することだったな。そいつはオレがやってやろう」

　オレはいったん剣を引き、五歩ほど下がった。

「アンタとはオレが戦やる。もちろん剣だけでな。魔法が最高だというなら、問題ないだろう？」

「魔族とも戦ったことのある私ですが……相手にとって不足はなしと見ました。よろしいですね、旦那様」

　そう言う間も、テクスは隙なくこちらから目を離さない。

「絶対に勝て。我が家の汚点にこれ以上勝手をされてはかなわん」

　この男、自分の娘を汚点と言い切るのか。

「はっ。必ず」

　テクスは懐から取り出した手袋を両手にはめた。手袋の甲には宝玉があしらわれている。魔力増強のブースターだ。

　本気ということか。悪くない。

「もう少し距離が必要か？」

「必要ありませんよ。火炎壁フレイムウォール！」

　通常はその場に火属性の攻撃を防ぐ壁を出現させる魔法だが、テクスによってアレンジされたその壁はオレに向かって迫ってくる。

　この老人、言うだけあってなかなかの腕前だ。既存の魔法の効果をアレンジするのは、その発動原理を理解していなければできない芸当である。

　この壁、上、左右どちらに避けても、次の策があるのだろう。

　ならば──

　オレは上段に構えた剣を真まっ直すぐ振り下ろした。

　剣から発生した真空の刃やいばによって、炎の壁が左右に割れる。そのままテクスに向かって飛ぶ真空の刃は、彼の手に纏まとわれた風によって軌道を逸そらされた。

「まさか剣の一振りであの壁を破るとは、やりますね。真空の刃を打ち出す奥おう義ぎですか」

「奥義じゃない。準備運動さ」

　オレは再びテクスとの距離をつめ、剣を振り上げた。

「フレイムジャベ──くっ！」

　無詠唱魔法で迎撃しようとしたようだが、それを許すようなノロマじゃない。

　拳での防御に切り替えたテクスだが、オレは構わず剣を振り下ろす。

　テクスが拳に使っている魔法は、殴る威力を上昇させると同時に、剣や矢による攻撃をその風で逸らすことができる。攻撃魔法と併用できれば、魔道士の自衛手段としてはポピュラーなものだ。

　だがオレには通用しない。

　振り下ろしたオレの剣は、テクスの拳か二の腕にかけて、風の魔法ごと真っ二つに切り裂いた。

「ぐあああああ！」

　その場に崩れ落ちるテクス。

「ディータ！　そこまでしなくても！」

　慌ててテクスに駆け寄ろうとするエルデを手で制し、切り離した腕を傷口につけ、回復魔法をかける。

　テクスがまばゆい光に包まれた後、オレが斬り裂いた腕は傷跡もなくきれいに治療された。

「こんな一瞬で回復魔法を……しかも無宣言発動だと？　幻覚……？　いや……少なくとも私は幻覚だと認識できなかった……」

　テクスはもちろん、オレの治療魔法を見た全員が呆ぼう然ぜんとしている。

　自己治癒能力を加速させる回復魔法であれば、使い手はいないわけではない。だが、今のようにそれ以外の方法での治療となると、使い手はほぼいないと言っていい。

「魔法をものともしない剣の使い手でありながら、こんなに高度な回復魔法を使うなんて……あなた、一体何者なの……？」
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　そう訊きいてくるエルデにオレはひょいと肩をすくめてみせつつ、彼女の父親に向き直る。

「オレ達の勝ちでいいよな？　エルデは学校に戻してもらう」

「ぐぬぬぬ……王族にこんな侮辱をしてタダで済むと思うなよ！」

「二人の学生に護衛騎士と懐ふところ刀がたなをやられました、ってのが世間に知られていいなら好きにするんだな」

「絶対にこのままでは済まさんからな！」

　この調子だと、何か嫌がらせをしてくるだろう。だが、こんな小物がしかけてくることなど、いくらでもはね除のけられる。その程度のことができないようでは、シストラに幸せな人生を送らせることなどできはしないのだから。

　そうではあるのだが、オレは手を緩めない。

　オレは去り際ぎわ、誰にも気付かれないよう、エルデの父にとある呪術をかけた。

　この呪術が発動しないのを願うばかりだ。







　学校へはオレの飛行魔法で戻ることにした。エルデと手をつなぎ、並んで空を飛ぶ。

「すごい……飛んでる……」

　エルデはキラキラした目で眼下に広がる景色を眺めている。

「なぜそこまで強くなろうとするんだ？」

　傭よう兵へいとして食べていくことを決めた平民ならともかく、女性の貴族が腕っ節を求めることは実に稀まれだ。

「……助けてもらっておいて内緒というわけにはいかないわね」

「無理に話せとは言わないが」

「いいえ、聞いてほしい」

　小さく息をしたエルデは語り出した。

「私は王族の女として、政略結婚の道具とされる予定だった」

「それが嫌だったのか」

「いいえ、政略結婚自体に文句はなかったわ。女の身で家にできる一番のことだから」

　半分本心から、半分あきらめたようにエルデは言った。

「でも、その相手が問題だったの。仮にも王家の血を引く私の結婚相手は、戦略的価値の全くない、田舎領主の末っ子だった。それもバカで有名な上に、もう六十歳を超える老人」

「そうか……。自分の存在を否定されたんだな」

　エルデは小さく頷うなずく。

「魔法が使えないというだけの理由で、私には政略結婚の道具としての価値もない、ただそっと抹消したいだけの存在だと示されたの。他でもないお父様に」

　ただあきらめて生きるだけの者ならば、その仕打ちを享受したかもしれない。だが、エルデはあれほどの剣術を身につけるような努力家だ。そんな彼女が、努力と存在全てを否定されるような仕打ちをただ受け入れるわけがない。

「泣き寝入りはしなかったんだな」

「ええ。まずは魔法の得意な兄達を全員剣で倒したわ」

「そりゃまた前のめりだな……逆に反感かっただろ」

「子供だったわ……」

　エルデは唇を嚙かみ、恥ずかしそうに顔を伏せた。

「私を無視していた兄達から、嫌がらせを受けるようになったの。このままじゃ、田舎でおじいちゃんの相手をして死ぬだけだと思ったわ。だから、魔法を使える貴族でも難しい王立学校に入り、そこでトップを取れば自由に生きていいという条件を、お父様に吞のませたの」

「入学すらできないと思われたんだな」

「そう。でも私は合格した。そして、貴男あなたを見つけてしまった」

「だから、学年で一番強いオレに勝負を挑んできたのか」

「いつお父様の気が変わるかわからなかったから、すぐにでも結果がほしかった。結果は惨ざん敗ぱいだったけれど……」

「オレじゃなかったら、試合でエルデに勝てる魔道士なんてまずいないさ」

「ありがとう……」

　エルデは慰めだと思ったかもしれないが、これは事実だ。

　彼女の初太刀を捌さばける魔道士などそうはいない。

「今となっては、結婚相手で自分の価値が変わるだなんてくだらないと思えるわ。そういう意味で、実家には感謝しないといけないかもしれないわ」

　そう言うエルデの笑顔は実にすがすがしいものだった。

　これくらいの気概がある者こそ、シストラの友人にふさわしい。

「貴男こそなぜこれほどまでに強くなったの？　どんな大天才だっとしても、生半可な修行でどうこうなるレベルじゃないことくらいはわかるわ」

　ここでごまかすのは失礼か。

「護まもりたい人がいる」

「シストラさんのこと？」

　すこしいたずらっぽいエルデの笑顔は、初めて年相応にも見えた。

「さあな」

　わかりきっているとしても、そこまでは答えられない。弱みになるからだ。

「彼女とはどういう関係なの？」

「幼なじみだ」

「ただの？」

「大事な」

「ふふっ。貴男にそう言ってもらえる彼女は幸せね」

　幸せ、か。

「だったらいいんだがな」

「……なにかあるの？」

「いや……」

「ごめんなさい。立ち入ったことだったわ」

　こちらもエルデにばつの悪い顔をさせるつもりはなかった。

「いいさ。それより、こんなやり方をして悪かったな。家からの援助を打ち切られるかもしれない」

「もともと、縁を切ってでも逃げだそうと思っていたもの。家に逆らってお金だけもらおうって方がおかしいわ。むしろ手間が省けたかもね」

　そう言ってエルデはすがすがしい笑みを浮かべた。

「……貴男に何かお礼がしたい」

「いらないさ。感謝や見返りがほしくて助けにきたわけじゃない。むしろオレのわがままだ」

「私を助けることがわがままって……」

　眼下に顔を向けたエルデの表情は、こちらからはうかがい知れない。

「それじゃあ私の気が済まないわ。何かないのかしら？」

　このまま何もなしは絶対に許さないという気迫を感じる。これは言うべきではないのかもしれないが……。

「じゃあ……シストラの友達になってやってくれ。合わないと思ったらやめてくれていい」

「ふうん……いいわ。お友達って作ったことがないけど、貴男の頼みならがんばってみる」

「よろしく頼む」

「まるで保護者ね」

　エルデがあきれ顔をする気持ちもわかるが、こちらはこちらで真剣なんだ。

「危険からは護りたいと思ってる」

「過保護」

「そうでもないさ」

　むしろそうであってほしかった。

　友達なんて頼んでなってもらうものじゃないが、きっかけを作るくらいはいいだろう。

　それでシストラが楽しい学校生活を送れるというなら、安いもんだ。

「少し速度を上げるぞ。急げば次の授業が始まる前に帰れそうだ」

「ふふ……帰る……なんだか素敵な言葉だわ」

　ごまかすように言ったオレに、エルデは出会った頃からは想像できない、楽しげな微ほほ笑えみで応えたのだった。











第四章　討伐実習









　入学してから今日で四日。

　明日あしたは森でモンスター討伐実習があるらしい。

　小講堂では、ベルリーナが実習についての説明をしている。

「この実習は、日頃から学校へ武具や物資の提供をしてくれている王都の民へのお礼を兼ねています。もちろん、成績にも影響しますから、気を引き締めてかかってください」

　在学中の成績で、就職の推薦先が決まる。つまり、学校での成績が一生を大きく左右すると言って良い。

　今回の実習では、モンスターの討伐内容と数でスコアがつけられるという。

　学校での勝敗など、オレにとっては大した問題ではないが、シストラが人生の選択肢を多く持てるという意味では、高い成績をとっておくにこしたことはない。

「実習は三人で一チームを組んでもらいます。一人や二人でもかまいませんが、だからといって成績に忖そん度たくはしません」

　強い者と組む交渉術も実力のうちということだろう。

　シストラに目を合わせると、彼女は笑顔で小さく頷いた。確認するまでもなく、オレ達が組むのは決定だ。

　あと一人を入れるかどうかだが、誰を入れても足手まといなんだよな。

　この数日、クラスの様子を見ていて、オレとシストラ以外に高い能力を持っていそうなのは三人。

　一人は十歳にして入学を許された天才少女、ロミ。

　もう一人は、誰とも話しているのを見たことのない謎の青年、ケイノイン。

　二人とも、どうにもクラスになじめていないようだ。

　最後の一人は、もちろんエルデである。

「それでは今日はここまでです。明日の実習、みなさんの活躍を楽しみにしています」

　ベルリーナが小講堂を出て行くと同時に、クラスメイトが一斉にオレを取り囲んだ。

「ディータ！　オレたちのチームに入ってくれ！」

「いや！　オレたちの！」

「ちょっと！　私たちのチームでしょ！」

「バカね、ディータはシストラと組むんだから、入れるのはあと一人でしょ。あたしを入れて！」

　ちらりとシストラを見ると、困り顔をオレに向けていた。あまり歓迎していないという表情だ。

「悪いが──」

　オレが口を開きかけると、人をかきわけてエルデがやってきた。

「ディータの強さにぶらさがろうというのが見え見えで、どうかと思うわよ？」

　エルデのセリフに、顔をしかめるクラスメイト達だが、彼女の強さを知っているだけに、何も言えない。このクラスに、一対一で彼女に勝てる可能性があるのは、先にあげたロミとケイノインくらいだ。その二人は、さっさと小講堂を出て行ってしまった。ソロでやるということだろう。

「貴男たちに比べれば、彼の方がマシね」

　エルデの視線の先にいるのはフレッドだ。

　すでにチームを組んだらしく、オトモ二人と共にこちらを睨にらんでいる。

　フレッドはオレを指さしたあと、首をかっきる仕草をして、小講堂を出て行った。宣戦布告ということなのだろう。負ける気は全くしないが、ああいう勝ち気なのは嫌いじゃない。

「今回、みんなと組む気はない。次の機会にまた頼む」

　ムダにクラスメイトを煽あおってもしかたないので、できるだけやんわり断ったつもりだ。

　エルデの前振りがあった上で、オレにはっきりそう言われてなお、食い下がる者はいなかった。

　ただ一人、エルデを除いて。

「私は彼らとは違うわ。足手まといにならない……なんてことは言えないけれど、役に立つと思うの。モンスター相手なら、人間相手には封印している、殺傷力の高い秘ひ剣けんも使えるわ」

　彼女の実力は認めるものの、よほどの高位魔族が出てこないかぎり、オレが一人いれば問題ない。

　なので、どれほど強さに関してアピールされても、オレやシストラに響くことはない。

「それに、シストラさんとも仲良くしてみたいの……」

　こういったことを言うのに慣れていないのか、とても恥ずかしそうに言うエルデである。

　シストラと友達になるという、オレとの約束を覚えてくれていたらしい。

「嬉うれしい！　あたしが平民だからか、みんなとちょっと距離を感じてたの。ねえディータ、いいでしょ？　エルデちゃんと一緒に組もう？」

「エ、エルデちゃん……？」

　ちゃん付けで呼ばれたことに、エルデは面めん食くらっているが、さほど気を悪くした風でもない。こういうところが、エルデをシストラの友人候補に選んだ理由でもある。

「あたしのことはシストラでいいよ」

　シストラの無邪気さに、助けを求めるようにオレを見るエルデだが、オレは肩をすくめることしかできない。

「わ、わかったわ……」

「えへへ、ありがとう。明日はがんばろうね！」

　やはりシストラの笑顔は最高だ。

「ディータとエルデちゃんも仲良くなれたようでよかったよ」

　何を見抜いたのか、シストラが嬉しそうにオレとエルデを見比べる。

「え？　そ、そんなことないわ。普通よ、普通」

　なぜそこで顔を紅あかくして慌てるんだ。多少仲良くなれたのは事実だろ。

「困った時にディータの顔を見たでしょ〜？　うんうん、ディータは頼りになるもんね。わかるわかる」

　シストラはドヤ顔でうんうんと頷うなずいている。

「くっ……のほほんとしているように見えて、さすがの洞察力ね。ディータの一番弟子なだけあるわ」

「えへへ、ありがとう」

「くっ……こうなったら……ディータ！　私を弟子にしてください」

　笑顔のシストラに対し、エルデは真剣そのものでオレに詰めよってきた。

「断る」

　なにが「こうなったら」なのか。

「即答!?」

「シストラ以外を弟子に取る気はない」

　そもそも、シストラに色々と教えているのは、彼女の幸せのためだ。それ以外の理由で弟子を取る気はない。

「シストラだけが特別ということかしら？」

「そうだ」

「言い切った……」

「わかったらあきらめてくれ」

　唇を引き結んだエルデは、一瞬の間をおいて、再び口を開いた。

「私、シストラと仲良くなりたいと思ってるの。それにはより長い時間を一緒にいるのが一番だと思うのよね。だったら、シストラがディータから訓練を受けている間も、一緒にいられた方が良いいと思うのよね」

「まあ……一理あるな」

「私のために時間を取ってほしいとは言わないわ。訓練している様子から盗ませてもらうだけ。それに……」

　エルデはオレにそっと近づき、耳打ちする。

「（私が強くなった方が、シストラの友達としては都合が良いんじゃないかしら？）」

　確かに、シストラの弱みとしてエルデが人質にとられたり、そうでなくとも三人一緒の時に弱点として狙われたりするのは避けたい。

「わかった。それでいいなら」

　魔法を使えないと聞くと頭が悪いというイメージをする者も多いが、必ずしもそうではない。

　彼女のように体内の魔力回路に問題を抱えているために魔法を使えない場合もある。そして彼女は、貴族育ちだからかもしれないが、交渉術の腕前は悪くない。

「むむ……なんか、思ったよりずっと仲良くなってない？」

　一つ誤算があったとすれば、シストラがほっぺをふくらませて、少しだけ不機嫌になったことだ。

　そんな顔もかわいいので、まあ良しとしよう。







　実習の会場となる森は、王都の正門と逆側にある。

　王都のすぐ側そばにありながら、焼き払われない理由はシンプルだ。

　有用な素材が多く取れるからである。

　森には一般人には到底倒せないモンスターも多く、傭よう兵へい業が盛んになる。そうなれば、街ではより多くのお金が動くことになるのだ。

　ついでに、強い傭兵が街に多く駐留することとなり、有事の際にも役に立つおまけつきだ。

　そんな森の前に、八十名の一年生が集まっていた。

　学生達はみな、思い思いに武装している。さすが王立学校に合格しただけあって、装備もしっかりしている者がほとんどだ。

　一方、オレとシストラはいつもの制服姿である。オレの武器はロングソード、シストラは魔力増幅器付きの両りょう手て杖づえだ。

　そんな学生達を前に、ベルリーナがあらためて注意事項を伝達している。

「最後に、森の奥にある祠ほこらについて色々と噂うわさが流れているようだけど、絶対触れないこと。あそこは学校側が調査中です」

　ベルリーナの言う『祠』とは、凶悪な魔族が封印されているという噂のある小さな遺跡だ。遺跡といっても、タンス程度の大きさらしい。

　最近の地震がきっかけで見つかって以来、近づくことも禁止されている。

　本当に魔族が封印されているとは思えないが、調査が終わるまでは念のためということなのだろう。

「それでは始め！」

　ベルリーナの号令で学生達が一斉に森へと入っていく。

　そんな中、フレッドのチームだけがこちらを睨んでいる。

「絶対勝つからな！」

　そう言い残すと、フレッドは森へと入っていった。

「実力差がわからないとは、哀れね」

「エルデちゃん……それはちょっと辛辣じゃあ……。フレ……フロ……？　彼もがんばってるんだから」

「シストラこそ、名前も覚えてないじゃない……」

　女子二人の会話を聞いたら、フレッドは泣くんじゃなかろうか。

　それはさておき、オレ達もそろそろ行こう。

　一位を取るのは簡単だ。オレ一人で森中のモンスターを狩り尽くすことすら難しくない。

　だがそれではシストラの思い出を奪ってしまうことになる。

「せっかくだから、この実習を二人の修行に使おう。負けそうになるまでオレは手を出さない。他のチームより戦力は一人分少なくなるが、問題ないだろ？」

「もちろんよ」

「がんばってみる〜」

　ここで引くような二人じゃないだろう。

「じゃあまずはエルデからだ。対人戦で十分に強いことは知ってるが、モンスター相手の動きを見ておきたい。そうだな……少し走るぞ」

　オレはそれなりに強力なモンスターの気配に向かって移動を始めた。

　走りにくい森の中を二人ともぴったりついてくる。

　そこでは既に、別チームとモンスターとの戦いが始まっていた。

　相手はムーンベアー。

　立ち上がると頭部が二階の窓にも届くほどの巨体を持つ熊である。気性は荒く、その腕による一撃は、軽く人間の大人を吹き飛ばす。獣にしては頭も悪くなく、駆け出し傭兵の多くが命を落とす相手である。

　オレ達の位置からは、ムーンベアーの背中が見える。その先には三人の学生達。

「火炎槍フレイムジャベリン！」

　学生の一人が呪文を放った。

　おいおい、森の中で火炎魔法なんて使ったら火事になるだろ。

　ベルリーナから火炎魔法の使用禁止は言い渡されていたのだが、既に彼らはパニクっているのだろう。最も使い慣れた魔法を放ってしまったようだ。

　ムーンベアーは飛来する炎の槍やりをその巨体に似合わぬ速度で横に避よけつつ、四つん這ばいで学生達に突進していく。

　結果としてこちらに飛んで来る炎の槍。

「任せて」

　言いつつ前に出たエルデは、剣の一振りで炎の槍を斬り散らした。

　言葉だと簡単だが、誰にでもできるような芸当ではない。

　魔剣でもないかぎり、炎の槍を斬ったところで刃やいばが素通りして終わりだ。多少炎は散らされるものの、消滅したりはしない。

　刃で斬るのではなく、角度をつけて剣の腹で叩たたく必要がある。しかし、真正面から叩いても逆に弾はじかれてしまう。適切な速度と角度、それをあの一瞬で見極める力量が必要なのだ。

「やるじゃないか」

「剣だけで魔道士と戦うには必要な技術だもの」

　ここまで対魔道士用に腕を磨いている剣士はそういない。剣士の相手は剣士。戦場で剣士が魔道士に挑むのは、数で押し込むか、隙を突く場合が主で、まともに戦闘技術を競い合うような場面は少ない。それにしても、彼女の腕前は既に国内でもトップクラスではなかろうか。

「く、来るなぁ！」

　オレがエルデの腕前に感心している間にも、先に戦っていたチームは追い詰められている。

　散発的に魔法を撃ちながら逃げるものの、捕まるのは時間の問題だ。

　そんな彼らを、木の上から助けようとする気配がある。

　彼らを監視している評価担当の教員だろう。学生の身が危険になった場合の救助役もかねているということか。

　ムーンベアーが出るような森なら、当然の予防策と言える。

　教員に助けられるくらいなら、オレ達が助けても良いだろう。

「オレ達が手伝ってもいいか？」

「た、頼む！　殺されちまう！」

　よし、これで「手柄を横取りされた」などとイチャモンをつけられることもない。

　ポイント制である以上、後でごちゃごちゃ言われるのは面倒だ。

「エルデ、一人でいけるか？」

「もちろんよ」

　口の端を不敵に持ち上げたエルデは、ムーンベアーの背後に向かって駆ける。

　背後からの接近に気付いたムーンベアーは、振り向きざまにその腕を振るう。

　すでに肉薄していたエルデは、大人の脚三本分はありそうな腕を、一刀のもとに斬り飛ばした。

「ぐあああああ！」

　痛みに咆ほう哮こうし、立ち上がったムーンベアーは、大口を開け、エルデの頭にかぶりついてくる。

「秘ひ剣けん・跳ちょう舞ぶ！」

　そこでエルデはムーンベアーをすり抜けるかのように飛び上がった。

　すり抜けざま、跳躍による勢いの乗った斬撃が、大人二人でやっと抱えられそうなほど太い首を斬り落とす。

　ズズン──

　首から血を噴き出しながら、地響きを立てて、ムーンベアーの巨体が地面に倒れた。

「やるじゃないか。モンスター相手にも殺傷力十分だな。何より、度胸がいい」

　貴族の中には、対人用の剣術には長たけていても、それ以外が相手になるとからっきしという者も多い。

「ふふっ、ありがとう」

　剣についた血を一振りで払ったエルデが微ほほ笑えんだ。

　ムーンベアーを相手にしてこの余裕とは、実に頼もしい。先に戦っていた学生達はとっくに逃げ出している。

「じゃあ次はシストラ、いってみようか」

「おっけー！　あたしも負けてられないなあ。ムーンベアーがいいよ！　ムーンベアー！」

　シストラは探知魔法で周囲を探る。

「むむむ〜、この大きさと魔力量からして、アレがそうかなあ？」

　ちらっとこちらを見てくるシストラだが、オレは肩をすくめてみせる。ここで正解を言ってしまっては修行にならない。

　シストラを先頭に、探知された方向へと走る。

「ベアーはベアーだけど、なんかちがう……」

　そこにいたのは、全身を岩で覆われた熊だ。ムーンベアーよりも一回り小さいが、人間よりも圧倒的に大きいことに変わりはなく、なによりその身に纏まとう岩による防御力は、未対策の傭兵にとっては脅威となる。正確には硬質化した皮膚なのだが、細かいことは今はどうでもいい。

「いけるか？」

「うーん……やってみる」

　剣士にとっては厳しいシールドベアーだが、ある程度腕のある魔道士にとっては、それほど苦戦する相手ではない。

　距離をとれさえすれば、炎系の魔法で蒸し焼きにできるからだ。問題は火事防止のため炎系魔法が禁止されていることである。さあ、どうするのかお手並み拝見といこう。

　森中に散らばる学生達の殺気に当てられ、気の立っているシールドベアーは、こちらを認識すると、まっすぐ突っ込んできた。

　既にシストラの呪文は完成している。

　しかし、シストラはすぐに魔法を放たず、ギリギリでシールドベアーの突進を横に避けた。

　シールドベアーは地面を滑りながら、上体を無理矢理シストラへと向ける。

「氷結槍アイスジャベリン！」

　シストラが投げた氷の槍が、シールドベアーの前足をその付け根まで地面に縫い付けた。

　上手うまい！　突進中のシールドベアーに魔法を放てば、避けられる可能性があった。近接戦闘の苦手な魔道士にとって、その後に待っているのは死だ。そこで、方向転換の硬直を狙ったのである。

　──バキキッ！

　シールドベアーは、力任せに前足を氷から引き抜こうとしている。氷にはヒビが入り、今にも砕けそうだ。ものすごい力である。

「氷結槍！」
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　空に掲げたシストラの手に、再び氷の槍が出現する。

「研刃グラインドエッジ！」

　さらにシストラは、氷の槍に切れ味強化の魔法をかけた。

「いっけえ！」

　そうして放たれた氷の槍が、シールドベアーへ突き進む。

　──バキンッ！

　前足が自由になったシールドベアーが立ち上がるのと同時に、氷の槍はその腹を貫いた。

「凍いてつけ！」

　シストラの声に応えるように、腹に刺さった氷の槍を中心に、シールドベアーの胴体とその内部が凍りつく。

「ぐおおおおお！」

　シールドベアーはしばらくのたうち回り、やがて動かなくなった。

「今の……アイスジャベリンに切れ味が上昇する魔法を重ねがけしたの？　そんなことが可能なんて、考えたこともなかった……」

　エルデはぴくりとも動かなくなったシールドベアーを呆ぼう然ぜんと眺めている。

　シールドベアーの硬い皮膚を破るには、アイスジャベリンでは不十分だ。表面だけを凍らせても、次の一手を撃つ前に、氷から抜け出したシールドベアーに近づかれる恐れがあった。そこで魔法の重ねがけである。

　魔道士に必要なのは、基礎をしっかり理解した上での、自由な発想なのである。

「前にディータがワイバーンを倒した時にやってたのを見て、あたしにもできるかなって」

　シストラは、えへへと照れ笑い。

「ぶっつけ本番だったの？　実技試験から気にはなっていたけど、シストラもすごかったのね……」

「失敗してもディータが助けてくれるから、思いっきりやってみようと思ったんだよ」

　その思い切りの良さがシストラの強みだ。

　オレがいない時にも実力を発揮できるかが課題だが、それはもう少し後回しにしよう。

「さてと、オレも少しは活躍しておかないとな」

　いくらグループでの採点とはいえ、個人の評価もされているだろう。

　オレだけさぼって、シストラと引き離されるようなことになっては目も当てられない。

「ちょうどよく獲物が来たな」

　オレ達をぐるりと囲むように、多数の気配が迫って来る。その数二十。

　茂みから現れたのは、ムーンベアーとシールドベアーの群れだった。

　先ほどの二体よりはやや小ぶりだが、それでも人間より大きいことに変わりはない。

「ちょ、ちょっとディータ！　すごい数よ」

　さすがに慌てるエルデだが、一方のシストラは落ち着いたものだ。こういった場面は、故郷の狩りで何度も経験している。

　ボスを倒されて怒ったモンスター達は、一斉にオレ達へと飛びかかってきた。

　オレはまず、自分を中心にドーム状の魔力波を展開する。

　それに触れたモンスター達が、時間が止まったかのように、その場に縫い止められた。飛びかかってきているモンスターも空中で静止している。

　行動阻害だけではなく、完全に対象をその場に停止させる魔法だ。

　シストラは防御魔法を展開し、オレの魔法から自身とエルデを護まもっている。さすがシストラ、狩りで何度か使った連携を覚えていたらしい。息ぴったりである。

　次にオレがとる行動は、左手の人差し指と中指を『くいっ』と立てるだけだ。

　その瞬間、二十体のモンスターの真下から、土でできた一抱えほどの錐きりが隆起した。

　空中に縫い止められたモンスター達は、その威力を殺すことができず串刺しになり、ほどなく絶命した。

「すご……なに今の？　戦略級魔法を使わずに、二十体も同時に……？　そもそも、魔法を使う気配すらなかったわ」

「エルデは魔法を放つ気配を読めるのか」

　魔法を放つ瞬間、術者は独特の集中からくる気配が生じる。まあ、殺気の一種と言っても良い。

　エルデは剣士だけあって、そのあたりに敏感なのだろう。

「へっへー。ディータの動作記憶発動はすごいでしょ。特定の動作をするだけで、勝手に魔法が発動するんだよ」

　なぜそこでシストラが得意げなのか。

「集中もなしに？　そんなことが可能なの……？」

　無宣言発動のその先にある技術だ。これを扱える人間には、今まで出会ったことがないが。意識を色々なことに割かねばならない高位魔族との戦いでは、とても便利なのだ。魔力は通常の発動よりも多めに消費するけどな。

「な……なんだこれ……シールドベアーにムーンベアーだと……？　うそだろ……お前らがやったのか？」

　そこに現れたのはフレッドとそのオトモ達だ。驚きょう愕がくにわなわなと震えている。

「まあな」

「くっ……バカな……このままじゃ……」

　フレッドは横たわるモンスター達を見回すと、唇を嚙かみしめ、走り去っていった。

　これを見て戦意を失わないのは彼の美点だろう。

　めんどくさい奴やつだということに変わりはないけどな。







　それからしばらく狩りを続け、十分なスコアを稼いだ。

　ケイノインやロミあたりがソロでどれだけストイックに稼いでいるかは知らないが、彼ら以外のグループに負けることはないだろう。

「ちょっと休憩にしない？　寮のキッチンを借りて、お弁当を作ってきたの。お肉もたくさんあるからパーティーしよう！　パーティー！」

　無理にトップを取る理由もない。せっかくシストラが作ってきてくれたというなら、ぜひ食べたい。

「お肉もたくさんって……もしかして、さっき狩ったモンスターのこと？」

　貴族育ちのエルデがひくのもわかるが、田舎では普通のことだ。熊と熊系モンスターはどちらも食える。そもそも、モンスターとは『人間にとって特別に危険な生物』という曖昧な定義だ。

　オレ達はシストラが用意してくれたパンとサラダ、それに焼き菓子を広げた。

　パンと菓子は今朝焼かれたものだ。

　オレは魔法で土から土鍋を作り、先ほど狩ったばかりの、ニードルタイガーの肉で鍋を作った。

「あら美味おいしい」

　これにはエルデもご満悦である。

「ディータの肉料理は相変わらず最高だね。火加減が絶妙！」

　何よりシストラに喜んでもらえるのは嬉うれしい。

　魔法で炎の微調整ができる分、思い通りの調理が可能なのである。

「パンとお菓子も美味しいよ。お砂糖は高かったから控えめだけど」

　村にいたころから、シストラは少ない食材を工夫してお菓子を作っていた。

　本人曰いわく「それくらいの娯楽がないとね」ということらしい。

「王立学校に来て結構経たつけど、鍋パーティーを始めたグループなんて初めてね」

　そこに現れたのは、あきれ顔のベルリーナだ。

「先生もどうです？　美味しいですよ」

　ナチュラルに鍋を勧めるシストラに、ベルリーナは少々戸惑いながらも口をつける。

「あら、本当に美味しい」

　そのまましばらく遅めのランチを楽しむオレ達が、食材を全てたいらげたその時──

　森の奥に、強力なモンスターの気配が出現した。

「なんだ!?」

　人里の近くに出るようなレベルじゃないぞ！

　エルデ以外の三人が同時に立ち上がる。エルデは魔法が使えない分、魔力感知による遠距離の気配探索が苦手となるのはしかたない。

「先生は学生達の避難を！　オレは様子を見てきます」

「だめよ！　あなた達も避難しなさい！」

　めずらしく焦あせった声を出すベルリーナ。

「ベルリーナ先生以外の教員では太刀打ちできないかもしれません。無理だと思ったらオレ達もすぐ逃げますから！」

　オレが倒せないようなモンスターなら、どちらにしろ学内に解決できる人材はいないが。

「……わかったわ。くれぐれも無理はしないように！」

　逡しゅん巡じゅんしたベルリーナだが、問答している時間もないと判断したのか、学生の気配が多い方へとすぐに飛び去って行った。

　森の中には採点のために多くの教員が配置されている。連携して学生達を逃がしてくれることを祈ろう。

「さて、二人はオレについてきてもいいし、このまま逃げてもいい。言っておくが、死ぬかもしれない。どうする？」

　いじわるな質問ではあるが、事実は伝えておいた方がいい。

　強いモンスターを直じかに見るというのは、一皮むけるのに有効な手段の一つだ。だが、オレに無理矢理ひっぱっていかれたのでは、集中力を欠くことにもなるし、身にもならない。

　これでシストラがついてくるならそれでよし。もしシストラだけが残るというなら、エルデを護衛に残すつもりだ。

「もちろん行くよ！」

　シストラはあっけらかんと、

「行くわ」

　エルデは顔を引き締めてそう言った。

「よし。ならまずは道を作るぞ」

　目標のモンスターとここの間に、人の気配がないことを確かめたオレは、右の掌てのひらをモンスターの方へと向ける。

　──ドドドドンッ！

　掌から出した衝撃波が、木や岩を瞬時に吹き飛ばし、三人が並んで走れるほどの道を作った。

「すご……今のでモンスターも倒しちゃったんじゃない？」

　そう言うエルデだが、モンスターの気配は健在だ。

　オレは小さく首を横に振ると、二人に手を差し出した。

　意図を察した二人は、オレの手を握る。

「舌を嚙むなよ」

　高速飛行呪文を発動したオレは、先ほど作った道を低空飛行でかっとばす。

　シストラ達が意識を失う一歩手前まで急加速。一瞬でソレの前に到着した。

　ソレはこの世界に転生してから見る生物で、最も強烈な殺気を放つモンスターだった。

　人型でありながら、ムーンベアーを超える巨大な体たい軀く。オレの胴よりも太い首にのっかる頭には、ぎょろりと光る一つ目。サイクロプスだ。それも、かなりの大型である。ここまで育った個体はなかなかお目にかかれない。太ももなど、抱えるには大人三人ほどが手をつないで囲む必要がありそうなほどの太さだ。それらの手足から出されるパワーは推して知るべしである。

　この場にいるのは、逃げ遅れてサイクロプスと対たい峙じする学生が三人、木の陰に一人、そしてサイクロプスの殺気に当てられて逃げ暴れるモンスターを処理し続けているケイノインだ。

　ケイノインは氷系魔法でモンスターの足を止め、魔力で強化した剣つるぎでそれらの首を斬り落としていく。

　やはりかなりの腕だ。あたりに転がる死体の中には、ムーンベアーも数体ある。

「グオオオオオ！」

　咆ほう哮こうを上げたサイクロプスに怯おびえ、混乱したモンスター達が、逃げ惑い、手当たり次第に暴れ狂う。

　的確に処理をしていくケイノインだが、いくら彼といえども多勢に無勢。無限に湧いてくるかにも思える大小のモンスターから、無傷でいられるものではない。腕を浅く斬り裂かれてしまった。

　モンスター達からいったん距離を取るケイノイン。

　サイクロプスは追撃するように、そのあたりからひっこぬいた巨木を無造作に振り回した。

「うわあっ！」

　ケイノインは大きく飛び退しさって避よけるも、逃げ遅れていた三人の学生がまとめて、巨木に吹っ飛ばされた。

　ケイノインはそのまま木の陰へと退避する。

　彼ほどの腕を持ちながら撤退した？　クラスメイトを護まもろうというタイプではなさそうだが、ここまで戦っておきながら、あっさり撤退したのは意外だ。能力や性格を知らない相手をあてにするわけにもいかないので、まあいいだろう。

「エルデ！　やってみろ！　時間稼ぎでもいい！　シストラはサポートを！」

　オレは地面に転がる学生達にかけよりながら叫んだ。

　サイクロプスに正面から対峙したエルデは緊張の面持ちで剣を抜く。

　その間に、オレは学生達に回復魔法をかけてやる。

　防御魔法は使っていたらしく、派手に吹き飛ばされたわりには、骨が数本折れた程度ですんでいる。

「骨折を一瞬で……？」

「あ、ありがとう……」

「回復魔法まで使えるなんて、ほんと何者なんだよ」

　驚く学生達に構っている場合ではない。

「オレが作った道を全力で逃げろ。ここは食い止める！」

　オレの指示に一瞬迷う学生達だが、すぐに駆けだした。自分達が戦力にならないと瞬時に判断できるだけでも優秀だ。

　このサイクロプス、迷宮などで見るモンスターの亜種らしい。サイズが二回りほど大きいことに加え、全身に魔力が漲みなぎっている。魔法を扱えるようには見えないが、先ほどの一撃を見ると、魔力で筋力ストレング強化スブーストをしているようだ。サイクロプスにそこまでの知能はなかったはずだが。

　シストラとエルデでも、苦戦する相手かもしれない。

　エルデはギリギリ間合いの外からサイクロプスの隙をうかがっている。

　巨体に似合わぬスピードを持っているのは、先ほど見た通りだ。

　どんな攻撃でも一撃食くらえば致命傷である以上、無理はできないし、しないのが正解だ。

　とはいえ、このままというわけにもいかない。こんなときは魔道士のサポートが鍵になる。

　シストラにとっては、連携を学ぶ良い機会だろう。

「氷結槍アイスジャベリン！」

　シストラの放った氷の槍やりが、サイクロプスに突き進む。

「ウガアッ！」

　しかし、サイクロプスの振った大木に防がれた槍は、大木を氷の棍こん棒ぼうへと変えた。

　敵に武器を与えただけに見えるが、その一振りだけでエルデが踏み込むのには十分な隙だった。

　エルデは一瞬にしてサイクロプスの足下に飛び込んだ。

「秘ひ剣けん・跳ちょう舞ぶ！」

　サイクロプスの股下から飛び上がるようにして切り上げたエルデの一撃は、サイクロプスの股間から胸元までを真っ二つに切り裂いた。

　どう見ても致命傷である。

　しかし、サイクロプスは空中にいるエルデを鷲わし摑づかみにした。

「エルデちゃん！」

　シストラが慌てて詠唱に入る。

「大丈夫、すぐに力尽きるはずぐぁっ！」

　絶命するかに思われたサイクロプスだが、エルデの予想に反し、彼女を握る手から力が抜ける気配はない。
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　それどころか、エルデがつけた傷がみるみるうちに再生していく。

　サイクロプスは自己治癒力の高い種族だが、当然ながらこれほど瞬時に再生するようなことはない。

　それに傷口から一瞬見えたのは魔ま瘴しょう気きだ。

　ここでも魔族以外から魔瘴気だと？

　王都に向かう途中で見たワイバーンといい、何かが起きているのは間違いない。

　これまでの人生で、魔族以外から魔瘴気が出るのを見たことは数え切れないほどある。そうなった原因の候補も数多くあり、今回がどのパターンか見極めるのは情報が足りない。

「岩石柱ストーンピラー！」

　シストラの放った魔法により、サイクロプスの足下から、先端の尖とがった岩石柱が出現。サイクロプスの足を串刺しにする。柱に押し上げられたサイクロプスはバランスを崩し、その場に尻餅をついた。

「げほっげほっ……」

　投げ出されたエルデは咳せき込みながらも、捕まった際に取り落とした剣を拾いつつ、サイクロプスから間合いを取る。

「グルルルル……」

　サイクロプスの一つ目が、ぎょろりとシストラに向く。ターゲットをシストラに切り替えたらしい。

　巨大なその手が、素早くシストラを摑つかむ。

「く、苦しい……」

　戦いが始まる前に身体強化魔法を使っていたシストラだが、それでもサイクロプスの力をもってすれば握りつぶされてしまうだろう。

　ここまでか……。

　オレが割り込もうとしたその時──

　サイクロプスの頭部に、爆発系の魔法が着弾した。

「シ、シストラを……はなせ！」

　木の陰から現れたのはフレッドである。

　逃げずに隠れていたのは把握していたが、シストラのピンチに飛び出してくるとは、思ったよりもシストラに本気なのかもしれない。

「だめ……逃げて……」

「そうよ！　逃げなさい！」

　シストラとエルデが叫ぶも、それは逆効果だ。

「いいや！　僕が助けないといけないんだ！」

　追い詰められた表情でフレッドが次の呪文を唱える。

　だが、そんなことを許すほどサイクロプスもバカではない。

　サイクロプスは握っていたシストラをフレッドに向かって投げつけた。

「なっ!?」

　驚いて詠唱を中断するフレッド。

　シストラがフレッドに衝突する直前、地面を蹴ったオレは、彼女を抱きかかえ、サイクロプスの死角へと着地した。

「氷結槍！」

　その時、目標を見失ってあたりを見回すサイクロプスの両肩に、空から降ってきた氷の槍が突き刺さった。

「ぐあああ！」

　サイクロプスが痛みに暴れ出す。

「ディータさん！」

　空中から声をかけてきたのは、腰までの銀髪を輝かせた幼い天才少女、ロミだった。

　両手に一本ずつ、短い片かた手て杖づえを持っている。二発の魔法を同時に放てるのか。なかなかの高等技術である。十歳で入学を許された天才というのは伊達だてではないらしい。

　オレは剣を抜くと、武器強化の魔法をかけた。

　柄つかから刃を這はうように伸びた光は、刀身を超え、身長の三倍はあろうかという長い光の剣になった。

「なんですその魔法!?」

　オレの隣に着地したロミの驚きょう愕がくはいったん無視し、サイクロプスへと突っ込んでいく。

　両腕が動かなくなっているサイクロプスが、地面の土ごと足を振り上げた。

　オレはそれを難なく横に避けつつ、蹴り上げられた土から背後にいるシストラ達を護るように、魔法で防壁を展開。

　そのまま、剣を振るう。

　サイクロプスは脳天から股まで真っ二つになるも、傷口から魔瘴気による触手が伸び、切断面を繫つなぎ始めた。魔族級の再生能力だ。

　ならば──

　オレは周囲の人間を傷つけないよう気をつけながら、剣を高速で振るった。

「光の網？　いえ……もしかして、今の一瞬で斬ったの……？」

　エルデだけが、かろうじてオレの剣筋が見えたようだ。

　サイクロプスがオレに向かって一歩を踏み出そうとすると、その体がばらばらと綺き麗れいなダイスサイズの肉片となって崩れた。

「あの一瞬で何回斬ったの……？」

「千回ほどだ」

「せん……え……？」

　エルデに技の解説をしたいところだが、まだ詰めが必要そうだ。

　サイクロプスの肉片が地面をはいずり、肉の山となり、もとの姿に戻ろうとしている。肉塊から広がる魔瘴気による侵食も激しい。周囲の木が既に枯れ始めている。

「な、なんだあの靄もや！」

　フレッドが尻餅をついて後ずさる。魔瘴気を見るのは初めてか。

　情けない姿だが、逃げるのは正しい。

「みんな下がれ！」

　オレの号令で、シストラ達も大きく飛び退しさる。エルデは腰を抜かしたフレッドの後ろ襟を摑み、ぶん投げた。ナイスフォローだエルデ！

　全員が範囲外に退避できたことを確認したオレは、魔法を発動。

　サイクロプスの肉塊と魔瘴気を包み込むように、炎の柱で焼き尽くした。

「なんだあの炎……実技試験の何倍もあるじゃないか……」

　フレッドが尻餅をついたまま、雲の上まで炎を見上げている。

「これだけの炎なのに全く熱くないです。断熱魔法を同時にかけているんです……？」

　炎の近くに寄って手をかざし、オレの魔法を必死で解析しているのはロミだ。

　サイクロプスの全てを焼き尽くした後には、高熱によりガラス質となった地面だけが残った。

「すごいわディータ。強いとは思っていたけど、ここまでだなんて」

　かけよって来たエルデがぎゅっとオレの手を握る。

「これくらい、シストラとエルデならすぐできるようになるさ」

「道のりは遠そうな気がするよ……」

　シストラは目をまん丸にして、オレを見上げている。

　本当なんだけどな。シストラにはそれだけの才能がある。無宣言発動を除けばだが。

　オレが黙ってシストラの頭を撫なでてやると、彼女は猫のように目を細めた。

　そうして場の雰囲気が緩み始めた瞬間──。

　ここからさらに森の奥、大木を超える高さの土煙と共に、サイクロプスよりも強力なモンスターの気配が二体出現した。

「ふ、封印されてたのは一体じゃないのか……」

　フレッドのつぶやきを聞き逃すオレではない。

「何を知っている!?　言え！」

　オレは少し離れたところにいるフレッドの胸ぐらを締め上げた。

　直接触れられてもいないフレッドの体が空中に浮く。

「くっ……僕が……祠ほこらの封印を解いた……」

　情報はそれだけで十分だった。

　おおかた、実習のポイントでオレ達に勝てないと思ったフレッドが、強力なモンスターで一発逆転を狙ったのだろう。

　魔族が封印されているというのは噂うわさだとなめていたが、思ったよりも強力なモンスターが現れたということだ。

　フレッドの取り巻きが既に逃げている中、一人だけ残っていたのは、彼なりの責任の取り方なのかもしれない。

「まだ学生がいたのか！　早く逃げろ！　あとはキミ達だけだぞ！」

「サイクロプスはどこだ!?」

　そこへ十人ほどの教員達がやってきた。その半数ほどの装備がボロボロになっている。

　サイクロプスと戦いつつ、学生達を避難させたのだろう。

「ディータが倒しました」

「は？　学生がアレを倒したと？」

「バカな、我々ですら撤退せざるをえなかった相手だぞ。騎士団一個中隊クラスを派遣するレベルだったはずだ」

「まさか……さっきの炎はキミがやったのか……？」

　シストラの言葉を信じ切れない教員達だったが、事の真偽を確かめている余裕はないと判断したのだろう。

　すぐにモンスターの気配へと意識を向けた。

「行けそうか？」

「いや……全員束になってかかっても厳しいな……他の先生達を待とう」

「くっ……ベルリーナ先生はまだか！」

　さすが、教員達は彼我の能力をしっかり把握している。

　だがモンスターの気配はこちらに近づいてくる。森の入り口から向かってくる教員達の気配は間に合いそうにない。オレ達が撤退するのも問題外だ。逃げた学生と王都がやられては元も子もない。

　壁や砲台でモンスター用の対策がなされている王都だが、サイクロプス一体で限界だろう。強大すぎるモンスターの出現には、面での防衛ではなく、討伐であたるのが鉄則だ。

「あなた達！　早く逃げなさい！」

　緊張が走る中、ベルリーナが空から降りてきた。他の教員を置いて飛んできたのだろう。

「オレも行きます」

　ベルリーナの実力がどこまでかは見たことがないが、普通の人間が敵かなうような相手ではないことだけは確かだ。

「いくら貴男あなたでも危険よ！」

「少なくとも足手まといにはなりませんよ。もめてる時間はないのでは？」

「くっ……わかったわ。ついてきて！　他の先生方は学生を避難させてください！　私とディータで食い止めます！」

「死ぬなよ！」

　教員達がそれぞれに、この場にいる学生の手を取る。

「あたしも残ります！」

　そう主張するシストラだったが、オレが首を横に振ると、事態を理解したのだろう。渋々、教員と共に逃げることを選択したようだ。

「あ……あれはなんだ？」

　一人の教員が空を指さした。

　まだ何か来るのかよ。

　遥はるか上空に黒い点が見える。

　オレも含め、視覚強化を使える者が空を凝視する。

「黒い……ドラゴン……？」

「まさか魔王の使いか!?」

　教員達が騒ぐのも無理はない。

　──黒竜ダークドラゴン。

　魔王のみが駆ることのできるドラゴンだ。個体数は極めて少なく、ドラゴン族の中でも最強の一種である。

　なぜこんなところに!?

　大きく開かれた口の前に、漆黒の闇が収束する。

「ブレスが来るぞ！」

　オレが注意を促すまでもなく、全員が防御呪文の詠唱に入った。

　詠唱内容から発動する魔法はわかるが、ベルリーナ以外の魔法はダークドラゴンの一撃を防ぐほどの効果はない。

　ベルリーナの魔法も効果範囲は狭く、近くにいるシストラを護まもるのが精一杯だろう。

　ダークドラゴンのブレスは、着弾地点から周囲に闇の爆風をばらまく。爆風に触れた生物は衝撃で砕かれた後、魔ま瘴しょう気きに当てられたように生気を失ってボロボロに崩れ去る。その爆風範囲は個体差があるものの、最低で街の数区画から最大で街をまるごと吞のみ込むほど。その一息で、一国の騎士団を全滅させるのを何度も見た。

　オレは眼前に直径が身長ほどの魔方陣を展開。それを十万個ほど複製し、巨大で横に長い魔方陣の壁を生成する。

「なにこの魔方陣の数……個人用の完全遮断魔法を複製したというの……？」

　魔法の特性を瞬時に理解するとは、さすがベルリーナだ。

　ダークドラゴンは口から真下に向かって、闇色の閃せん光こうを放った。

　狙いはこちらではない……？　着弾地点はちょうど強力なモンスターの気配のあるあたりだ。ダークドラゴンが気まぐれにブレスを放つはずがない。わざわざ狙いに来た？

　ブレスの着弾地点からドーム状に闇が広がる。押し寄せてくる闇は木々をなぎ倒し、腐食させる。

「ディータ……」

　傍そばにやってきたシストラが、不安そうにオレの手を握る。

「大丈夫だ。この魔法はダークドラゴンのブレスでも破れない」

　何度も経験のある、確かな手段だ。

　闇と爆風が消えた後、眼前に広がるのは一面の荒野だった。

　ダークドラゴンの姿も既に消えている。

「た、たすかった……」

「ベルリーナ先生が推薦を取ると聞いた時は、筆記試験があんな結果の学生に……と思ったが、彼はすごいな」

　教員達が安あん堵どのため息をついているが、全員が助かることはわかっていた。

　問題はなぜ祠から出てきたと思われるモンスター二体を狙ったのかということだ。

　何かが起こっているのは間違いない。

　百億回の人生で同じ状況は三百二十三種、五千六十一回。状況を考えれば、当てはまるパターンはもっと絞れるが、情報が少ない今、それは逆に視野を狭めることになる。

　シストラに危険が及ぶ要素は摘み取っておかねば。

　実習が終わったら、こっそり調べてみる必要がありそうだ。











第五章　隠おん密みつ捜査









　実習の結果は、圧倒的大差でオレ達のチームがトップだった。それにケイノインとロミが続く。ソロの二人が二位と三位になるあたり、実力差というのは残酷である。

　祠の封印を解いたフレッドのグループはポイントゼロに加え、十日間の停学となった。

　その他、上位に入ったグループも含め、喜ぶような雰囲気にはならなかった。

　黒竜ダークドラゴンの出現である。

　現場にいた学生達には箝かん口こう令れいが敷かれたが、たまたま王都から観測した者もいた以上、噂が広まるのは早かった。

　ダークドラゴンの出現とはすなわち、魔王の到来を予感させるものだ。

　かつてこの世界には三人の魔王がいた。今はそのうちの一人が覇権を握り、大魔王を名乗っている。

　大魔王はここ百年、人間との戦に直接は現れていない。

　百年前の戦では、人間側に甚じん大だいな被害が出たという。

　ダークドラゴンの出現は、魔族との大きな戦争が始まる予兆ではないかと、王都中に不穏な空気が流れている。




　魔瘴気を持ったモンスター達。

　そして、黒竜の出現。




　シストラの安全を考えると、見逃せる要素ではない。

　それらは全て、自然発生したものではありえないからだ。

　オレは寮の自室で星空を見ながら考える。

　どこから調査を始めたものか……。

　何かとっかかりが必要だ。

　まずは一番インパクトのあったダークドラゴン。

　残念ながら、これについては手がかりらしいものが何もない。

　ダークドラゴンは魔王の命令なしに、単独で人里に下りてくる種族ではない。

　状況から考えて、狙いは人間ではなく、祠に封印されていたモンスターか、祠そのものか、もしくはその両方だろう。

　仮に魔王がそれらを狙ったとして、問題は理由だ。

　魔王は文字通り魔族のトップだ。それがわざわざ、局所的な単発の攻撃に参加するとは思えない。

　もう一つの手がかりについて考えてみよう。こちらが本命だ。

　オレは二つの小瓶を机の上に置いた。

　中にはそれぞれ魔瘴気が入っている。もちろん小瓶には耐魔瘴気魔法をかけてある。

　一つはサイクロプスのもの、もう一つはケイノインのものだ。

　サイクロプスは焼く前にサンプルを回収しておいた。ケイノインの方は、彼が森で浅く腕を切り裂かれた際に、地面に数滴落ちた血液から回収した。

　ケイノインから魔瘴気が出たことは誰も気付いていなかったようだが。

　彼が軽症にも拘かかわらず、すぐに引いたのは、これが原因だったのだ。

　ケイノインが魔族……？

　そうであれば、彼の高い能力も頷うなずけるが……。

　いや、断定するのはまだ早い。

　オレは机に置いたそれぞれの小瓶を囲むように、魔方陣を展開する。

　魔瘴気が瓶の口から拡散するのを防ぐためのものと、これから行う実験に使うものだ。

　まずは二つの瓶のフタを開けた。

　先ほどの魔方陣に魔力を流し、中の魔瘴気を半分ずつ空中へと浮遊させる。

　次に浮遊状態を維持したまま、二つの魔瘴気の間に、もう一つ魔方陣を出現させる。その魔方陣の両端から、そっと二種の魔瘴気を流し込む。

　魔方陣の描く光に沿って蠢うごめく魔瘴気は、その中心で混ざり合い、何度か小さくスパークした後、やがて消滅した。

　これは二つの物体がどの程度同じ組成をしているかを調べる魔法術式だ。

　二つの魔瘴気の一致率は八割といったところか。

　億を超える魔族を倒してきて得たデータだが、魔瘴気は個体ごとに異なる組成を持っている。

　通常であれば一致率は高くて一割だ。魔族はいくつかの条件を満たすと、魔族を生み出すことができるが、核となる精霊によってその性質が大きく左右されるため、『親子』であっても一致率はせいぜい三割が良いいところである。

　八割という数字がいかに異常な高さかわかるだろう。

　この結果からもいくつか推論はできるが、今は事実だけを受け止めておこう。

　サイクロプスを焼く前にもう少し調べておきたかったな。人目がある中で、あの巨体を解剖するわけにもいかなかったわけだが。

　他に手がかりになりそうなものは現場にあった祠ほこらだが、ダークドラゴンのブレスで、残留魔力ごと綺き麗れいに消し飛ばされていた。

　さて、手がかりの分析は終わった。

　ここからは、新しい情報を集めにいく。

　オレは掌てのひらの上に魔方陣を出現させる。

　小瓶からケイノインの魔瘴気の残りを魔方陣にたらすと、魔瘴気は魔方陣の上で渦巻いた。

　魔方陣を維持したまま、王都全域に探知魔法を放つ。もちろん、隠密制御も欠かさない。よほど高い腕前の魔道士が注意していないかぎり、魔法の発動を感知されることはないはずだ。

　王都にいる人型の生物全ての魔力をスキャンする。その魔力パターンが、手元の魔瘴気と一致する者を探すのだ。組成分析が物質的な比較なら、こちらは魔力の特徴の比較だ。手元での組成分析ほど正確ではないが、探し人程度であればこの方法で十分である。

　……。

　…………。

　………………見つけた！

　スキャンにひっかかった反応は王都内に九つ。うち七つは一致率が低く、二つはかなり高い一致率を示す魔力パターンだ。なかでも最も一致率の高かった一つに狙いを絞る。

　オレは爪の先に不可視の魔力球を二つ作った。

　一つは左目と、もう一つは左耳と連結する。

　これで、魔力球だけを飛ばせば、遠くの出来事をはっきり見聞きすることができる。

　もちろん、飛ばす先はケイノインがいると思われる場所だ。







　ケイノインがいたのは、王都の富裕街にある屋や敷しきの一つだった。

　魔力探知されないよう、慎重に彼のいる部屋へと魔力球を向かわせる。

　そこは、屋敷に複数ある応接室の一つだった。

　百を超える部屋のある屋敷を王都に所有できるということは、それなりの貴族か商人だ。調度品が不自然に歯抜けになっているところを見ると、直近か現在か、金に困った時期があり、売り払ったのだろう。

　そして、屋敷のあちこちに家紋が掲げられているのを見るに、貴族なのだろう。

　だろうと言ったが、ここってフレッドの実家だよな……。

　屋敷にある家紋が、フレッドが持ち物のあちこちにつけている家紋と同じなのだ。

　応接室には、ケイノインの他に、フレッドと中年の男性がいた。中年男性は不健康に細い体をし、やや頰はこけているものの、フレッドの面影がある。父親か近い親戚だろう。

　ケイノインはドアの近くに立ち、他の二人は向かい合う形で椅子に腰掛けている。

「どういうことですか、父上！」

　語気を荒らげたフレッドが、向かいに座る父を責める。

「コイツは僕のサポートのために入学したはずではないですか！　それが、僕がピンチの時に逃げやがったんですよ！　おかげで平民なんぞに助けられるハメになりましたよ！」

　フレッドが指さしたのはケイノインだ。

「お前の軽はずみな行動のせいで、実験体を失うことになったんだぞ！　それに、サポートと言っても、ケイノインも自分の身を守らねばなるまい。自分の弟のことだ、もう少し思いやってやれ」

「弟ですって!?　コイツが本当にあのケイノインだとでもおっしゃるのですか！」

「そうだ。間違いなくな」

　ケイノインがフレッドの弟？　そういえば、どことなく面影はある。腹違いだろうか？

　性格は真逆なようだが。

　無口で暗い印象のあるケイノインだが、立ち居振る舞いはしっかり教育を受けた者のそれだ。

　考えられる選択肢はいくつかある。

　一つは、ケイノインは魔族であり、フレッドの弟として人間社会に入り込んでいる場合。これは、もともといたケイノインという人物を殺してすり替わっているかもしれないし、周囲の記憶を操作しているのかもしれない。

　もう一つは、ケイノインが魔族の力をなんらかの形で注入されている場合だ。これは体の一部を合成したり、核を移植したりと色々な方法がある。

　いずれのケースもこれまでの人生で何度も見たが、どれも大抵ろくなことにはならない。

　ケイノインがどのケースかは、この情報だけでは判断できないな。

　──たすけて！

　フレッドとその父親が中身のない言い争いを続けている間、これからどう調査を進めたものかと思案していると、頭の中にシストラの悲鳴が響いた。

　シストラにかけておいた『彼女が特定のワードを口にすると、オレとのチャンネルを開く魔法』が自動発動したのだ。

　彼女が危機に陥った際、すぐに状況を知るためにかけておいた魔法である。常時モニターすることも可能なのだが、彼女が嫌がるだろうという配慮である。

　オレの右目がシストラの右目に繫つながる。彼女が見ている景色を見られるのだが……これは、風ふ呂ろ？

　無防備なところを狙われたか！

　寮は男女それぞれに、共同の大浴場がある。

　目に続いて耳もシストラに連結する。

「ほらシストラ、観念しなさい」

「ちょ……やめ……」

　視界に誰も入っていないことを考えると、背後から羽交い締めにでもされているのだろうか。

「すっごい胸。どうやったらこんなに育つのかしら」

　背後から聞こえるのはエルデの声だ。

「んっ……ちょっと……もまないで。もうっ、やめてよ〜」

　シストラの艶っぽい声が直接自分の耳へと響く。

　この魔法はシストラの視覚をジャックしているだけで、自分で視点を変えることはできない。今のシストラの視界では、ギリギリ胸元が見えないが、状況はわかった。

　じゃれあっているだけのようだ。

　こういった状況でも、魔法が発動してしまうのであれば、発動条件を調整する必要がありそうだ。

「誰だ」

　左耳から、ケイノインの低く抑揚のない声が聞こえた。

　シストラに気をとられ、集中が途切れたのはほんの一瞬だったはずだ。だが、その一瞬、フレッドの屋敷に送っていた魔力球の隠おん密みつ魔法が弱まってしまった。

　意識をフレッドの屋敷へと戻した瞬間、オレの魔力球はフレッドの斬撃によりかき消されてしまった。

　あの一瞬で探知するとはなかなかやる！

　彼らの会話から得られそうな情報はあらかた手に入った。物語じゃあるまいし、悪役がべらべらと事の真相を語り出してくれるほど、現実は甘くない。

　となるとそうだな……少々乱暴だが、この手でいくか。







　深夜になるのを待ったオレは、不可視と隠密の魔法を自身にかけ、星空を飛んだ。

　やってきたのは、フレッドの屋敷だ。

　屋根に着地したオレは、気配を探る。

　よし、まだケイノインはいるな。どうやらこの屋敷に自分の部屋をもっているらしい。

　オレはまず魔法で自分の分身を作り出した。能力は十分の一にも満たないがこれで十分だろう。

　次にその分身体の容姿を、オレとはかけ離れたものに変化させる。体はより細身に、手足を長く、顔の目鼻立ちも大きくいじる。完全に別人だ。その上で黒装束を着せ、マスクで顔を隠す。服も魔力で生成したものなので、瞬時に変更可能なのだ。

　さらに視覚と聴覚を分身体と同期させ、分身体を窓からケイノインの部屋へとすべりこませる。

　室内は暗く、家具は部屋の隅に一人がけのソファ。その他には、剣や鎧よろいなどの武具が置かれているだけだ。ソファにはケイノインが座ったまま眠っている。片手はむき出しのショートソードにかけられている。

　オレは分身体の手にダガーをかまえさせ、ケイノインへと忍び寄る。

　ケイノインまであと二歩に迫ったその時、彼を中心とした円上に、床がぼんやりと光った。

　瞬時に目を覚ましたケイノインが、剣を手に分身体へと斬りかかってきた。

　侵入者の感知と同時に、自身の体に微量の電流を流して目を覚ますトラップか！

　これならば、睡眠の魔法をかけられても、目覚めることができる。

　ここまで暗殺を気にするのは、狙われる心当たりがあるのか、それとも誰かに強制されているのか。

　分身体はダガーでケイノインの斬撃を受け流しつつ、懐ふところへと踏み込んだ。

　ケイノインは僅かに身を引いて、ダガーの間合いから外す。踏み込みたい分身体と、離したいケイノイン。狭い部屋を回るようにして、間合いの取り合いは続く。

　やはりできる。最初は寮から分身体だけを送り込もうかと考えていたが、近くに来てよかった。分身体の操作は魔力で行っている。距離が離れれば、魔力による通信にどうしてもラグが生じる。それは一流の剣士でやっと知覚できる程度のラグだが、ケイノインほどの相手を罠わなにかけるには、致命傷となりうる。

　先に動いたのはケイノインだ。

「酸粘液アシッドミューカス」

　ケイノインの足下から、分身体に向かって強酸性の粘液が迫ってくる。本来は手から放出する魔法なのだが、アレンジがかかっている。

　分身体にかまわず粘液に踏み込ませる。

　酸によって靴が溶け、足首より下の肉が焼けただれる。魔力でできた体が酸で焼けるはずもないので、そう見せているだけだ。

「!?」

　分身体の動きに一瞬の動揺を見せ、大きく下がるケイノイン。

「ぐあっ!?」

　しかし、そのケイノインの肩に後ろから不可視の刃やいばが突き刺さった。

　間合いの取り合いをしていると見せかけて仕込んだものだ。ケイノインは怪け我がを恐れてか、状況が少しでも悪くなると後ろに下がる癖がある。それを読んでの罠だ。

　ケイノインの傷口からは、赤い血と共に魔ま瘴しょう気きが流れ出ている。

　右足首から先が骨まで溶けかかった分身体は、さらに一歩を踏み出したところでバランスを崩し、強酸性粘液の中へと倒れ込んだ。

　上からケイノインの剣が突き刺さる。剣は分身体の心臓を貫通。これが人間であれば即死だろう。

　このあたりでいいか。

　オレは分身体をその場で爆発させた。

　ちょうど部屋の内部が焼け焦げ、死体の肉片がなくなっても疑われないような爆発でありつつ、爆発の直前に発生する魔力の増大をあえて隠蔽しないことで、ケイノインが逃げる時間も作った。

　轟ごう音おんと共に屋敷が揺れる。

「何事だ！」

　屋敷の住人が集まってくる。その中にはフレッドの父もいる。

「族が来ました」

　ケイノインは肩から血を流しながら、いつものように淡々と答える。

「なんだと!?　どこだ!?」

「自爆しました」

「そ、そうか……。ケイノイン、怪我をしたのか」

「申し訳ありません」

「さっさと治療してこい」

「はい」

　短くそう答えたケイノインは、手近にあった布で傷口を乱暴に縛ると、その場を後にした。







　ケイノインは人目を避けるようにフードで顔を隠し、夜の街を駆ける。

　オレは魔法で姿と気配を隠し、その後を追っていた。夜中であれば、空から追跡すればそうそう見つかるものではない。

　ケイノインが入っていったのは、貧民街にあるボロ屋だった。

　見失わないよう、ここまではオレ自身がついてきたが、屋内は魔力球で十分だ。

　オレは近くにある丈夫そうな屋根に登り、視覚と聴覚を共有した魔力球に、裏口から中に入るケイノインの後を追わせる。

　外見とは裏腹にこぎれいにされた屋内に家紋は掲げられていないが、家具のいくつかには、フレッドの実家と同じ家紋が彫られている。何かしらの関係があると見て間違いないだろう。

　ケイノインが向かったのは、地下だった。地下は民家数軒分の広さがあり、地上のボロ屋がただの出入り口であるとわかる。

　そこには、大小多くのフラスコや薬品、血にまみれた手術台などが置かれていた。人が入るサイズの瓶もあれば、巨大な生物を繫いでおくための鎖まである。病院……などであるはずもなく、生物実験の研究所で間違いない。

「また怪我をしたのか」

　そう言ってケイノインの傷を診ているのは、深く窪くぼんだ目を怪しく光らせた老人だった。この研究所の主あるじだろう。

　老人はケイノインの傷口に魔瘴気の入った瓶を近づけると、それを傷口に流し込みながら呪文を唱えた。

「ぐっ……」

　苦く悶もんの表情を浮かべるケイノインの傷口から入り込んだ魔瘴気が、みるみる傷口をふさいでいく。

　老人が使っている魔法は、治癒ではなく生体合成だ。

　これではっきりした。ケイノインは魔族ではなく、魔族と人間の合成体キメラだ。

　魔族であれば、あの程度の傷は治癒呪文をかけたかのように自然に治る。だが、無理矢理魔族と合成された人間は、魔瘴気との拒否反応で逆に傷の治りが悪くなるのだ。その問題点を解決する方法もあるにはあるが、その技術は持っていないのだろう。

　使い捨てとしては強力な兵器たりえるが、まともな人間のすることではない。

　ここまでは計画通りだ。ケイノインが怪我をどうやって治すのか、自力で治せない場合どうするかをオレは知りたかった。

　そのためにケイノインに怪我をさせ、さらに彼に追跡者がいないと油断させるために分身体が死んだように見せたのだ。

「傷が深いな……これではまた魔瘴気を調達せねばならん。めんどうな……。魔瘴気の培養もかねていた巨大モンスターは全てダメになってしまったしな」

　老人は魔瘴気の入ったビンにちらりと視線を向ける。魔瘴気の残りは僅かなようだ。問題はまさしく老人が言ったことだ。

　普通の人間に魔瘴気を手に入れるのは困難だ。まず魔族を発見できないし、もしみつけられたとしても「あなたの魔瘴気をくれ」と言ってほいほいもらえるものではない。魔族よりも圧倒的に強ければ殺して奪うという手も使えるが……。

　普通に考えれば、彼らに魔瘴気を提供している誰かがいるはずだ。そもそも、魔族と人体の合成だって簡単な技術ではないのだ。あの老人がケイノインの治療をしていた手て際ぎわを見るに、腕は悪くなさそうだが、独自にそこまでの技術を生み出せたとも思えない。

　研究所内を見回すと、あることに気がついた。

　生体実験を繰り返しているはずなのに、実験動物が一体もいないのだ。

　ドラゴンなどの大型がいないのはわかる。こんなところにおいておけば、咆ほう哮こうでもあげられた日には近所の噂うわさになるだろう。

　そこで目に入ったのが、収納魔法具だ。掌てのひらサイズから人間に近い大きさまで様々なタイプが二十個ほど。中には祠ほこらのような形状をしたものもある。中身は空のようだが、これを使って実験の終わった生物を持ち出しているのだろう。

　収納魔法具とは、一定のサイズと質量までなら、別空間に保存して持ち運べる便利アイテムである。問題はとんでもなく高価だということだ。そこに転がっている掌サイズのもので、収納できるのはムーンベアー程度。これが平民の稼ぎ一生分でも足りない値段がする。

　フレッドの実家は金に困っている様子だったし、どこからか援助が出ているのは間違いない。

　それがどこなのかを調べれば、魔瘴気の出所がわかるかもな。







　研究所に忍びこんだ翌日。

　オレは退屈な授業を受けながら、分身体を調査に向かわせていた。

　分身体が向かった先は、フレッドの実家である。分身体の姿は、昨晩の爆発時に集まってきていたメイドのうち、最も若い娘から拝借した。新人を選んだのは、屋敷内で多少おかしな質問をしたところで許されるだろうという考えからだ。

　屋敷の見取り図は、昨晩のうちにスキャンしてある。建物の密度から壁とそうでない場所を分けるだけで、見取り図の完成だ。

　分身体には一家の主──つまり、フレッドの父が仕事をしそうな場所に向かわせている。会計担当者が資料をまとめている部屋も候補ではあるのだが、金の使用目的がアレなだけに、雇用者に管理させているとは思いがたい。そもそも帳簿が存在していない可能性も高いのだが、その時はまた別の手を考えよう。

　目的の部屋に着くと、中からメイドが出てきた。

「え？　わたし……？」

　運の悪いことに、そのメイドは分身体が姿を借りていた彼女だった。

　分身体を瞬時に彼女の背後に回り込ませ、メイドの首筋に手刀を落とした。

　気絶したメイドを近くの空き部屋に隠し、あたらめてフレッドの父の部屋へと入る。

「どうした。まだ何かあるか？」

　机に向かって何かを書いているフレッドの父は、ちらりと顔をこちらに向けると、すぐ視線を羊皮紙へと落とした。

「いいえ、失礼しました」

　中に誰もいないようなら勝手に部屋を漁あさろうと思ったが、本人がいるならそれはそれでやりようがある。

　オレはいったん部屋を出ると、ケイノインに姿を変え、再び部屋へと入った。

「ケイノインか」

「融資した資金の帳簿を出せと」

　誰からの依頼かなど、ボロが出そうな情報についてはできるだけ触れないようにする。その点において、もともと無口なケイノインは最適だった。

「先月分の帳簿か。持っていけ」

　どうやら裏帳簿は黒幕との間でやりとりされていたらしい。あっさり渡してもらえるとは思わなかったが、どこにあるかわからんな……。

「どうした、いつも通り、隠し戸棚の中だ」

　視線も上げずにそう言われても、室内に戸棚らしきものはたくさんある。

　屋敷の見取り図を作ったときのように、室内をスキャンして隠し戸棚を探そうとしたところで、フレッドの父がペンを止め、顔を上げた。

「学校はどうした？」

　……取り繕うのも面倒だ。帳簿があることはわかったし、ケイノインのフリをするのもここまでで良いいだろう。

　オレはフレッドの父との間合いを一瞬にして詰めると、人差し指で額をトンと軽くつついた。

　フレッドの父はそのままぐったりと机に突っ伏した。気絶と同時にここでケイノインに出会った記憶も消しておく。

　裏帳簿はすぐに見つかった。暗号を使って書かれていたが、この程度の暗号なら、オレにとっては普通の言語で書かれているのと変わらない。これまでの人生で無数の暗号パターンを見てきたオレとしては、その中の一つに当てはめる作業でしかない。

　金は傭よう兵へいからの借金返済という形で入ってきていた。

　一度の返済がかなり高額な上に、全員同じ金額という怪しさだ。

　おそらく出資元が傭兵に仕事を依頼した体で誰かに金を渡し、その誰かがここに金を持って来たのだろう。

　ならばことは簡単である。







　オレはフレッドの父にしたのと同じ要領で、王都にある闇傭兵ギルドを調べた。

　闇傭兵ギルドとは、国から認可されていない傭兵ギルドのことである。大声では言えないような仕事を取り扱っており、今回のような資金洗浄にはうってつけだ。

　どうやら依頼元は王立学校の関係者らしいというところまではつきとめた。

　同時に、学校が収納魔法具を多く発注している事実も突き止めた。

　そこで思い出すのが、最初に魔ま瘴しょう気きを使って魔力パターンをスキャンした時のことである。最も一致率が高かったのはケイノインだが、二番目の反応は学生寮からだった。優先順位の問題で後回しにしていたが、調べてみる価値はありそうだ。







　不穏な空気を皆が感じつつも、学校は通常運営だ。

　オレは授業が終わると同時に人気のない校舎の隅へと行き、研究所から少しだけ回収しておいた魔瘴気を使って、魔力パターンのスキャンをかけた。

　検索範囲を学内に絞っただけあって、結果はすぐに出た。

　一人、完全に一致した者がいる。

　こいつが魔瘴気の提供者で間違いない。

　生徒か？　教員か？　それとも出入りの業者か？

　オレは対象の下へと急ぐ。

　そいつは教室棟から研究棟へと続く人気のない廊下を、一人で歩いていた。

　柔和な笑みを浮かべたその青年は、後ろから走ってきたオレに気付くと優しく微ほほ笑えんだ。

　ほどよく整ったその顔立ちには、ころりと騙だまされる女性も多いことだろう。

　だがこいつは魔族なのだ。

　オレは彼の目の前で立ち止まる。

「何か用かな？」

　制服に入ったラインの色からすると三年生。編入制度のないこの学校で先輩にあたるということは、少なくともシストラが狙いである可能性は低い。もちろんゼロではないが。

「三年に強い先輩がいると聞いて、会いに来てみたんです。オレは──」

「ディータ君、だろ？　噂で聞いてるよ、すごい一年生が入ってきたってね。僕はヌーラだ。残念ながら僕より強い人なら学年に何十人もいる。人違いじゃないのかい？」

　ヌーラは柔和な笑みを浮かべたまま、こともなげにそう言った。

「そうでしょうか……ね？」

　オレは一瞬、押さえ込んでいた魔力の一部を解放した。

　物理的に何かがおきたわけではない。

　だが、常に魔力感知を展開しているような上級者なら、強風が吹いたような感覚に襲われるはずだ。

「な……っ!?　その魔力、キミはいったい……。そうか、昨晩からスキャンをかけていたのはキミか」

「そのスキャンはオレも感知してますが、知りませんね。宮廷魔道士あたりが、犯罪者を探してるんじゃないですか？」

　そう言ってにっこり笑ってみせるが、もちろんすっとぼけただけである。広域スキャンはやはり感知されていた。正確な発信源までは特定できていないようだが、さすが魔族である。

　これだから、魔族相手に対象を絞ったスキャンをかけるのは危険なのだ。見るということは、対象に見られる危険性もある。魔族と人間を見分けるには、怪け我がをさせるか、相手の体内に『核』があるかをスキャンすればいい。ここでヌーラをスキャンすることは簡単だが、それは直接「あんた魔族か？」と訊きくに等しい。

　当然ながらオレのことを警戒するか、殺そうとしてくるだろう。

　返り討ちにするのは簡単だが、それはオレがこの問題を解決すると決めてからにしたい。

　オレが手を出すことで、シストラに危険が及ぶのであれば、局所的な問題を解決したところでそれはオレの自己満足にすぎないからだ。

　騎士団などで解決できる問題であれば、オレが手出ししない方がよいということもある。その判断をするためにも、情報はもう少し集めておきたい。もちろん、その過程でシストラに被害が及ぶと判断した場合、迷うつもりはないが。

「来週の学内トーナメントまでに、強い人を見ておこうと思ったんですけどね。予想通り、ヌーラ先輩は強そうだ」

「僕よりも注目すべき人はたくさんいると思うけど？」

　ヌーラはオレの目をじっと覗のぞき込んでくる。目立たないよう、彼なりに実力を隠していたのだろう。

「既に評価されている人はすぐに情報が集まるのでどうでもいい。成績が平凡なのに、余裕がありそうな人……つまり、実力を隠していそうな人を探していたんです。本番でこちらが油断したところで、寝首をかかれないようにね。そして、あなたはおそらくそうだ」

　もっともらしいことを言ったが、もちろん噓うそだ。

　彼が魔族であれば、学内トーナメントがどれだけ成績に影響しようが、実力を出すことはないし、たとえ実力を出されてもオレが負けることはない。

「なるほど……僕の実力に気付いたとするなら、警戒しておいた方がよいだろうね。トーナメント、楽しみにしているよ」

　ちなみに『学内トーナメント』とは、全校を上げてのバトルトーナメントだ。当然一年生は不利になるが、そこは考慮された上で、成績に大きく影響を及ぼす一大イベントである。

「オレもです」

　互いに笑顔をかわすが、これで彼の中でオレは要注意人物になっただろう。もちろん、学内トーナメントの相手としてではなく、自分の計画を阻害するかもしれない要因としてだ。

　このくらいオレのことを警戒させておくのは良いだろう。どうせ学内トーナメントではシストラやオレは目立ってしまう。ならば、魔族の目はシストラではなくオレに向かせておいた方がいい。

　それにまだ気になることもある。

　ダークドラゴンだ。

　魔王の眷けん属ぞくであるアレを使役できたということは、ヌーラが魔王に直接謁見できる程度の立場にいるということだ。

　王立学校に潜入までしているヌーラの目的が気になる。

　先ほどちょっとしたしかけをしておいたので、それが役に立つことを願おう。

　このまま何もおきないなんて楽観視するほど、オレは楽な人生を歩んでいないのだ。

「ディータ〜。なんかすごい魔力だったけど何して……誰？」

　目的も果たしたし、そろそろ引き上げようというタイミングでやってきたのはシストラだ。

　彼女とヌーラが顔を合わせるのは想定外だが、しかたないだろう。オレもシストラも新入生の中では目立つ方だから、存在を隠すことはできない。

「なんでもないさ。ヌーラ先輩、時間をとらせてすみません」

「かまわないよ。学内トーナメントで当たったら、お手柔らかにね」

　ヌーラは最後までにこやかなまま去って行った。

「ディータ……」

　気付けば、シストラはオレの袖を摑つかんで小さく震えていた。

「どうした？」

「わからないの。あの人を見ていたら、なぜか震えが止まらなくなって……」

　本能で何かを感じとった？

　よほど鋭い人間でも、魔力を抑えている魔族をそれと気付くのは難しい。

　オレも勘のようなものが働くことはあるが、シストラのように明らかなおびえを見せるほど、はっきりと驚異を感じ取ることはない。

　もしシストラが魔族を察知できるとすれば、それは危機回避に使えると同時に、危険なことでもある。

　魔族に狙われるきっかけになるからだ。

「ディータ……？」

　不安げにオレを見上げるシストラの頭を撫なでてやると、シストラはほっとした顔で目を細めた。







　ヌーラと接触した日の夜。さっそく動きがあった。

「ちきしょう！　なぜ僕がこんな目に！　人間なんかに嘗なめられて！」

　ヌーラが夜行性のモンスターに当たり散らしているのは、実習のあった森の奥。ダークドラコンのブレスでできたクレーターよりもさらに奥だ。

　その様子をオレは、ヌーラにつけた不可視の魔力球で見ている。

　この監視用魔力球、取り付けた相手の魔力を使って機能を維持する。そのため、極微量に発する魔力パターンが、取り付けた相手に酷似する性質を持っている。つまり、非常にバレにくいのだ。

　単独で生存できない分、相手に近づいて付着させなければならない。

　日中、ヌーラに接触したのはコレが目的だったのだ。

　魔力で挑発するフリをして、魔力球を取り付けた。魔力を隠すには魔力の中というわけである。

　ヌーラの指がキラリと光ると、近くのモンスターの眉間に穴が空き、絶命した。

　彼が殺したモンスターの中には、シールドベアーよりも強力な種族も多い。

　おもちゃに当たり散らす子供のように、ヌーラはどんどん殺す。

　やがて周囲からモンスターがいなくなると、さらに奥へと進み、虐殺を繰り返していく。

「なんでこの僕が！　人間と一緒に暮らさなきゃならないんだ！」

　しかしこの技、どこかで見たことがある。

　どこかで……？

　オレは二回目の人生で『絶対アブソリュー記憶トメモリー』を習得して以降のことは、全てはっきりと記憶している。もちろん、百億回にわたるシストラの死もだ。

　そんなオレが『見たことがある』と感じたということは、『絶対記憶』習得前のできごとだ。

　そこまで考えて、オレは思い出した。

　この魔族は……オレが最初に殺された魔族だ。

　顔はもう思い出せない。

　だが、あの話し方と技が記憶の奥底にこびりついている。

　ヌーラを見たシストラが震えていたのは、魂に記憶が残っていたのかもしれない。

　…………今すぐに殺してやりたい。

　だが、魔族を殺す時は魔ま瘴しょう気きの問題があるため、死体を焼き尽くす必要がある。この国の法律では、魔族を殺しても罪に問われない。だが、ヌーラが魔族だと証明されていない以上、殺せば罪に問われる。

　もちろん彼を殺したとバレるような真ま似ねはしないが、学生が行方不明になれば調査が行われるだろう。

　ただの行方不明と扱われるかもしれないが、誰かがえん罪で裁かれる可能性もある。この国の司法はその程度のレベルだ。偽りの身分だろうが、貴族として潜り込んでいるヌーラが行方不明になれば、なにかしらの落とし前をつけることになるだろう。それがでっち上げだったとしてもだ。

　無実の人間が死ぬことになるのは、さすがに寝覚めが悪い。何よりその矛先がオレやシストラに向く可能性だってあるのだ。

　それに、ヌーラはまだオレの周囲に直接危害を加えたわけではない。それを積極的に殺しにいくというのもやや気が引ける。

　どちらにしろ、まだここでヌーラを殺すわけにはいかない。

　こんな気性の奴やつが、自分でこの計画を立てたとは思えないからだ。

　遠隔から指示をうけているならそれでいい。だが、近くに指示を出している魔族が他にいるなら、そいつも監視……場合によっては始末しておく必要がある。

　問題はどうやって情報を引き出すかだ。

　このままヌーラが八つ当たりをしながら、独り言で真相をべらべらしゃべってくれれば楽だが……しばらく待ってみたものの、さすがにそんなことはなかった。

　いつまでも虐殺ショーを見ていてもしかたがない。

　せっかく一人になってくれたのだから、このチャンスを活いかしたいところだ。

　いっそ現場に行って、直接締め上げるか？

『何をしている』

　そんな少々過激な案が頭をよぎったその時、何かが現れた。

　それは目ま深ぶかに被かぶったフードで顔を、ゆったりしたローブで体を隠していた。

　人の形をしているものの、発せられるプレッシャーは人のそれではない。

　その場にいないオレにまで届くほどだ。

　全身から汗を噴き出させたヌーラがその場に傅かしずいた。

『はっ……これは……その……』

　完全にしどろもどろだ。

『目立つなと命令したはずだが』

　魔族は声帯の他に、核を直接振動させての会話が可能だ。

　人間には発音どころか聞き取ることすらできない。その声からは性別も不明だ。オレが核による声を聞き取り、理解できるようになったのは、五回目の人生である。

『申し訳ありません、％＃＆＄？％￥様』

『愚か者め！　作戦行動中に真名を呼ぶとは何事だ！』

『はっ！』

　ヌーラは地面に頭をこすりつけんばかりだ。

　これほど萎縮するとは、フードの魔族はかなり高位なのだろう。おそらく、彼らが作戦と呼んでいるモノの責任者だ。

　真名とは核でしか発音できない魔族の名だ。彼らにとってそれを人間に聞かれることは恥であるらしく、核での会話であっても、人間の領地でその名を呼ぶことはないとされている。

　また、不意に呼ばれた際に反応できるよう、声帯を使った際の名前は、真名を特定のルールで翻訳したものにしている。それは核による発声を声帯による発声に翻訳するときと同じルールだ。これは多くの魔族と接して得た知識だから間違いない。

　先ほどヌーラが発した真名を翻訳すると……そうか、アイツが……。

『ヌーラよ。貴様、つけられたな』

『え？』

　バレた！

　オレは魔力球を消滅させようとするが、フードの魔族は、既に不可視のはずの魔力球を結界で捕らえている。

「覗のぞき見とは、趣味が悪い。聞かれてしまったからには、覚悟しておくがいい。必ず見つけてやる」

　その声を最後に、魔力球の反応は途絶えた。

　こうなっては覚悟を決めるしかない。

　とはいえ、黒幕の判明は朗報だ。

　気がかりなのは彼らの目的と、彼らの問題が解決したとして、今後も魔族に狙われることになるかどうかだ。







　黒幕の正体を知ってからの数日間。

　全力で警戒をしていたが、大きな出来事はないまま時は過ぎていった。

　何度も魔力パターンの広域スキャンがなされたのを感知したが、オレは体表面で魔力パターンを偽装していたため、発見されなかったのだ。

　ヌーラにつけていた魔力球は、彼の魔力を吸って変質していたのもあって、オレの存在を特定できなかったようだ。ここまでは狙い通り。

　そしてこの間かん、国の財政や軍備計画などの調査も完了している。それらの情報を総合すると、魔族達の狙いは絞られてくる。

　あとは学内トーナメントでこちらの計画を実行に移すだけである。











第六章　学内トーナメント









　王立学校の学内トーナメント当日。

　いつも賑にぎやかな王都だが、今日はさながらお祭りである。王立学校の試験日もそうだったが、あの時以上の賑わいだ。

　特に王都の入り口から王立学校へと続く大通りは、出店と人だかりで身動きできないほどである。

　一年で最も人が集まる日の一つらしい。

　こうして王都に人を集める行事を定期的に開くため、王立学校は庶民からも受け入れられている。

「す、すごい人だねディータ。うぎゅ……つぶれちゃう……」

　人に埋うずもれたシストラが、なんとか顔だけを上に出して呼吸をしている有様だ。

　オレははぐれないように繫つないだ手をぎゅっと握ってくるシストラの手を、力強く握り返す。

「帰るか？　トーナメント前に疲れてもしょうがないだろ」

「ううん、村じゃこんなに賑やかなお祭りなかったもの。せっかくだから見て回りたいな」

　お祭りというわけではないんだけどな。

　この笑顔をされると、つい言うことをきいてしまう。

「学生だけのトーナメントなのに、こんなに人が集まるんだね。なんか緊張してきたなあ」

　トーナメントの観覧席は一般にも開放されており、チケットは高額で取引される。スカウト目的の騎士団関係者から、このイベントのファンまで多くの人が訪れる。非公式にではあるが、相当な額の賭かけ金も動いているようだ。

　ダークドラゴンの出現もあり、教員間では学内トーナメントは中止という話が何度も上がったらしい。しかし、これだけの経済効果があるイベントを中止にすることは許されなかったというのが、開催の決定的な理由だろう。表向きには、有事に対応する人材を育成するのが王立学校の理念だからということにはなっていたが。

「例年、優勝は三年生がもっていくらしいからな。オレ達一年生は気軽に参加すればいいさ」

　それでもシストラは良いところまでいくはずだが。

「うん、そうだね！　あ！　あれなにかな？　すごく美味おいしそうな匂い！」

　身動きの取れなくなったシストラが目で示した先にあるのは、海産物の串焼き屋だった。

　なんとか人の間を縫って屋台の前まで行くと、そこには川では取れない貝や魚が、美味しそうな匂いを放ちながら焼かれていた。驚くべきことに塩漬けではなく、生の新鮮な魚を焼いている。内陸にある王都ではなかなか手に入らない素材だ。

　屋台の裏には氷に封じられた魚介類が積まれている。この光景だけでも珍しいようで、道行く人は屋台の奥へと視線を送っている。

　これをするには、氷系魔法を使える魔道士の随行が必須となる。海までの距離的に、冷蔵用の氷が保もたないからだ。

　関所ごとに配置された魔道士が氷を補給することでも運搬可能ではある。だがそれも、事前に関所へ魔道士を配備する準備が必要だし、そんな条件を満たせるのは一部の貴族だけだ。

「すごいな。屋台でこんなものが見られるなんて」

「おっ、コイツの凄すごさがわかるとは、兄ちゃんなかなか見所あるじゃねえか。その制服、王立学校の生徒だろ？」

　魚を焼いている気のよさそうなおっちゃんが話しかけてきた。

「まあな。この魚、あんたが運んできたのか？」

「オレも王立学校の卒業生なんだよ。魔法でちょいちょいっとな」

「役人や騎士にはならなかったんだな」

　看板に書かれた魚の値段は、ここらで手に入る川魚の数倍ではあるものの、手間を考えると、王都の要職に就いてもらえる給料に比べれば、たいした儲もうけとは言えないだろう。

「やめちまったんだよ。堅苦しいのがどうにも苦手でな。それに、平民出身だと色々な……」

　おっちゃんは、苦笑いをしながら焼き魚に塩をふりかけた。

「わかりますよ。オレ達も平民の出ですから」

「おお、そうか！　がんばれよ兄ちゃん！」

　シストラもよだれをたらさんばかりに焼かれた魚を見つめているし、一つくらい買っていこうか。

　そう考えて金の入った革袋を出したところで──

「おおっとあぶねえ！」

　いかにもチンピラといった風体の青年がバランスを崩し、屋台へと倒れ込んだ。

　簡易テントは支柱ごと倒壊。さらに悪いことに、後ろに積んであった氷も崩れ、地面にぶちまけられた。氷は割れ、魚が地面にまき散らされる。魚は土だらけだ。半分以上は地面にこすれて身が出てしまっている。

「ああ！　なんてことしやがる！　どうすんだよこれ！　売り物になんねえよ！」

　洗って焼けば売れないことはないだろうが、普通の魚以下の値段だろう。それでは赤字になってしまう。

　おっちゃんは頭を抱え、叫んでいる。

「わりいわりい。食えないことないだろ？　許してくれよ」

　青年は言葉でこそ謝っているものの、それが心からでないことは、にやけ顔が全て物語っている。

「てめえ！　わざとやりやがったな！」

「ひでえ言いがかりだぜ。押されたんだよ。悪かったって」

　おっちゃんが怒るのも無理ないし、あながち言いがかりというわけでもない。

　青年が屋台に向かってバランスを崩した後、氷につっこむ時に思い切り踏み切っていたのだ。押されただけだとすれば、あんな体の使い方にはならない。

「噓うそつくんじゃねえ！　明らかにわざと氷につっこんでたじゃねえか！」

　明らか、というほどでもなく上手うまく誤魔化していたとは思うのだが、そこを見逃すおっちゃんではなかったようだ。さすが、王立学校の卒業生といったところか。

　しかし、野次馬達からはそう見えなかったようだ。

　最初はおっちゃんに同情し、弁償してやれという声も多かったが、おっちゃんの言葉を聞いて青年に味方する者が増えている。

　シストラが食べたがっていた魚だしな……ちょっと助け船を出してやろう。

「なあ、あんた。騎士団に雇われて嫌がらせとは随分だな」

「は、はぁ？　何言ってやがんだ！　あんたも言いがかりをつけるのかよ！」

　オレのセリフに、青年は僅かだが動揺をみせた。こういった仕事を受けるにしては演技がまだまだである。

「ローエン家に雇われたんだろ？　理由はそうだな……独占しているはずの魚の販売ルートを荒らされたのが気に入らないってとこか？」

　販売ルートについては、魔族の件で国の財政を調べた際に得た知識だ。

「はっ！　どこにそんな証拠があるってんだ？」

　証拠を見せろなんて言い出す奴やつは大概犯人なんだがな。

「そこで騒ぎを止めずにこそこそ見てる男が、ローエン家お抱えの騎士だから、とかかな」

　オレの指さした方に野次馬の視線が集まる。

「そ、それこそ言いがかりだ！」

　みすぼらしいフードを被かぶった男は、張りのある声でそう叫んだ。男は服の他に顔も汚しているが、よく見ると身なりのわりに綺き麗れいな肌をしている。

「じゃあ、首に下げている札はなんだ？」

　騎士はいつ命を落とすかわからない職業だ。死んで身元がわからなくならないように、首から名前と所属を彫った金属の札を下げるのが慣例である。

「な、なんのことだよ！」

　男は無意識に胸元を押さえるが、その仕草こそが札を下げていると宣言しているようなものだ。

　もっともオレには、見えているがな。

「野次馬達が興味本位で集まる中、一人だけ成果を確認するような視線を向けていただろ。ちょっと透視してみれば、騎士用の札が見えたってわけだ」

「あんちゃんすげえな……こんな人混みでわかるもんなのか？」

　おっちゃんが驚く中、野次馬達に胸元をまさぐられたフードの男は、服の中に隠した札を取り出された。

　そこには男の名前と、ローエン家を示す紋章が描かれている。

「し、知らん！　オレはそんな男は知らんぞ！」

　ダンというらしいフードの男は後ずさろうとするが、人混みのせいで身動きがとれずにいる。

「そりゃないぜ！　報酬はもらうからな！」

「おい！　バカなことを言うんじゃない！」

　オレが提示したのは、証拠というにはお粗末なものだったが、間抜けな二人組には効果があったようだ。

　ほどなくして騒ぎを聞きつけた警備兵に二人は連れていかれた。

「ありがとな。魚はダメになっちまったが、すっとしたぜ」

「諦めるのはまだ早いさ」

　オレは地面に散らばった魚達を魔法で空中に持ち上げた。

「無詠唱無宣言で特定対象物だけを浮遊させただと!?」

　驚くのはこれからだぜ、おっちゃん。

　さらに魚についていた氷や土を魔法で分離。きれいな魚だけを残す。

　そして散らばった氷を溶かして巨大な水球を作り出す。足りない分は大気から生成。

　そこに魚を放り込み、瞬時に凍結させた。

　接地する部分の氷を水平に切り落とし、ゆっくり屋台の裏へと着地させる。

「「「おおおおおっ！」」」

　野次馬から拍手が沸き上がった。

「す、すげえ……いったいどんな魔法を組み合わせたらこんなことができるんだ？」

　オレがやったことの難易度を理解できているおっちゃんは、ぽかんと口を開けている。

　凍らせるところはともかく、魚から土を取り除く作業はなかなか難しい。土系の攻撃魔法の応用なのだが、ここで解説するのも無粋だろう。

「じゃあ、あたしも〜」

　シストラは短く呪文を唱えると、ぶちまけられて水浸しになってしまった薪を瞬時に乾燥させ、火をつけた。

「こっちのお嬢ちゃんもすごい腕だなおい！　火加減完璧かよ！　最近の王立学校はこんなにレベル上がってんのか？」

「えへへ、お役に立てたならうれしいです」

「お嬢ちゃん、天使かなにかか……ええい、ちょっと待っててくれよ。一番美味うまい魚を焼いてやるからな！」

　倒れたテントを端に片付けたおっちゃんは、手て際ぎわよく氷から魚を切り出すと、炎の魔法で解凍してみせた。おっちゃんこそ、なかなかの腕前である。

「できるだけ短時間でしっかり解凍してから焼くのがポイントなんだ。ほら、あんちゃんにもやるよ」

　おっちゃんに差し出された焼き魚は、ディータに転生してから一番美味だった。

「おっいし〜！」

　シストラもご満悦である。

「オレにも一つくれ！」

「こっちにも！」

　それから、庶民からすると決して安くない魚が飛ぶように売れていた。

　あまり商売の邪魔をするのも悪いな。

「本当にありがとな！　今日はあんちゃんに賭けるぜ！」

　おっちゃんに軽く手を上げて、オレとシストラはその場を後にした。

「魔道士ってあんな仕事もあるんだね」

　人混みに押しつぶされながら、シストラはどこか楽しそうにぽつりと言った。

「いつも言ってるだろ。魔法を使えるからすごいんじゃなくて、魔法をどう使うかが問題なんだって」

「うん、よくわかったよ！　村のみんなに美味おいしいものを食べさせてあげられるお仕事もいいな〜」

　そう考えるのは今だけかもしれないが、今後シストラが色んな選択肢を選べるようにしてやりたい。

　きっとそれが彼女の幸せなんだと思う。

　それがこの時代にどれほど贅沢なことだとしても。

『神の心』を持っていることが原因で彼女が死なないこと。

　これは、彼女に幸せな一生を送らせる最低条件だ。

　だからと言って、一生逃げ回るだけの人生に意味などないのだ。







　王立学校はその敷しき地ち内に、三万人の観客を収容できる巨大な闘技場をもっている。闘技場の中央には円形の舞台があり、それをぐるりと囲むようにすり鉢状の観客席が配置されているオーソドックスなタイプだ。

　午前中は予選だというのに、観客席は既に超満員である。

　学生達は観客席の一角を控え室代わりに使っている。そのあまりの熱狂に、特に一年生はびびりまくる者多数だ。

『それでは今年も始まります。王立学校主催、学内トーナメント！　実況は昨年に引き続き私、王都随一の劇団フライングボックスの看板男優、グレイがお送りします！　そして解説は王立学校教諭のベルリーナさんです！　今日は一日よろしくお願いします！』

『こちらこそよろしくお願いします』

　風の魔法で実況者の声が会場全体に響き渡ると、大歓声が上がった。

「ひええ……緊張してきたよ」

　隣でシストラが杖つえを握りしめ、ぷるぷる震えている。

　少し気を紛らわせてやろう。

「予選はいくつかのブロックに分かれてのバトルロイヤルだったか？」

「うん。一年生から三年生までの二百人を十六のブロックに分けて、勝ち残った人で決勝だって」

「シストラはオレともエルデとも違うブロックだよな？」

「そうだよ」

「じゃあ大丈夫だ」

「そ、そうかな……」

　ヌーラとも別ブロックだというのもポイントなのだが、それは黙っておこう。

「自信を持てよ。そうだな……じゃあ、予選を勝ち抜く作戦を教えてやろう」

　オレはそっとシストラへと耳打ちをした。

「ふんふん……。え？　それだけでいいの？」

　シストラはまだ不安げに小首をかしげているが、今の彼女ならそれで十分だ。

「私にはアドバイスはないのかしら？」

　オレを挟んでシストラとは反対側に座るエルデが、じっとオレを見つめてくる。視線の圧がすごいんだよな、この娘。

「ええと……殺すなよ？」

「殺さないわよ！」

　試合中に起きたことは明らかな故意でないかぎり事故として処理されるらしいが、試合は負けになってしまう。

「油断しなけりゃ大丈夫だよ」

「信用してくれているのは嬉うれしいけれど、なんだか釈然としないわ……」

　そんなやりとりをしているうちに、予選Ａブロックの試合が始まった。

　まずはシストラの出番だ。

　舞台には十二人の選手が上がっている。

『それでは改めてルールを確認してみましょう。予選は気絶もしくは場外で敗退です。最後の一人になった選手がブロックの勝者となり、決勝トーナメントに進みます。そして最後には、トーナメント優勝者と王立学校教員とのエキシビションマッチも控えていますので、そちらもお楽しみに！　今年もエキシビションマッチで登場するのは、解説のベルリーナ先生です。三年連続となりますが、美しく戦う彼女の姿を見に来ているファンも多いことでしょう。さあ、始まりました！　試合を見ていきたいと思います！』

　舞台の近くで審判を務めるのは、学内で一番若い男性教員だ。

　円形の舞台の端に等間隔に並んだ選手達は、思い思いに行動を始めた。

　ある者は周囲を警戒しながら呪文を唱え、ある者は隣の者に早速攻撃をしかける。

　そんな中、シストラは呪文を唱えながら舞台の中心へと走った。

　本来ならば全員から狙われる位置取りとなる愚行だ。

　現に数人がシストラに照準を定めている。

　しかし、既にシストラの詠唱は完成している。

「円天障壁オブスタクルドーム！」

　シストラを中心にドーム状の障壁が展開した。この魔法、かなり強固な障壁を展開できるのだが、展開中魔力を消費し続けること、展開時にパーティーメンバーを範囲外に押し出してしまうといったデメリットもある。

　だが今は、それが利点となる。

　本来両手を広げた少し先までの大きさがせいぜいとなるこの魔法を、シストラは持ち前の魔力量で広域に展開する。

「うおおおお!?　なんだこの壁！　お、押し出される……っ！」

「壊れないわ！　なんて固いの!?」

　選手達がどんどん舞台端へと押し出されていく。

『おお！　これはすごい！　手元の資料によると彼女は……一年生のシストラ選手ですね。解説のベルリーナさん、あの魔法は？』

　グレイが声の反響を計算に入れつつ、聞き取れるギリギリの早口で実況する。舞台役者とは聞いていたが、実況もプロだな。

『本来は個人用の防御魔法をアレンジしたようですね。かなりの魔力量です。例年、一年生が活躍することは少ないこの大会ですが、これは楽しみですね。あのタイミングだと、事前に飛行呪文を唱えておかなければ逃れられません』

『おおっと！　一人だけ上空に逃げた選手がいますね！』

『残念ながら飛行や浮遊ではなく跳躍系魔法ですね。おそらく、誰かに突進しようと用意していたのを、退避に使ったのでしょう』

　ベルリーナの言葉通り、上空に逃げた男子選手はドーム状の障壁に着地、なんとかその天井にへばりついている。

　彼はずり落ちる体を必死にささえながら、飛行呪文を唱え始めた。

　それを見たシストラは短く呪文を唱え、障壁をドーム状から円筒状へと急速変形。

「うわあっ!?」

　ドームの天井にへばりついていた選手は観客席まではね飛ばされ、あえなく場外となった。

『予選Ａブロック決着！　シストラ選手の勝利です！　いきなりの一年生が予選通過。すごかったですね』

『ええ。発動済みの魔法にアレンジを重ねがけですからね。これは、単純な魔法のアレンジに比べてとても難しいことです。彼女は有望ですよ』

『決勝での活躍も楽しみです。では、予選Ｂブロック行ってみましょう！』







　その後、予選は進み、エルデの番がやってきた。

「勝ってくるわ」

「エルデなら勝てるさ」

　とても短いやりとり。

　それだけで彼女の肩から力が抜けたのがわかる。

　メンタルの強さは、王族としての苦労で鍛えられたものだろうか。

　エルデが持つ武器は刃を潰した剣だ。

　彼女が注意すべきことは一つ。

　相手を殺さないようにすることだ。

　エルデほどの腕前があれば、金属の棒一本で何百人でも虐殺できてしまうからだ。

「予選Ｅブロック始め！」

　審判の合図と同時に、エルデ以外の全員が彼女から距離を取った。

　詠唱時間を稼ごうというその判断は正しいし、速攻をしかけてくるであろうエルデをまず狙うというのは、打ち合わせなしでも全員が考えることだろう。

　実質、一対十一。

　それはエルデも織り込み済みだ。手近な一人に一瞬で間合いを詰める。

　剣と魔法の最も大きな違いは、攻撃範囲の広さだ。

　剣でも真空波などで遠距離や範囲攻撃も可能だが、魔法に比べて必要な練度も高く、手法も限定的だ。

　戦場で魔法が重宝されるのはコレが大きな理由である。

　一対多数となった場合、狭い路地などに限定できるなら剣にも戦いようはあるが、舞台のような開けた場所では圧倒的に不利だ。

　ただしそれは、実力に圧倒的な差がない場合。

　一人目に肉薄したエルデは指先で喉を突いて詠唱を中断させ、そのまま場外へと蹴り飛ばした。

　まず一人。

　それを見た他の学生は、リング際ぎわから数歩内側へ入った。その動作を行う僅かな時間で、エルデはリングの対角へと移動を済ませている。

　慌てた数名が、エルデの背中に向かって攻撃魔法を放った。

　エルデは手近な一人の腕を取ると、背後から迫る火球に向かって投げ飛ばす。

　火球の爆発に焼かれたその学生は、地面に転がって火を消しながら、場外へと命からがら逃げていった。

　これで二人。

　火だるまになった学生に気を取られた四人の間をかけぬけたエルデは、すれ違いざまに手刀や剣の柄つかで当て身を食くらわせた。舞台上に倒れた四人は、審判から敗北を宣言され、魔法で場外へと運ばれる。

　これで六人。

　エルデ以外に残った五人は、それなりの腕前だ。全員が三年生である。

　五人とも既に呪文は唱え終わっているが、放てずにいる。

　もしエルデに避よけられれば、狙われるのは自分になるからだ。

　エルデが自分にさえ向かって来なければ、その隙に魔法をぶちこめる。

　そう考えるのは正しい。

　だが、その『待ち』はエルデにとって望むところだ。

　手近な一人との距離を詰めたエルデは、迎え撃つように放たれた氷の槍やりを身をわずかにひねって避けつつ、相手の背後に回り込んだ。

　その首根っこを摑つかみ、いっせいに放たれた四人の攻撃の盾にする。

「ば、バカ！　やめ──」

　盾にされた学生は最後まで言葉を発することもなく、四人からの火炎魔法を受け、気絶した。制服に付与された防御魔法により、大おお火傷やけどは負っていないはずだ。

　立ち上った土煙から飛び出したエルデは、女子学生の腹に拳をめりこませ昏こん倒とうさせる。そのまま詠唱の間に合わなかった二人を連続で場外に蹴り飛ばし、最後の一人へと剣をかまえた。

「風爆波ウィンドウェーブ！」

　最後となった男子学生が放ったのは、前方に暴風を撒まき散らす魔法だ。威力もなかなかである。エルデの後方にいる観客の荷物が空に舞い、観客達は皆、砂すな埃ぼこりに目を覆っている。この魔法は今大会のルールにおいて、非常に有効だ。ただし、発動中は術者も動けないというデメリットがあるため、前方に敵を全員集めるまでは使いにくい。

『エルデ選手の技量はすさまじいものがありましたが、これは決まりでしょうか！』

『魔法の発動時にエルデ選手を場外にできませんでしたからね。どうでしょうか』

　興奮気味の実況に対し、ベルリーナは冷静だ。

　エルデはじりじりとリング際へと押されている。

　体重の軽い彼女が吹き飛ばされずにいられるのは、体幹の良さ故だ。

　暴風の中、手に提げた剣を舞台に突き立てていないのは、考えがあるのだろう。

「秘ひ剣けん・斬ざん空くう」

　エルデは腰だめに構えた剣を横一文字に振り抜いた。

　すると、真空の刃やいばが暴風を斬り裂き、男子学生の眼前に迫る。彼が前に突きだした掌てのひらを浅く斬り裂くと、暴風が止まった。

「くっ……」

　短く呻うめいた男子学生が自分の掌を見たその時には、既にエルデは彼の眼前にいた。

　剣の柄による腹部への当て身で、男子学生はあえなく昏倒する。

『予選Ｅブロック決着！　エルデ選手の勝利です！　シストラ選手に続いて二人目の一年生通過者です。例年一人出れば良い方ですからね。今年の一年生は粒ぞろいということでしょうか、ベルリーナさん』

『今年の一年生に特別優秀な学生が何人かいるのは間違いないわね』

『何人か、ということは他にもいると？』

『それは先のお楽しみということにしましょう』

『これからの展開に注目ですね！　それにしてもエルデ選手、魔法を全く使わずに勝利してしまいました。手元の資料によると、剣技だけで推薦入学を勝ち取ったとか。これほどの腕前なら納得ですね』
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『あの風の中、相手に大おお怪け我がをさせない間合いを見切って、真空の刃を放った技量は驚嘆です』

『たしかに！　決勝での活躍も期待しましょう！』

　ベルリーナの解説を聞いた観客達が、「魔法を使えなくてもあんなに強いのか……」などとざわめいている。

　魔道士が剣士に負ける姿を見るというのは、魔法の発展にも良いい効果をもたらすだろう。頭の固いお偉いさんがどう考えるかは知らないが。







　エルデによる大番狂わせの後、優勝候補と目される大人気イケメン三年生やヌーラが予選を通過した程度で、つつがなく大会は進行。

　いよいよオレの番だ。

「ディータがんばって！」

「貴男あなたならがんばらなくても勝つのでしょうけど」

　シストラとエルデの応援を受け、オレは舞台に上がる。

「兄ちゃんがんばれよー！　あんたのおかげで完売したぜ！」

　魚屋のおっちゃんが拡声魔法で応援してくれているが、すっとんできたスタッフに怒られている。収拾がつかなくなるので、拡声魔法での応援は禁止なのだ。

『すでにファンのついている一年生がいるようですね。おや？　もしかして彼がベルリーナさんの推薦枠ですか？』

『ええ。彼は強いですよ。楽しみにしていてください』

『ベルリーナさんがそこまでおっしゃるとは！　注目していきましょう！』

　せっかく煽あおってもらったところ悪いが、今日のオレには目的がある。

　さっさと終わらせてもらおう。

　開始の合図と共に、オレ以外の全員が同時に魔法を放ってきた。半分が火炎槍フレイムジャベリン、もう半分が氷結槍アイスジャベリンである。

『おおっと！　全員同時にディータ選手へ攻撃だ！　どうやら彼、大会前の実習でかなり活躍したらしく、構内に噂うわさがまわっているようです。人気者の辛つらいところです！』

　事前に打ち合わせしていたのだろう。オレが無宣言発動をできると聞いて、防御しにくいよう二属性同時の攻撃だ。悪くない作戦である。

　背後は場外、前方からは取り囲むようにして十本の槍。

　オレは即座に上空へと飛んだ。

「無宣言で飛ひ翔しょうだと!?」

　選手の誰かが驚き、別の誰かは即座に飛行呪文を唱え始める。だが遅い。一般的に難度が高いとされる飛行呪文を後追いで唱えるのは失策だ。

　オレは眼下に魔力で生成した拳大の風の塊を撃ちだした。

「そんなもの避ければ──」

　ひょいと横に避けた男子生徒が最後まで言い終わる前に、風の塊が舞台に衝突すると、爆風を撒き散らし、舞台にいた学生全員を吹き飛ばした。学生達は、観客席の前にある壁に叩たたきつけられ、その半数ほどが気絶。もちろん全員場外だ。

　一瞬の間があった後、会場は大歓声に包まれた。

「なんだいまの！　あれが一年ってほんとかよ！」

「飛びながら魔法撃ってたぞ!?　一年生が二種同時発動だと!?」

「それより、呪文唱えてたか？」

　盛り上がっているようで何よりだ。

『あ、あまりにも一瞬の決着！　解説のベルリーナさん、今のは？　全員がディータ選手を狙ったように見えましたが』

『通常、防御魔法というのは属性で使い分けます。炎攻撃に対しては、耐火魔法という感じですね。これは、属性を絞った方が、高い防御効果が期待できるからです。シストラが使ったような無属性防御魔法は、本来効果に対する魔力消費が大きすぎるのであまり使いません』

『なるほど、それで二属性同時攻撃だったわけですね。それを見越して、ディータ選手は上へ逃げた』

『そこまでは読んでいて、上空に次の魔法を撃つために一人残していたようですが、ディータの方が早かったというわけです』

『無詠唱、無宣言発動の上に、飛行しながら攻撃魔法。これはもう一年生というレベルではないですね』

『それどころか、卒業生……いえ、教員ですら真ま似ねできる者は殆ほとんどいません。それに、魔法は二つではなく、三つ同時ですよ』

『私には二つに見えましたが……』

『あれほどの爆風にも拘かかわらず、舞台や客席に何も影響がなかったでしょう？』

『そ、そういえば……まさか、自分の攻撃魔法から、それらを護まもる魔法も使っていたと!?』

『そういうことです』

　ベルリーナは「私でなければ見逃してますね」とでも言いたげだ。

『すごい一年生が入ってきたものですね……優勝は彼で決まりでしょうか？　一年生が優勝ともなれば、王立学校創立以来の快挙なのでは？』

『大会は最後までわかりませんよ。まだ実力を隠している選手もいるかもしれませんから』

『たしかにそうですね！　それでは予選の最終試合を見ていきましょう！』

　この組にいる知り合いはフレッド、そしてケイノインだ。

　試合は開始時点から乱戦となった。

　小物感のあるフレッドだが、それなりに優秀なのは確かなようだ。

　対戦相手の攻撃を上手くいなし、攻撃魔法を叩き込んでいっている……ように、観客からは見えるだろう。

『乱戦です！　残り五人！　このＰブロックは実力が拮きっ抗こうしています！』

　実況からもそう見えるのだろう。だが、その実情は異なる。

　強い相手から順にケイノインが倒しているのだ。

　ケイノインは傷ができないような魔法を、わざと受けている。身に着けた鎧よろいがところどころ破損し、ダメージを受けているように見える。さらに、このブロックで最も弱い学生を、それとなく護っている。

　ちなみにこの大会、服装も自由だ。防御魔法のかけられた制服を着用してもよいし、自前で鎧などを用意してもよい。

　そうして残ったのが、ケイノイン、フレッド、そして見知らぬ三年生だ。

　ケイノインが三年生に、火炎魔法でけん制すると、三年生は耐火魔法で防御する。この大会でケイノインは炎魔法しか使っていないので、事前に唱えておくことは可能だろう。

「風爆球ウィンドボム！」

　そこにフレッドが風の球を撃ち込んだ。

　ケイノインは三年生の首を摑つかんで盾にするも、二人まとめて場外へと吹き飛んだ。

『おおっと！　ここでも一年生が勝利だ！　今年は決勝進出の十六人中四人が一年生という波乱の展開です！』

　例年だと一年生は一人がせいぜいというのだから、たしかに波乱ではあるのだろう。だが、四人中三人は、残るべくして残ったというところだ。

　ケイノインとロミも残るかと思ったが、ロミは見知らぬ二年生に羽交い締めにされ、そのまま一緒に場外へと落とされていた。裏取引でもあったのだろう。まあ、よくある話だ。

「ねえディータ。フレッドはなんで最初から風の魔法を使わなかったの？」

　シストラがふと思いついたように訊きいてくる。

「フレッドやオレが使ったような着弾爆発式だと、射線に誰かが割り込んできたり、途中で誘爆されると自分も吹っ飛ばされる可能性があるからだな。指向性タイプは、術の発動中の行動が制限されるので、横から攻撃されたら対処できない。だからある程度人数を減らしてからじゃないと危ないんだ」

「なるほど！　さっすがディータ！」

　そんな会話をしていると、フレッドが選手用の席へと戻ってきた。

「決勝進出おめでとう！」

　笑顔で出迎えるシストラだが、フレッドの表情は悔しさに歪ゆがんでいた。

「確かに頼んだのは僕だけど……くそっ！」

　椅子を蹴飛ばしたフレッドはそのままどこかへ行ってしまった。

「どうしたんだろう、フレッド」

「あの反応ができるなら、むしろ大丈夫だろ」

「そうなの？」

　シストラはいまいちピンときていないようだ。

　思ったより、フレッドのプライドは本物だったってことだ。







『決勝戦第一回戦二試合目！　三年ヌーラ選手対、一年エルデ選手です！』

　実況のコールに会場が割れんばかりに沸く。

「行ってくるわ」

「ちょっと待て」

　そう言って観客席から飛び降りようとするエルデを呼び止めた。

「なに？　それほど強そうな相手には見えないから、アドバイスなら不要だと思うのだけど」

「いや、気をつけろ。それだけだ」

「……？　わかったわ。貴男がそう言うなら」

　オレの真剣な声音にエルデは眉をひそめたが、すぐに頷うなずいた。

　ヌーラがエルデ相手に本気魔族の力を出してくるとは思えないが、念のためだ。

『エルデ選手は、一年生かつ女性剣士という、今大会でも極めて珍しい選手です。一方のヌーラ選手は、過去二回の大会では予選敗退。手元の資料でも目立った内容はありません。予選では幸運が重なっていたようにも見受けられましたがどうでしょう、解説のベルリーナさん』

『たしかに彼はそれほど目立つ学生ではないですね。せっかく決勝に残ったのですから、活躍してもらいたいところです』

　エルデの武器は予選と同様、刃を潰した剣つるぎだ。そして、ヌーラもまた剣を持っていた。予選では杖つえを使っていたはずだが、それではエルデに斬り飛ばされると判断したのだろう。

　普通の学生なら、金属の武器を持った程度でエルデの斬撃を止めることなどできはしない。

　ヌーラはどうだろうか。魔族だからといって、剣術が得意とはかぎらないが……。

　試合開始の合図と同時に、エルデは真まっ直すぐヌーラに突っ込んでいく。

　当然読まれているだろうが、剣で魔法に勝つにはまず距離を詰めるのが有効なのは間違いない。

　ヌーラが呪文を唱え終わるよりも早く、エルデは彼の眼前に到達。そのまま横よこ薙なぎに剣を振るった。

「わっとっと！」

　まるで素人しろうとのように引けた腰で、ヌーラは剣を無造作に振るった。

　──ぎぃんっ！

　鈍い音を立てて、エルデの剣が防がれる。

「今日はついてるぞー！」

　観客席の三年生からヤジが飛ぶ。

　眉をひそめたエルデは、正面からヌーラの脳天めがけて斬り下ろした。

「あぶなっ！」

　これもヌーラは避よけてみせた。

　今の一撃、無造作なものに見えるが、そこらの学生に対応できる速度ではなかった。

　エルデは後方に大きく下がると、隙なく剣を構えた。

「貴男あなた……何者なの？　偶然なんて言わせない。私の剣は偶然で受けられるほど甘くない」

　この油断のなさは、エルデの大きな美点だ。

「ちょっと運が良いいだけの三年生さ」

「言ってなさい」

　エルデはちらりとオレに視線を向けた。

　オレが小さく頷いてみせると、エルデもまた同じように頷き、呪文を唱え始めた。

　オレはここ数日、エルデにも特訓を施していた。

「筋力ストレング強化スブースト！」

『おおっとエルデ選手、身体強化の魔法を発動だ！　彼女は魔法を使えないという噂うわさは噓うそだったのか！』

　たしかに彼女は魔法が使えなかった。

　その原因は、体外に魔力を放出する回路がないという、ある意味得意体質が原因だったのだ。

　つまり、体内で発動する魔法は使用できるのである。

　今まで彼女が実家で師事した教師は、誰も気付かなかったようだが。

　彼女ほどの腕前で身体強化など使えば、相手は間違いなく死ぬ。

　そのため、オレが許可した時以外は、使わないように言い含めてあった。

　ヌーラにそこまでの脅威を感じ取れるあたり、エルデも剣士として一流だ。

「秘ひ剣けん・虚きょ舞ぶ改！」

　腰だめに剣を構えたエルデが、魔力で強化された石の舞台が砕けるほどの脚力で踏み込む。

　オレと対戦した時よりも速い！

　そしてこれは、オレがエルデとの戦いで見せた改良版である。筋力強化中のみ繰り出せるようになったのだ。

　端から見ている分にはただの素早い攻撃だが、多重にかけられたフェイントにより、達人であるほど多くの分身を見てしまう。

　ヌーラであれば、十体の分身が見えているだろう。

　本体は左斜め後ろだ。

「火炎槍牢フレイムプリズナー！」

　両手を舞台につけたヌーラが魔法を発動させた。

『おおっと！　決まったかに見えたエルデ選手の攻撃を、ヌーラ選手が周囲に出現させた炎の槍やりで防いだぁ！』

　炎の槍に突っ込んだエルデは、ギリギリで体をひねって地面に転がることで直撃を免まぬかれた。左肩を軽く焼いたが、試合への影響は軽微だろう。

　全方位の魔法でエルデの攻撃を防がれたのはいい。

　その魔法が無詠唱だったのもいい。

　だが、エルデの動きをしっかり目で追えていたというのが頂けない。

　これはきついぞ、エルデ。

　エルデは斬撃で炎の槍を散らすと、再びヌーラに斬りかかった。

　ヌーラは両の掌てのひらに出現させた小さな魔法の盾で、エルデの連撃を捌さばいている。

『ヌーラ選手あぶない！　追い詰められています！』

　実況通りでないことはエルデの額に浮かんだ汗が物語っている。

　ヌーラの盾は剣が当たる度に衝撃を発し、エルデの剣を大きく弾く。

　剣士にとっては厄介な魔法だが、それ以上に驚嘆すべきは彼がエルデの剣にその盾を的確に合わせていることだ。

「ならばもう一度！」

　エルデが繰り出したのは秘剣・虚舞改。

「ダメだ！」

　歓声にかき消されて本人に聞こえないとわかってはいても、叫んでしまった。だが既に遅い。エルデの技は始まっている。

　フェイントの後、エルデはヌーラの右斜め前から斬りかかった。

　しかし、ヌーラには見られている。

　ヌーラは手を叩たたくように、両手の盾をエルデの眼前で合わせた。

　──バヂヂッ！

　不快な音と共に盾が弾はじけ、舞台上の二人が互いに反対へと大きく吹き飛んだ。

　エルデは観客席に激突。

　そして、ヌーラは空中で停止していた。

『ヌーラ選手の自爆技で勝負あり！　エルデ選手が魔法を使えないことを利用した見事な作戦でした！』

　実況バックに、エルデが悔しさに顔を歪ませながら戻って来る。

「せっかく修行をつけてもらったのに負けてしまったわ……ごめんなさい……」

　しょげるエルデに、オレは回復魔法をかけながら微ほほ笑えみかける。

「なんで負けたかわかるか？」

「うん……。連撃で相手を押さえ込んでいたのに、焦じれてトドメを刺しにいってしまった。そこで魔法を発動させる隙を作ってしまったわ……。なにより、二度目の秘剣で気付いたのだけれど、彼は私の動きを目で追えていた。技の選択も誤ったわね。フェイントは、相手に行動の準備時間を与えるだけだった……」

「そこまでわかっているなら、次は勝てるさ」

　心の中で、相手が魔族でなければな、と付け加える。

「はい！　これからもよろしくお願いします、先生」

　エルデはすぐにいつものキリッとした顔に戻った。







『決勝トーナメント第一回戦五試合目！　三年ジェームズ選手対、一年フレッド選──』

「「「「「きゃああああああ！　ジェームズさまああああ！」」」」」

　魔法で拡声された実況をさらにかき消して、会場が黄色い歓声に揺れた。

「す……すごい人気なんだね……」

　隣でシストラがちょっと引いている。

「家柄、顔、実力全てを兼ね備えた上に、女性に優しいというおまけつき。去年は準優勝だったらしいし、人気があるのも頷けるわね」

　エルデは対戦相手の情報をある程度集めていたらしい。このあたりのマジメさはさすがだ。

「それにしても……」

「ああ……」

　シストラとオレは顔を見合わせる。

　フレッドの完全上位互換すぎて、ちょっとフレッドがかわいそうだな……。

　試合は語るべきポイントもないまま、ジェームズの勝利で終わった。

　黄色い歓声に包まれながら退場するジェームズとは対照的に、フレッドは羞恥に顔を赤くしながら、会場の外へと走っていく。

　まあ……気持ちはわからんでもない。







　大会は決勝トーナメントの第二回戦まで進んだ。

　二回戦もオレはあっさり勝利。ヌーラも準決勝へとコマを進めている。

　第二回戦の注目はシストラ対ジェームズの試合である。

「ジェームズさまああ！　そんな女殺やっちゃってー！」

「優勝よー！」

「抱いてー！」

　ジェームズファンの声援がひどい……。

『シストラ選手にとっては、アウェーのような大歓声ですね』

『彼には騎士団や王宮以外からも、多方面からスカウトが来ていますし、間違いなく数年に一度の優秀な学生です。優勝候補筆頭と言われていますね』

『これまでの試合を見ても、ジェームズ選手は危なげない展開で勝利しています。シストラ選手がどこまで食くらいつけるかが見所ですね』

　たしかにジェームズは強い。

　突出した特殊能力などはないものの、全ての要素が高いレベルでバランスが取れている。

「貴女あなたの実力は予選と一回戦で見せて頂きました。手加減できる相手ではなさそうだ。悪いけど、全力でいきますよ」

　ジェームズの武器は、身長よりも少し長い杖つえだ。杖の先には二つの宝玉があしらわれている。

　宝玉つきの杖は、柄の部分よりも宝玉に意味がある。柄を伝って送り込んだ魔力を、宝玉が増幅してくれるのだ。ジェームズが使っているのは、特定の属性を増幅するタイプだ。用途が限定されている分、効果は大きい。

「望むところです！」

　シストラが構えた杖は指揮棒タイプの短いものだ。このタイプは霊木から作られることが多い。先端に魔力を集中しやすくなるため、魔法の発動効率が良くなる。

　得意な魔法属性を絞るまでは、指揮棒タイプを使うのが一般的だ。

　今回シストラは、杖の重量も考えての選択である。

「岩壁ストーンウォール！」

　先にしかけたのはジェームズだ。本来は術者の眼前に岩の壁を出現させる魔法だが、壁が出現したのはシストラの足下だ。なんとか打ち上げられる前に、岩壁から飛び降りたものの、バランスを崩してしまう。

『おおっと！　シストラ選手、これまでに見せていた魔法障壁の呪文詠唱は中断してしまったようです。先手必勝は不可能か！』

『無詠唱でアレンジ付きの発動ですね。なかなかの高等技術です』

　さすがに準々決勝ともなると、同じ戦法は通じないな。

「火炎槍フレイムジャベリン！」

　ジェームズが無詠唱で出現させた炎の槍は、縦になってジェームズの横に浮遊している。さらに彼はシストラに突っ込みながら、もう一本追加した。

『ジェームズ選手、ここに来て初めて見せる技ですね』

『これはかなりのアレンジですね。本来は投げて使うフレイムジャベリンを、投げずにキープしているようです。おそらく、事前にプログラムした通りに自動で動くはずです。授業では教えていないので、独自に編み出したのでしょう』

『それを見せるということは、シストラ選手を強敵と認めたのか、それともスカウトへのアピールか！　一方のシストラ選手は、魔法障壁以外の戦い方を見せるのは本大会初めてとなります！　さあ、注目していきましょう！』

　ベルリーナの言う通り、なかなかの使い手だ。得意属性は土と火か。風が含まれないだけ、この大会ではまだやりやすいとも言える。

「大地槌アースハンマー！」

　先に次の魔法を発動したのはジェームズだ。掲げた杖の先に、ちょっとした小屋ほどの岩を出現させ、シストラに向かって振り下ろした。

　直撃すれば即死間違いなしの攻撃だ。学生の試合で使う魔法じゃないぞ。

　シストラはバックステップで岩塊を避よける。

　轟ごう音おんと共に、魔力で強化されているはずの舞台が一部、粉々に砕け散り、大量の土煙を上げた。

「氷結槍アイスジャベリン！」

　鼻先をかすめた凶器に目を剝むきながらも、シストラは魔法を発動。土煙の中へ氷の槍やりを放り込んだ。

「ぐあ！」

　土煙から飛び出したジェームズの右手が凍りついている。にも拘かかわらず、もう一方の手からは炎の槍が放たれた。

「氷結槍！」

　シストラはそれを氷の槍で迎撃する。正面からぶつかりあった二つの槍は、大量の水蒸気を上げて消滅した。

「ジェームズさまあ！」

「ちょっと！　見えないわ！」

　舞台をまるごと覆うほどの土煙と水蒸気に観客や実況も戸惑っている。

　当然、舞台上の二人の視界も奪われている。オレは透視の魔法で戦況を見守る。

　先に相手の気配を捉えたのはシストラだ。狩りで鍛えてきただけはある！

　今の魔法の衝突も狙ってやったのだろう。正面から戦うのは不利と見ての作戦だ。

　シストラはジェームズに氷の槍を放った。

　しかし、氷の槍はジェームズに届くことなく、水蒸気の濃度を上げただけだった。

　ジェームズの横に浮いていた炎の槍が、彼を自動で護まもったのだ。

　視界の悪さを利用しているのは、ジェームズも同じだ。

　彼は炎の槍を一本、近くに停滞させたまま、新たに出現させた槍を投とう擲てきし、シストラを狙う。

「ひゃあ！」

　すんでのところでシストラは炎の槍を避けた。

　その隙に、ジェームズの傍そばに停滞している炎の槍は二本になっている。

　槍の熱でジェームズの周囲から水蒸気が徐々に引いていく。

　そこへシストラが突っ込んた。

「僕の守護ジャベリンデする槍ィフェンダーに正面から挑むのは無謀だよ！」

　シストラの左右から、炎の槍が襲いかかる。

　彼女はそれらを、素手で捕まえた。

「な!?」

　驚くジェームズの隙を見逃さず、シストラは摑つかんだ炎の槍で殴りかかる。

『なんと、シストラ選手が炎の槍を素手で摑んでいる！』

『火炎拳フレイムフィストですね。本来は素手で火属性の攻撃をするための魔法ですが、面白い使い方をするものです』

　視界が悪い状態で使ったのも効果的だった。

　魔法の発動を隠すことによって、ジェームズに狙いを悟らせなかったのだ。

　シストラが両手を交差するように振った二本の槍が、身をのけぞらせたジェームズの鼻先をかすめる。
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「帰還バックムーブ！」

　短く呪文を唱えたジェームズの声に従い、先ほど投擲した三本目の槍がシストラの背中を狙う。先ほど放った槍は、普通の魔法と見せかけて、遠隔操作可能なものだったのだ。アレンジ版は二本と見せかけた見事な作戦である。

　ジェームズは、シストラが振り返ることを期待したのだろう。

　しかし、彼女はそうしなかった。

　次の呪文を唱えるジェームズの首元に、炎の槍を突きつけた。

　意表を突かれたジェームズの皮膚がじりじりと焼ける。

　そして、背中三本目の槍がシストラの背中に届く直前──

　ぼしゅっ、と鈍い音と共に炎の槍は弾はじけて消えた。

「対炎魔法!?　フレイムフィストといい、水蒸気をより上手うまく使っていたのはキミの方だったようだね。……まいった。僕の負けだ」

　その光景に目を見開いたジェームズがそう宣言すると、会場は割れんばかりの拍手と、ジェームズファンによる悲鳴、ジェームズに賭けていたであろう連中からの罵声や、純粋なファンからのねぎらいなど、様々な声に包まれた。

『大番狂わせだああ！　シストラ選手の勝利です！　優勝候補が準々決勝で一年生にまさかの敗退！　霧の中で何かあったのか、実況できなかったことが大変悔やまれます！』

　実況も興奮を抑えきれない中、ジェームズは自分に治癒魔法をかけつつ、シストラをエスコートするように選手控え席へと戻って来る。

「一つ教えてくれ。なぜ背中に対炎魔法を？」

　そう、シストラはあらかじめ自らの背後に対炎魔法を展開していたのだ。

「炎の槍を自由に操れる魔法が使えるとしたら、背中から狙うかなって思ったんです。ほら、森の獣は風下と死角から襲ってきますから」

「あっはっは！　僕を獣と同列にしたのはキミが初めてだよ！　気に入った！　どうだい？　将来、うちに来ないか？　僕は平民でも気にしないよ」

「お断りしますね〜」

　普通なら泣いて喜びそうな誘いをあっさり断ったシストラは、オレの隣にちょこんと座った。

「なぜだい？　悪い誘いではないだろう？」

　オレの隣に座ったシストラを見下ろすジェームズの頰が僅かに引きつっている。

「平民でも気にしない、なんてわざわざ言うってことは、力一杯気にしてるってことじゃないですか。それに、あたしには最高の師匠がついているので、他の人はいらないです」

　シストラがオレをちらりと上目遣いで見る。

「ふうむ……キミが師匠か。試合での活躍は見せてもらったよ。決勝で戦えるのを楽しみにしていたんだけどね」

　彼は確かに強いが、オレが戦ってみたいと思うほどではない。ひょいと肩をすくめてみせると、ジェームズは片眉を撥はね上げた。ここで気の利きいた返しをしてくるなら一流だが、まだまだ若い。

「……シストラ君も準決勝前だからね、邪魔をしちゃいけないな。この辺で失礼させてもらうよ。僕に勝ったからには優勝してほしいね。もっとも次の相手はヌーラだから、シストラ君なら勝てるだろうけどね」

　そう爽やかな笑顔で言い残すと、ジェームズは立ち去った。

「平民扱いされるのなんて、別に気にしてないだろ」

「断る口実だよ。あたしはずっとディータの弟子なんだから」

　にぱっと笑ったシストラが腕をからめてくる。

「あ、あたしも……」

　エルデも反対の袖をつまんできた。

　ここで少し遠慮がちなのがエルデらしい。

「あたし……勝てるかな？」

　三年生の控え席にヌーラを見つけたシストラが、オレに腕をからませたまま、不安げにつぶやいた。

「ディータと決勝で戦ってみたいけど……なんだか怖いんだよね、あの人」

「そう感じるなら、絶対に無理はするな。シストラの勘は正しい」

「ディータがそんなこと言うなんて……そんなに強いの？」

　オレが真剣な表情で頷うなずくと、シストラは身震いし、小さく頷いた。







『さあ、決勝トーナメント準決勝第一試合！　三年ヌーラ選手対、一年シストラ選手！　ジェームズ選手を破ったシストラ選手に注目ですね』

『あの娘……面白いわね』

『と言いますと？』

『あ、いえ……なぜあれほど怯おびえているのかと疑問に思いまして。これまでの試合を見るかぎり、彼女がそれほどヌーラを警戒する理由はないはずなんですけどね』

　ベルリーナが言うように、ヌーラと対たい峙じするシストラの膝が震えている。

『ヌーラ選手はこれまで不思議な勝ち方をしていますからね。警戒する気持ちもわかります。さあ、どんな結果が待っているのか！　良い試合を期待しましょう！』

「ショックだなあ。前に会った時もそうだったけど、そこまで怯えることないと思うけど。キミ、かなりツヨイでしょ。その歳としでよく鍛えたものだよ」

　おどけてみせるヌーラだが、その立ち姿には一切の隙がない。

「シストラほどの相手と対峙しているのを傍から見て初めてわかったわ……。アレは何者なの……？」

　オレの隣で、エルデが本能的にヌーラのことを『アレ』と表現した。

「決勝戦でわかるかもな」

「シストラは負けるってこと……？」

「勝ってほしいさ。だが、負けるなら、安全に負けてほしい」

「それほどの相手ってことね……」

　エルデが視線を舞台へと戻す。

　試合は膠こう着ちゃく状態が続いていた。

　シストラが防御魔法でガチガチに固めるのに対し、ヌーラが散発的に魔法で攻撃する。その繰り返しだ。

　まずいぞ……。攻めろ、シストラ。勝つにしろ、負けるにしろ、ヌーラに本気を出させるな。

『今大会決勝トーナメント初の膠着状態です！　さあ、両選手どう攻めるのか！』

『魔法の試合は高火力か搦からめ手のぶつけ合いですからね。短期決戦になるのが基本です。二年ほど前に、お互い口を塞いでの殴り合いになったこともありましたが、ああいうのは例外ですね。なにより、学生が強力な防御魔法を使えること自体が少ないので、持久戦にはなりにくいのです』

『なるほど！　シストラ選手の実力が光りますね。さあ、ヌーラ選手、ここからどう攻めるのか！』

　シストラはドーム状に展開した半透明の魔法障壁を、徐々に拡大していく。予選時よりも、魔力消費を大きくし、強度を上げている。

　当然ながら範囲を大きくしていくと強度を維持するのは難しくなるが、シストラは額に汗を浮かべながら魔法を維持している。

「たいしたものだ。こうみえて、僕のフレイムジャベリンは鉄をも溶かすんだけどね」

　ヌーラの独り言は盛り上がる観客席には聞こえない。聴覚強化と音声選別を同時展開しているオレだけが聞き取ることができるのだ。

　その後も、ヌーラが散発的に魔法を放ちながら、ジリジリ下がる展開が続く。

『ヌーラ選手、このまま場外に押し出されてしまうのか！』

「ヌーラ！　逃げてんじゃねーぞー！」

「せっかくだから勝ってけー！」

「一年に優勝なんてさせるなよー！」

　実況に続き、三年生からのヤジが飛ぶ。

　ヌーラはそれらに全く興味などなさそうに、顔に薄い笑みを浮かべたまま魔法を放ち続けている。

　やがて、シストラの魔法障壁がヌーラを舞台端まで追い詰めた。

　観客の殆ほとんどがシストラの勝利を確信をしたその時、ヌーラがふわりと空中に浮かび、ドームの頂上に降り立った。

　ヌーラはドームにフレイムジャベリンを突き立てる。

　魔法障壁のドームがバリバリと放電し、ドームの頂上に少しずつ穴が空いていく。

『おおっと！　今大会初めて、シストラ選手の魔法障壁が破られようとしています！』

　実況は知らないようだが、二人が発動している魔法でこんな反応は起こらない。

　ヌーラはフレイムジャベリンでドームを侵食しているように見せかけて、その先端に魔法障壁を侵食する別の魔法をかけているのだ。

　王立学校とはいえ、学生レベルでできることではない。

「魔法障壁が保もたない……なら！」

　シストラは魔法障壁を解除し、炎の槍やりを構えながら降ってくるヌーラを見上げた。

　ヌーラはシストラに向かって槍を投とう擲てきしつつ、次の呪文を唱え始める。

　横に転がって槍を避よけたシストラは、ヌーラの着地に合わせて二本のアイスジャベリンを放った。

　うまい！　そのまま着地しても、空中で停止しても、どちらかはヒットする位置だ。

　二本同時生成した分、一本は小さいが、試合ならばそれで十分！

　そのまま着地することを選んだヌーラが、左手でアイスジャベリンを払うと、バリンッと乾いた音を立てて氷の槍は砕け散った。

「なっ!?」

　驚きょう愕がくするシストラに向けられたヌーラの人差し指が一瞬発光したかと思うと、シストラの肩に穴が空いた。

「きゃぁっ！」

　肩を押さえたシストラは膝をつく。焼かれて血は出ていないものの、大おお怪け我がには違いない。

　ヌーラが地面をすべるように、シストラへと迫る。

　シストラは痛みに顔を歪ゆがめながらも、回し蹴りで応戦するが、腕で捌さばかれ、羽交い締めにされてしまった。

　手で口を押さえられ、呪文を封じられたシストラはもがいて脱出しようとするも、身動き一つできない。

「ギブアップしなよ。ここで命をかけることなんてないだろ？」

「んー！　んんんー！」

　耳元で囁ささやくヌーラに、シストラは視線で抗議しつつ呻うめく。

　しかし、それなり以上に鍛えているはずのシストラの膂りょ力りょくをもってしても、ヌーラの拘束から抜け出すことはできない。

「困ったなあ。この状況でキミに重傷を与えてしまうと、反則負けになるんだよね。かといって、ギブアップはしなさそうだし……。そうだ、ちょっと恥ずかしい目にあってもらおうかな。とても良い体をしているから、素敵なサービスになると思うんだよね」

　ヌーラがそう言うと、シストラの着ている制服の胸元が弾はじけ、胸の谷間が大きく露あらわになる。

　あの野郎、シストラに何しやがる！　気絶させることだってできるはずだ！

「シストラ！　ギブアップしろ！」

　気付いた時には、会場に響く声でそう叫んでいた。

　だがシストラは首を縦に振ろうとはしない。

「そいつはオレが倒す！　だから諦めろ！」

『観客席から熱い声が届いています。恋人でしょうか？　これは後でシストラ選手のファンに殺されそうですね。さあ、どうするのかシストラ選手。いずれにせよこのままでは、審判からストップが入るでしょう』

　それでもなおなんとかしようと、しばらくもがくシストラだったが、やがて力を抜き、小さく頷いた。

「シストラをあんな簡単に……あれほどの実力者がなぜ今まで注目されなかったの……？」

　エルデが呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「隠してたのさ。学校の成績を気にしないなら可能だ」

「何のために……？」

「さあな……」

　予想はつくのだが、ここで語るべきことでもないだろう。

　大会運営による治療を断って、シストラが控え席に戻ってきた。

「負けちゃった……」

　悔しそうに唇を嚙かみしめるシストラの傷を診る。

　そういえば、シストラがオレ以外に負けるのって、これが初めてだな。

「ひどい怪我……」

　傷を見たエルデが顔をしかめた。

　オレは口の中で短く呪文を詠唱する。

「ディータがあたしに教える時以外で詠唱してるの、初めて見た……」

　怪我した本人の治癒能力を上昇させるだけでなく、体組織を生成する必要があったからだ。

　シストラは自分の怪我がひどいものだったとあらためて自覚したらしく、ガクガクと震えだした。

「うそ……肩に空いた穴がどんどんふさがっていく……。なにこの魔法……」

「これ、骨も再生してるの？」

「腕を移植する方法があるというのは文献で読んだことがあるけど、再生だなんて伝説でしか聞いたことないぞ」

　近くで見ていた学生達が集まってくる。

「これでよし。違和感はないか？」

「ん〜。大丈夫。ありがとね」

　怪我をした腕をぐるぐると回したシストラが笑顔を見せた。

　しかし、その裏にはやはり、悔しさと恐怖が見え隠れしている。

「敵はとってくる」

「うん……勝って。でも、次は絶対自分で勝つから！」

　今度こそ、シストラは満面の笑みを浮かべた。この切り替えの早さが彼女の良いところだ。

「決勝の前に俺がいる。悪いが貴様は決勝には行けないぞ」

　突然やって来てそう言ったのは準決勝でオレと戦うリヒテンとかいう三年の男子だ。制服の下からでも、鍛えた筋肉がよくわかる。学内でもトップクラスの上背に、その体格でなにかと目立つ奴やつだ。

「お手柔らかに頼みますよ、先輩」

「ふんっ！　その余裕もすぐ泣き顔にしてやるさ」

　リヒテンはビシッとオレを指さすと、今度はエルデの前にひざまずいた。

「エルデ姫、今日こそあなたが欲しい。俺の強さは十分に見られたはず。今日こそ色よい返事を聞かせて頂きたい」

「私は自分より強い男と結婚したいの。私と闘いたければ、彼を倒してからにして」

「コイツを倒せば、俺の求婚を受け入れてくれるのですね？」

　エルデの返答に、リヒテンはオレを睨にらみつけた。

「倒せればね。その代わり、負けたら二度と私にまとわりつかないでください」

「しかと聞きましたよ！　うおお！　絶対に勝つ！」

　力強くそう宣言したリヒテンは、観客席から舞台へと飛び降りて行った。

「おいエルデ……。自分より強い男と言っておきながら、オレに勝てってのは酷じゃないか？」

「本人が納得したのだから問題ないんじゃないかしら」

　このあたりのしたたかさは、さすが王族だ。

「フレッドといい、リヒテンといい、女のことで頭いっぱいか」

「王立学校に通う学生であれば、結婚相手として認められる場合が多いの。だから、自分で相手を選びたい場合、在学中が大きなチャンスなのよ。リヒテンは入学当初からしつこく言い寄ってきたのだけど、彼の家柄的にどうしても王族の血を入れたいのでしょうね。没落もいいところだから。たとえ魔法を使えない王族だとしても欲しいんでしょ。あんな将来性のないところに嫁に行く気はないわ」

　エルデはそう言って、うんざりしたように口元を歪めるのだった。







『さあ決勝トーナメント準決勝二試合目！　勝利者は決勝でヌーラ選手と戦うことになります！　三年リヒテン選手対、一年ディータ選手！』

　オレとリヒテンは大きな拍手の中、距離を取って対たい峙じする。

「まずはキミに俺の実力を見せてやろう」

　リヒテンがそんなことを言い出した。

　見せたいのはオレにではなく、エルデにでは……という言葉が喉元まで出かかったが、すんでのところで吞のみ込んでおく。

　リヒテンは大仰な身振り手振りで、長々と呪文を唱え始めた。

　かなり余計な文言がまざった非効率的な呪文構成ではあるが、大爆発をおこす魔法だ。

　ちなみにリヒテンの動作にはなんの意味もない。

『火炎フレイムエク爆裂スプロージョン！』

　リヒテンはただでさえ大きな彼の身長を超える長い杖つえを上空に掲げた。

　杖の先端にはめ込まれた宝玉から射出された拳大の赫あかい光の球が空高く飛んで行き、巨大な爆発を起こした。

　遅れてやってきた轟ごう音おんと衝撃波に、観客達は思わず身を伏せた。遥はるか上空で起きた爆発にも拘かかわらず、観客席から荷物や帽子が乱れ飛ぶ。

　爆発の威力は、ちょっとした屋や敷しきならまるごと吹き飛ばせるくらいか。

　なるほど、自慢したくなるのもわかる威力だ。

「俺はこれで騎士団から大量のオファーをもらっている。ギブアップするなら今のうちだぞ」

　既に勝ちを確信したという顔である。

　実際、戦争となれば遠くからこの魔法を数発撃ち込むだけで、戦況をひっくり返すことができるだろう。魔法耐性を持たないタイプなら、ドラゴンにも重傷を負わせられるかもしれない。

「ショーは終わったか？」

　しかし、一対一で見合った状態で、威力が高いだけの魔法など無意味だ。

　難易度の高い魔法を扱うジェームズにシストラが勝ったのもそこが理由である。魔法は使い方なのだ。

「ふん、下手な強がりは死に繫つながるぞ」

　コイツは相手の実力を見抜く目を養った方がいい。戦場であっさり死ぬぞ。

「さあ行くぞ──な？　体がうごかがががもごもごもご」

　オレは無詠唱、無宣言で魔法を発動。まずは呪文を唱えるべく杖を構えたリヒテンの自由を奪う。もちろん口と喉も含めてだ。

「ふごふご！　ふごー！」

　次に、なんとか体を動かそうとするリヒテンを浮遊させ、そのまま場外へと優しく運んでやる。

「ふごー！　ふふごー！」

　激しく抗議しているようだが、そんなものに付き合ってやる義理はない。

　そっと彼を場外に下ろし、両足が地面に着いたところで、体の自由を返してやる。

『しょ、勝負ありです！　まさかの一瞬で決着！　準決勝においてここまで一方的な試合がかつてあったでしょうか！』

『ディータ選手は素晴らしく高度なことをやっているのですが、試合的には全く盛り上がりませんね』

　必死に煽あおる実況に、さくっと水を差すベルリーナである。

「なんだ今の試合は！　ちゃんと戦え！」

　舞台を降りたオレにかけよってきたリヒテンが猛抗議をしてきた。

　しばらく場外にころがしておけばよかったな。

「まずはオレの捕縛バインドを破れるようになってから言ってくれ」

「貴族に向かってふがふがふが！　ふがー！」

　うるさいので魔法で口だけ塞いでおく。

　さあ、決勝戦だ。

　ヌーラに負けるなんてことはないだろう。だが、問題はそこではない。

　オレの目的は一連の魔族による暗躍を暴き、シストラに安全で楽しい学校生活を送らせることなのだから。











第七章　魔族の本気









『学内トーナメントもいよいよ最後の試合となりました！　三年ヌーラ選手対、一年ディータ選手！　幸運の裏に確かな実力を隠したヌーラ選手が勝つか、決勝戦まで上がってきたダークホースの一年生、ディータ選手が勝つか！　注目していきましょう！』

　オレとヌーラは舞台で対峙する。

　ヌーラは開始の合図前から既に、筋力ストレング強化スブーストや魔法防御上昇など各種魔法を発動済みだ。

　それはオレも同様である。ヌーラほど念入りにはかけていないが。

「構えて……始めッ！」

　審判の合図と同時に突進してきたのはヌーラだ。

　強化された脚力を使っての高速移動。かつ、手に持つ短たん杖じょうに魔力を集中させている。オレが無宣言発動を使えると知って、遠距離での手数勝負になるのを避けたのだろう。

　オレとの距離が三歩ほどになった間合いで、ヌーラが杖を振りかぶる。

　その瞬間──

　ドゴォン！

　会場中に轟音が響き渡った。

　オレの拳がヌーラの鳩尾みぞおちに突き刺さったのだ。

　観客からすれば、オレが瞬間移動したようにしか見えなかっただろう。

　会場は先ほどまでの喧けん噪そうが噓うそのように、一瞬にして静まり返った。

『実況席からもよく見えませんでしたが、今の轟音はディータ選手による一撃だったようです！　拳であれほどの爆音が出るものなのか！　それを耐えたヌーラ選手もすごい！』

　実況により、徐々にざわめきが戻りはじめる。

「なっ……がはっ……」

　ヌーラの口から赤い血と、魔ま瘴しょう気きが漏れた。

　魔瘴気は観客から見えないよう、瞬時に浄化する。まだ彼が魔族であることを周囲に知られるわけにはいかない。ここで大会が中止になるのは避けたいのだ。

　ヌーラが吹き飛ばないよう、相手の背中に不可視の壁を作った上での一撃だ。

　今のを食くらって、意識を保っていられるとは思ったよりも丈夫だな。

「僕の多重防御魔法に肉体強化をやすやすと……ぐっ……貴様、何をした？」

　ヌーラは片膝をつきつつ、自分に治癒魔法をかけている。

「強めに殴っただけだ」

「バカな……どれだけ強化したとしても、ただの拳で僕にこれほどのダメージを与えるなんてできるはずがない」

「はずがない、なんて言葉は全知全能の神にでもなってから言うんだな。無知が知れるぞ」

「うるさい！　貴様らに比べれば、僕は神にも等しい力を持っている！」

「若いな」

　いくら観客席まで声が届かないと言っても、化けの皮が剝がれるのが早すぎではないだろうか。

「貴様よりは長く生きている！」

　魔族ということを考えても、せいぜい見た目の二、三倍といったところか。やはり若い。こちとら、十六年と五千億年ほどの積み重ねがあるのだ。

　杖を持っていない方のヌーラの手の指が、一瞬輝いた。

　最初の人生でオレとシストラを苦しめた技だ。

　今なら子供の投げた毛糸玉よりもゆっくり見える。

　この技の正体は、凝縮した魔力の高速射出だ。魔法として練られていない分、魔力の消費効率は悪いが、発動が極めて早い。人間よりも多くの魔力をもつ魔族ならではの技であり、種を知らない人間に防ぐ術すべはないだろう。

　シストラの肩を焼いた一撃を、オレはデコピンでヌーラへと撃ち返す。狙ったのはちょうど、シストラが焼かれた場所だ。

「ぐあっ!?　跳ね返しただと!?」

　防御魔法のせいで貫通には至らなかったが、衝撃で肩が外れたらしい。ヌーラは杖を取り落とし、右腕をだらりと垂らしながら苦痛に顔を歪ゆがめている。

「この技が見切られるはずがない！」

　今度は連続で四発。オレはその全てを掌てのひらで受け止めた。ヌーラの魔力は、小さな球体となって、掌の前で浮遊している。

「弾くだけでなく、停滞させただと!?　他人の魔力をか!?」

　驚くヌーラが次の手を打つより早く、オレは停滞させた五つの魔力球を、火、水、風、土へと変質させる。

　火を爆発球体にして射出。水を氷にしてヌーラの両手を凍結。風の渦で呼吸と声を奪い、土魔法で舞台から突き上げた。

　上空へと飛ばされたヌーラに、火球が直撃し、大爆発を起こす。

『おおお!?　四属性同時攻撃！　ヌーラ選手の安否が気遣われます！』

　やがて爆炎が晴れると、そこには肩で息をするヌーラの姿があった。

『無事だあ！　あの爆発を受けてなお、まだ戦えるようです！　今年の決勝戦はレベルが高い！』

　舞台へとゆっくり降りてきたヌーラは、鬼のような形相でオレを睨にらんでくる。

「他人の魔力を使って魔法を発動しただと？　そんなことができる人間なぞいるはずがない！」

「ここにいる」

　魔力の質は人によって異なる。魔道士はまず自分の魔力を理解するところから始め、それについて理解を深めることで、複雑な魔法を使えるようになっていく。それを極めることは一生かかってもできはしない。他人の魔力を操るとなればなおさらだ。

　だがオレは、転生の度に異なる魔力を経験してきた。百億種の魔力を操った経験をもってすれば、この程度のことは造作もない。

「わかったぞ！　幻術だな！　僕に幻術をかけるとはやるじゃないか！」

　オレを殺し、シストラを苦しみの連鎖に引き込み、先ほどは彼女の肩を焼き、さらに辱はずかしめようとした男。それがこの程度とはな……。

　こいつがいなければ、シストラは最初の人生で幸せな一生を送れたかもしれないのだ。

　ああ……知っているかぎりの手段でいたぶり殺したい……。

　そんな暗い考えが頭をよぎるが、すぐに振り払う。

　シストラにそんなものを見せるわけにはいかないし、ここでヌーラが魔族であることを暴いて大会が中止になるのはやはり避けたい。

「ぐぐ……これ以上の失敗は……幻術だろうがなんだろうがかまうものか……。こうなったら全力だ……」

　ぶつぶつとつぶやくヌーラの目つきが、追い詰められた獣のそれに変わった。

「火炎柱フレイムピラー！」

　ヌーラの発動宣言と共に、オレを中心に足下から炎が噴き上がった。

　本来は、大人が両手を広げた程度の効果範囲を持つ魔法である。だがヌーラが発動させたのは、舞台の半分を覆うほどの範囲だ。その高さは十階建ての塔も超えるだろう。

『ヌーラ選手、ここに来て大魔法を発動！　実況席まで熱風が襲ってきます！　ディータ選手は大丈夫なのか!?』

「あいつ……あんな魔法使えたのかよ……」

「もしかして、リヒテンやジェームズより強いんじゃ……」

　渦巻く炎の轟ごう音おんの中、三年生達のつぶやきが、オレの耳には聞こえている。

　これまでヌーラは、なんとか実力を隠したまま戦ってきていた。それはおそらく、魔族だとバレずに学校に潜入し続けるためだろう。だが、なりふり構わなくなってきた。バレてもいいからオレを倒そうというのだ。

　つまり、彼が大会で勝ち上がってきた目的はオレということになる。

　王都でなにかと嗅ぎ回っていたのがオレだという予想はついていたが、証拠もなく、隙も見せないので、ここでなんとかしようと考えたのだろう。誰も手を出せない一対一ならなんとかなるとでも思ったのだろうか。

　黒幕の指示なのだろうが、オレをなんとかしようとするには力不足だ。

　オレは無造作に腕を横へと払った。

　ただそれだけで、炎の柱が霧散する。

『ディータ選手無事だ！　それどころか、服に焦げ目一つついていません！』

「なっ……バカな！　どうやって……」

　若い魔族は自身の魔力を過信し、魔法の効率化やアレンジをさぼる傾向にある。それを補ってあまりあるほどの魔力が彼らにはあるからだ。

　だがそれでは、より魔力の大きい相手に勝つことはできない。

「種明かしをしてやるよ」

　そう言ったオレの全身から炎が噴き上がる。

「全身を属性化させているだと!?　そんな魔法、存在しないはずだ！」

　この魔族は……いや、世界中の人間がそうだが、魔法について大きな勘違いをしている。

　魔法があって、現象が起こるのではない。現象を起こす手段として魔法があるのだ。

　故に、世に秘匿されたり新たに生み出される剣の奥おう義ぎがあるように、魔法が生み出されることもありうる。魔法という便利な決まりをそのまま受け入れている連中にとって、新たな魔法という存在そのものが想像だにしないものかもしれないが。

『自分を炎にしてしまえば熱くない。そういうことでしょうか、解説のベルリーナ先生』

『そうですね。口で言うのは簡単ですが、正直私にもどうやっているのかわかりません』

『なんと！　王立学校の先生にすらわからない魔法とは！　ディータ選手とはいったい何者なのか!?』

「ならば……氷爆球アイスボム！」

　空へと掲げたヌーラの両手の上に、一抱えほどの氷の塊が出現した。

　本来は人の頭ほどのサイズであり、衝突した対象の周辺を凍り漬けにする魔法だ。それがこの大きさである。
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　舞台どころか、観客席の前列あたりまで影響がありそうだ。

「炎ごと凍らせてやる！」

　ヌーラが両手を振り下ろすと同時に、氷の塊がオレへと飛来する。

　氷を投げているように見えるこの魔法だが、着弾地点に冷気を撒まき散らすことからわかるように、この段階ではまだ物理現象を起こす前の、属性と機能パターンの記録された魔力の塊である。

　つまり──

　オレは氷の塊を両手で受け止めると、それを消滅させた。

「なにがおきた!?」

「魔法を分解したんだよ」

「噓だ！　そんなことできるはずがない！」

　先ほど彼の技を受け止めた際に魔力パターンは解析済みだ。

　そうなればあとは簡単だ。解析妨害もされていない単純な魔法など、多少出力が高い程度なら分解できる。魔王クラスになると、魔法を放つ度に魔力パターンにゆらぎを持たせてくるものだが、己の力におぼれるヌーラに、そういった工夫はみられない。

「くそっ！　どうせその炎で蒸発させたんだろ！　こいつを食らえ！　氷結槍アイスジャベリン！」

『ヌーラ選手！　今度は二十本同時のアイスジャベリンを無詠唱で展開！　ものすごい魔力です！』

　ならば望み通り、身に纏まとう炎で蒸発させてやろう。

　オレは飛来する氷の槍やりにかまわず、ヌーラに向かって歩みを進める。

　本来オレに突き刺さるはずの槍は、体から噴き出す炎で瞬時に蒸発した。

「アイスジャベリンアイスジャベリンアイスジャベリンアイスジャベリンンンンンンンッッッ！」

　合計百本以上の槍が蒸発し、その水蒸気もまたオレから発せられる高熱で霧散していく。

「う……あぁ……あぁぁ……」

　ヌーラは氷の槍を放ちながら、ジリジリと後退していく。

　片足を場外へと踏み外しかけ、慌てて回り込もうとするも、オレが軽く手を払うことで、炎が翼のように展開し、行く手を阻はばむ。

「うああああぁ！」

　追い詰められたヌーラは、その手に魔力で剣を生成し、斬りかかってきた。指から魔力を射出する技の応用だろう。魔族によるこういった技の多くは、そこいらの魔剣を凌しのぐ性能を持つ。

　なりふりかまわず、殺しに来ている攻撃だ。

　だがオレはその一撃を二本の指で止めた。

「ぐっ……くそっ！　なんで斬れないんだ！」

　剣を押し込もうとしてくるヌーラの体表面が、バリバリと耳みみ障ざわりな音を立てながら放電している。オレの炎に焼かれ、何重にも展開している防御魔法が破れているのだ。

　やがてヌーラの制服がぶすぶすと煙を上げ始めた。

「くっ……」

　剣を引こうとするヌーラだが、それを許すオレではない。さらに、剣を形成する魔力を操り、ヌーラが剣から手を離せないように人体操作の魔法を送り込む。

「なっ……手が離れな……くそっ……体が焼ける……」

　防御魔法を追加で展開し続けるヌーラだが、オレの炎がそれを破る速度の方が早い。

　こいつのせいでシストラが……このまま焼き殺したい……。

　そんな衝動にかられるが、じっと心を落ち着かせる。

「わからないな。なぜそんな憎しみのこもった目を僕に向けるんだ……。恨みたいのは僕の方だというのに……」

　たしかにこのヌーラは違う。

　だが、それで許せるようなら、百億回も人生を繰り返していない。

　何より、さっきの試合でシストラをひどい目に遭わせたことは絶対に許さない。

　オレはちらりとシストラを見る。

　彼女はオレが勝つことを確信した笑顔で、声援を送ってくれている。

　あの笑顔を曇らせてはならない。

　小さく息を吐いたオレは、体から炎を消した。

「た、助か──」

　安あん堵どしかけたヌーラだが、オレは剣の先をつまんだまま持ち上げた。剣から手をはなすことのできないヌーラは、オレの頭上で宙ぶらりんになる。

　さらにオレは、残されたヌーラの防御魔法を強引に全て解除した。

　──バリバリバリバリバリッ！

　耳障りな音と、放電の中、ヌーラは呆ぼう然ぜんとオレを見下ろしている。

　オレはそんな間抜け面づらを晒さらしたヌーラの拘束を解くと、落下してきた彼の頰を殴りつけた。

　頰骨の砕ける感触が手に伝わってくる。

「ぐはぁっ！」

　死なないよう手加減したが、地面に打ち付けられた彼の肩は砕けただろう。

　地面に這はいつくばって呻うめくヌーラを見下ろしながら、オレは大きく息を吐いた。

　この程度で気が晴れたりはしない。

　だが、これ以上やってしまっては優しいシストラがショックを受けてしまうだろう。

『カサンドラ王立学校学内トーナメント！　決着うぅぅ！　なんと今年の優勝者は、三十二年ぶりの一年生！　圧倒的な勝利を収めたのは、ディータ選手ううぅ！』

「「「おおおおおおおっ！」」」

　実況のコールと共に、会場を大歓声が包み込んだ。同時に、賭けに負けた連中の悲鳴も聞こえているようだが。

「やったねディータ！　ディータ？　……大丈夫？」

　選手の控え席に戻ると、オレに抱きつこうとしたシストラが心配そうにオレの顔を覗のぞき込んできた。

「なんのことだ？」

　この幼おさな馴な染じみは、時々こうして何かを察してくる。付き合いが長いというのは恐ろしいものだ。

「ううん、なんでもない」

　笑顔で首を振るシストラだが、納得はいっていないのだろう。その表情はほんの僅かだけ寂しそうだ。訊きいても無駄だと悟ったのか、オレが訊いてほしくないと思っていると考えたのかはわからないが。

　こういったところは、何度転生しても本当にかなわないと思う。

「さすがとしか言いようがないわね。どんな修行をしたら、あそこまで強くなれるのかしら」

　エルデは羨せん望ぼうの眼まな差ざしをオレに向けつつも、もはや呆あきれとも言える反応だ。

　だが、ここまでは予定を消化したにすぎない。オレにとっての本番はここからなのだ。







『さあやってまいりました、エキシビションマッチ！　これを楽しみに待っていたみなさんも多いことでしょう！　まずはこの方！　教員代表、ベルリーナ先生！　昨年はその美しさと圧倒的な強さで多くの王都民を虜とりこにしました！』

　ベルリーナが観客に手を振ると、大歓声が沸き上がった。

　露出の多いローブに身を包んだその妖よう艶えんな体と瞳に、男性ファンの目は釘くぎ付づけだ。

『そして、本年度優勝！　ディータ選手！　一年生にして圧倒的な強さで優勝をかっさらった彼は、ベルリーナ先生にどこまで食くらいつくことができるのか！　なんとこの彼、ベルリーナ先生の推薦を受けての入学です！　まさに師弟対決と言えるでしょう！』

　ベルリーナほどではないが、オレにも大きな拍手が送られる。

　彼女の弟子になった覚えはないがな。

「お手柔らかに頼むわね」

　審判による開始の合図と共に、ベルリーナは手にもった長ちょう杖じょうを地面にトンと突いた。

「どうでしょうね」

　対するオレは自然体で立ったままだ。

「武器はいらないの？」

「オレの全力についてこられる武器をまだ作ってないんで」

「あら、やっと全力を見せてくれるのかしら？」

「それはあなた次第だな」

「随分自信たっぷりね」

「そちらこそ。オレの実力がわからないわけじゃないでしょう？　それとも、何か秘密があるんですかね？」

「あら、女性に秘密はつきものよ。さあ、そろそろ始めましょうか」

「ああ、始めよう」

　そう呟つぶやいたオレの声は、彼女の背後から聞こえただろう。

「……えっ？」

　舞台に上がって初めて緊張した顔を見せたベルリーナが振り返り、オレと目が合うと同時に彼女の右腕がぼとりと落ちた。

『なんとディータ選手！　瞬時にベルリーナさんの背後に出現！　その手には魔力で生成したのでしょう。輝く刃やいばが握られています！　そして心配なのはベルリーナさんの腕です！』

　エルデの奥おう義ぎのように虚を衝ついたわけではない。文字通り、目にも留まらない速度で切り抜けたのだ。

　踏み切った舞台の石も傷つけない、最高効率の動作である。

「思ったよりも速いわね。まさか私が目で追えないなんて……でも……」

　余裕の表情で拾った腕を繫つなげようとしたベルリーナの顔が曇った。

「繫がらない？　そんなバカな……。傷口も塞げない……」

　傷口から流れる血と共に、魔ま瘴しょう気きがあふれ、舞台の石を腐食させる。

『なんだあれは……ま、まさか……魔瘴気……？　でもそんな……』

　実況のつぶやきに、会場がしんと静まり返った。

「とある村で昔、免疫力が低下する病が流行はやってね。この魔法剣はその時のデータを使って開発した魔法だ」

　昔といっても、別の人生での話だが。

「人間め……なんてものを作るの……」

「しかし驚いたな。それ、魔瘴気だろ？」

　我ながら白々しいと思いつつも、傷口を剣で指す。

　オレの問いにベルリーナは小さく呼吸をすると、妖艶ながらも温和だった瞳が、殺気の籠もった鋭いものへと変わった。

　その瞬間、ベルリーナの体から強力な魔力が解放された。

　肌がぴりつき、一瞬立ちくらみのような感覚に襲われる。

　観客席ではばたばたと人が倒れていく。かろうじて意識を保っているのは、決勝に進出した選手と他数名、教員達、そしてごく一部の観客だけだ。

　抑えていた力を解放しただけでこれほどのプレッシャーが放てるとは、ベルリーナは魔王クラスだというのか。

「知っていたのね？　わざわざこの場で私の正体を暴いたということは、何か狙いがあるのでしょう？　聞かせてみて」

「この国では魔族を殺すのに理由がいらない」

　オレの答えにベルリーナは、顔に憎ぞう悪おを滲にじませた。

「魔族についての授業で『今は敵だが、滅ぼすべき相手じゃない』と言ったのは噓うそだったのね」

「噓は言ってないさ」

　ここから先の話は、ギャラリーに聞いてもらっては困る。

　オレもまたベルリーナのように魔力を解放した。

　それだけで、この場にいた人間が全員気を失った。

　立っているのは、オレとベルリーナ、そしてヌーラだけである。

「私以上の魔力ですって……？　貴男あなた、本当に人間？」

「ありもしない運命なんてものに抗あらがいきれない、ただのちっぽけな人間だよ」

「なるほどね……魔族殺しデーモンバスターか」

　デーモンバスターとは、魔族を殺すことに特化した部隊だ。その全貌は騎士団の上層部にすら秘匿されているという。

「そんな物騒なものじゃないさ。オレはあんたが魔族だから殺すんじゃない。シストラに危害を加える可能性があるから殺すんだ」

「私が魔族だから、シストラに危害を加えると？」

「被害妄想もほどほどにしてくれ。そんな理由じゃない。あんたらがやろうとしていることが問題なんだ」

「……どこまで知っている？」

　ベルリーナの雰囲気がさらに鋭いものへと変わる。

「没落しかけているノイエシュタイン家につけこんで、モンスターや人間と魔族の合成実験をしているってあたりまでだな。強力な兵士として国に売り込むつもりだったんだろう？　ヌーラを入学させたあたりから考えても、この国を内側から支配しようってところか」

「そこまで調べていたのね……。やはり王都であれこれ嗅ぎまわっていたのは貴男だった。戦闘以外も思った通り……いえ、思っていた以上に優秀だわ」

「そちらこそ、ヌーラを使ってオレをなんとかしようとしていたようだが、ご苦労様だったな」

　暗殺も視野に入れての動きをしていたようだが、それを許す隙をさらすようなオレではない。

「とりあえず殺しておいた方がよさそうとは思っていただけど……上手うまくいかないはずね。これほどの魔力を隠し持っていたのなら納得だわ。おかげでヌーラを大会で勝たせなければならなくなった。彼はこのまま役人にするつもりだったのだけどね。台無しよ」

　やはりベルリーナもオレと同じことを考えていたようだ。

　トーナメントであれば、相手に逃げられないと。

「シストラには平和に楽しく暮らしてもらいたいんでね。あんたが企たくらんでいる大きな戦争の引き金になるような計画は困るんだよ。ここまで準備したんだ、やめろと言ってやめてくれるはずがないだろ？　だったら殺すしかない。だが、王立学校の教員が行方不明になれば捜査が入る。そうなれば、疑われるのは平民で腕が立つ奴やつからだ。ならまず必要なのは、あんたが魔族だってことをできるだけ多くの証人に見てもらうことさ」

　この大会なら、王立学校の教員の他、多数の貴族が見に来ている。証人としては十分だ。目撃者が少ないと、もみ消される可能性があるからな。

　そして、彼らを気絶させておいたのは、オレが国家と魔族に関する重要な情報を握っていると知られるわけにはいかなかったからだ。よくて国のお抱え、最悪お尋ね者もありえる。オレならはね除のけられるが、シストラの幸せな一生からは大きく遠ざかってしまうだろう。

　それに、これから見せるオレの力を知られるのも面倒だ。

「三十年かけた計画がこんな人間に……魔王に戻る足がかりが……っ！」

「へえ……。あんた、かつて三人いた魔王の一人か。元ってことは、大魔王とか言われてる奴に国を吸収されたクチだろ。没落貴族が没落魔王と手を組んだってわけだ。お似合いだね」

「人間ごときが愚弄するか！」

「魔族への偏見を嫌がる割に、そんなことを言うんだな」

「黙れ！　推薦枠で取り立ててやったのに、恩を仇あだで返してくれて！」

「恩を売って、利用しようとしたんだろ？」

　強い学生を抱えておけば、それらを欲しがる貴族達に交渉権を持つことができる。さらに、学生の就職先とのパイプもできる。国を内部から操りたいなら、有効な要素だろう。

「くっ……実験体に良いい素材だと目をかけてやっていたが、もう許さない！　処分してあげるわ！」

　ベルリーナは接合できない腕を放り投げ、オレの魔法に侵食された二の腕を切り落とした。彼女が腕に力をこめると、断面から濃い魔瘴気が溢あふれだし、腕が生えてくる。

　再生した手を握って感触を確かめた彼女が、反対の手に持っていた杖つえでとんっと地面を突くと、その杖の宝玉が鈍く黒い闇を纏まとった。

「許さないのはこっちの方だ。お前の部下がシストラにしたこと、償わせてやる」

　オレも全身に魔力を漲みなぎらせる。

　それが開戦の合図となった。

　先に動いたのはベルリーナだ。

　彼女は杖の先端にショートソードほどの長さをした闇の刃を生成し、横よこ薙なぎに斬りつけてきた。

　それに対しオレは、盾で受ける動作をする。それだけで、闇の刃はオレに触れることなく弾はじかれた。

「無宣言発動どころか、集中の気配すらないですって!?」

　動作記憶発動なのだが、説明してやる義理はない。

　オレは魔力剣でベルリーナの眉間を狙って突いた。首を傾けてそれを避よけた彼女の頰に、一筋の赤い線が入った。しかしそれは、瞬時に治癒する。

「自慢の治癒阻害は解析済みよ。もう貴男に私は殺せない！」

　ベルリーナが杖を掲げると、数百本に及ぶ炎の槍やりが上空に出現した。舞台の上空をびっしり覆う数だ。

　彼女が杖を振り下ろすと、炎の槍がオレ目がけて降り注いだ。

　ヌーラとは違い、全て魔力パターンに揺らぎを作っている。分解が難しいなら耐えるだけだ。

　ヌーラの時にそうしたように、オレは全身を炎属性にした。

「そうくるのは予想済み！　火炎奪操フレイムスチール！」

　ベルリーナの指先から伸びた炎の糸がオレの手首に絡からまった。

「他人の炎を操るか」

「そうよ！　貴男が纏ったその炎、もう消すことはできないわ。自らの炎で死になさい！」

　かけられた術式からすると、自分以外が発動させた魔法の炎を強引に操作するといったところか。本来は部下が発動させた魔法を操るのに使うのだろう。魔王らしい魔法だ。

　オレの纏う炎が、口や鼻から体内に入ってこようとする。いくら全身を属性化していると言っても、呼吸ができずに窒息するだろう。

　だが──

「オレもその魔法なら使える」

　奪われた炎の操作を、逆に奪い返す。同じ魔法が使えるならば、操る対象の魔力パターンをよく知るオレの方が有利なのは自明だ。

「魔王オリジナルの魔法をあっさり真ま似ねた!?」

「元・魔王だろ。それに真似たわけじゃない。もともと使えただけだ」

「くっ……ヌーラ！」

　苦々しげに顔を歪ゆがめたベルリーナがそう叫ぶと、ヌーラが気絶しているシストラの首筋にダガーを当てた。

「動けばコイツをころ──」

　ヌーラが最後まで言うことなく、彼の頭がパンッと軽い音を立てて弾けた。

　それが、オレとシストラを百億回の連鎖に引きずり込むきっかけを作った男のあっけない最後だった。

「ヌーラ！　くっ……最後まで使えないコ」

　ベルリーナは吐き捨てるように冷たい視線を彼の首無し死体へと向けた。

　トーナメントでヌーラと当たった時、念のため、頭部に魔力を埋め込んでおいたのだ。

　もちろん爆発させる際は、血と魔ま瘴しょう気きがシストラにかからないよう調整している。

「貴男の強さはなんなの！　こうなったら……黒竜ダークドラゴンよ！」

　ベルリーナの呼びかけに応え、上空に空間の歪ひずみが発生。そこからダークドラゴンが現れた。森で見たのと同じ個体だろう。

「グオアアアアアッ！」

　頭上で咆ほう哮こうを上げたダークドラゴンの口元には既に黒い光が収束している。

　攻撃準備を完了した状態で召喚するとは、なかなかの高等技術だ。

　ブレスが来る！

「グオアアアアァッ！」

　ダークドラゴンの口から迸ほとばしる闇色ブレスは、王城の最も高い塔を破壊し、さらにその先にある山の頂を吹き飛ばした。

「次はお前達だ！　恐怖に震えて死ぬがよい！」

　ベルリーナの号令で、再びダークドラゴンの口元に黒い光が収束していく。

　真下に撃たれれば、闘技場はもちろん、王都は半壊だ。

　さらにベルリーナは、掲げた杖からダークドラゴンに魔力を送り込んでいる。このままでは、王都がまるごと吹き飛ぶほどの魔力が集まってしまうだろう。

　もちろんそれを許すつもりはない。

　力を見せつけたかったのだろうが、余計な威圧行動をとったのが運の尽きである。

　オレは拳を突き上げ、ヌーラがそうしていたように、魔力を放出した。

　もちろん威力は桁違い。ヌーラのそれが指程度の太さだったのに対し、オレのものは闘技場の直径より太い。

　天空を貫いたその光線は、ダークドラゴンをまるごと包み込んだ。

　目を焼く光が収まったその後には、塵ちりすら残っていない。

「なんだと……？　わ、私の……四千年を共に生きたダールをよくも……。おのれ……おのれええええ！」

　ベルリーナは体中から魔力を溢れさせ、握った拳をわなわなと震えさせている。その手に握っていた杖が、真っ二つに折れた。

　そして、ベルリーナの体が徐々に変質していく。皮膚が裂け、内側から角のように硬質な何かが盛り上がり、目はつり上がり、四肢が細く、鋭くなる。

　溢れる魔力に精神と肉体がついていけないのだ。

　魔族を神話に出てくる悪魔のように思う人がいるのは、これが原因だと言われている。

　圧倒的な魔力を持つ魔族にだけ起きる現象だからだ。

　魔族より大きな魔力を持つオレにも起こりうるのだが、そうならないように肉体を鍛えてきたし、魔力の出力もしっかり制御している。

　魔暴変態メタモルフォーゼと呼んでいるこれが起きるということは、本来生物として備わっているリミッターを超えていることを意味する。

　このままここで戦えば、気を失っているシストラ達に被害が出る。

「ガアアアッ！」

　獣に等しい咆哮を上げたベルリーナの眼前に、一抱えほどの黒い球体が出現した。

　球体から出ている波動で、近くの舞台が瞬時に腐食。塵となって風に溶けていく。

　高圧縮した魔瘴気に魔力を練り込んだものか！

　球体はオレに向かってまっすぐ射出された。

　避ければ観客席に被害が出るどころか、おそらく貫通して王都にまで飛んでいく。

　先ほどのダークドラゴンもそうだが、国を内側から乗っ取るような計画を練るタイプにしては、行動が短絡的だ。

　もしかして、ベルリーナの立場が脅おびやかされるような動きが、魔族側にあるのか？

　気にはなるが、今はそんなことを考えている場合ではない。

　まずはシストラや観客動員の安全確保が優先だ。シストラを護まもるのは当然だが、せっかくの証人達に死なれても困る。

　オレは球体の横をすり抜けざまそれを消滅させつつ、ベルリーナの腹部に肘打ちをめり込ませた。

「がはっ！」

　体をくの字に折り、血を吐くベルリーナ。そうして下がった顎を、オレは拳で思い切り打ち上げた。

　本来なら魔族であろうと頭部が跡形もなく消滅する威力である。

　今のベルリーナは、防御魔法を何重にもかけたうえに、メタモルフォーゼにより肉体強度も上昇している。

　顎を砕いた手応えこそあったものの、頭の形は残したまま、遥はるか上空へとぶっとんでいった。

　オレは腰をかがめて力をためると跳躍。一瞬でベルリーナの横に並ぶと、斜め前方へと蹴り飛ばした。

　ベルリーナの体は森を二つ越えたところで丘に激突。その斜面を削りながら丘を越え、その奥にある岩石地帯に激突したところで止まった。

　オレも高速飛行魔法でそれを追う。

　ベルリーナの傍そばに着地すると、彼女はちょうど身を起こしたところだった。

　魔法で編まれたはずのローブはボロボロになり、彼女の魅惑的だった体が、あちこち露あらわになっている。今は全身にゴツゴツと角つのが生え、その角からは煙となった魔瘴気が吹き出す無残な姿だが。

「よくもこんな……」

　肩で息をするベルリーナの体にできた無数の傷を、彼女の周囲に漂う魔瘴気の煙がみるみる癒やしていく。

「これだけは使いたくなかったが……このまま負けるよりはよい！」

　ベルリーナの体からこれまでで一番大きな魔力と共に、魔瘴気の煙が大量に放出され、彼女の姿を覆い隠す。

　やがて煙が消えたその中からは、さらに変貌したベルリーナの姿が現れた。

　右手の肘から先が鈍く光る巨大な闇色の剣に変わり、腰の後ろからはハサミのついた二本の尻尾、頭部には昆虫のような二つの複眼、そして全身は真っ黒な鱗うろこで覆われている。

　あの剣はかなりやっかいだな。魔術的な防御を施していないものは、おそらく何でも斬れる。切れ味ではなく、刃に触れたものを魔力で分解するタイプだ。

　ベルリーナはその場で無造作に右手の剣を振るった。

　体のすぐ横を何かが通り抜けた感覚があった後──

　ゴゴゴゴ──

　背後で地響きのような轟ごう音おんが響いた。

　ちらりと振り返ると、遥か後方で、城以上もあろうかという巨大な岩が斜めにばっさり斬られ、その上半分がずり落ちているところだった。

　超射程かつ不可視の刃やいば。それも、魔法を発動したわけではなく、剣を振るうついでに発生した攻撃だ。

　原理はオレの動作記憶発動に近い。というか、そもそも動作記憶発動は、とある魔王と戦った時に思いついたものだ。

　ベルリーナの場合、まだ自分で制御できているわけではないようだが、脅威であることに変わりはない。

　オレもまたその手に光の刃を生み出し、ベルリーナへの背後に一瞬で移動する。

　先ほどまでなら確実に首を刎はねていたであろうオレの一撃は、ベルリーナの剣によって阻はばまれた。

　それだけで、互いの頰に一筋の赤が入り、さらにその背後にある岩がばっさりと斬れ、崩れ落ちていく。

「見えるわ！」

　全てを斬り裂く剣と剣の接触点が、互いに刃を食い合いながら、術者の魔力で再生を続ける。

　武器の性能は互角。ならば！

　オレは剣から離した左手をベルリーナの腹部に添え、防御魔法矯正解除の魔法を発動。彼女の鱗一枚一枚には、万を超える多層防御魔法がかかっていたが、金属をひっかいたような甲高い音を立てて、強引に解除する。

　そのまま左手で鋼よりも硬く靭しなやかな鱗をぶちやぶり、ベルリーナの体内へとめり込ませた。内臓の生暖かい感触が、手にまとわりつく。

「ぐはっ……き、きさまあ！」

　ベルリーナは空あいた手に闇色の炎を纏まとわせ、オレの頰を全力で殴りつけてきた。

　──ドゴォッ！

　爆発にも似た轟音と共に、殴おう打だの衝撃で上空の雲は散り、地面には巨大なクレーターができた。

　それでもなお、オレの頰は無傷だ。殴られる場所がわかっていれば、魔力を集中させれば大抵の攻撃は防げる。

　そう、内側からの攻撃でなければ。

　オレはベルリーナの腹部につまった内臓を握りつぶし、そのまま拳を爆発させた。

　止とどめを刺すつもりだったが、爆発の寸前に逃げられてしまった。

　それでも、彼女の腹部から胸部にかけてが焼き尽くされ、背骨だけを残して向こうの景色が見えている。

　本来なら致命傷のはずの一撃にも拘かかわらず、ベルリーナの傷は一瞬で再生した。

「その腕では戦いにくいでしょう？」

　肘から先がなくなったオレの腕を見て得意げなところを悪いが、闘技場でベルリーナがそうしたように、腕を再生してみせる。

「く……もはやその程度では驚かない……。貴様のことは人間だとは思わない！」

　苦渋の表情を浮かべるベルリーナだが、その口元が僅かに笑みの形に変わった。

　その瞬間、どくんっとオレの心臓が跳ね上がる。同時に全身がしびれたように動けなくなった。

「どう？　動けないでしょう？　私の臓ぞう腑ふに腕をつっこんでおいて、無事で済むとでも思った？　傷口から魔ま瘴しょう気きを送り込ませてもらったわ。かつて『傀かい儡らいの魔王』と呼ばれたのは伊達だてではない！　直接の戦闘よりもこちらが得意なのよ。もはや貴様の体は私の一部も同然。私をコケにした恨み、晴らさせてもらう！」

　ベルリーナの瞳が朱あかく輝いたかと思うと、王都近くの森に、百を超える強力な気配が出現した。

「森に隠しておいた実験体を全て目覚めさせた。本来であれば、これを使ってカサンドラに他国を攻めさせるつもりだったがもうヤメだ。このまま王都を滅ぼしてあげる！　弱ったところを他国に攻め込まれるがいいわ！」

　王都に向かう気配からすると、ドラゴンクラスが三十を超えている。二、三体で王都を半壊させられるモンスター達だ。いかに手て練だれが集まる王都でも、魔族合成されたドラゴン三十体を撃退できるとはとても思えない。

「あははっ！　悔しいでしょう！　なぁに、貴様の女だけは生かしておいてあげる。部下どもの慰みものとしてな！」

　勝利を確信したベルリーナの哄こう笑しょうが響く。

「この程度で勝ったつもりとは、随分とぬるい人生を送ってきた魔王だな」

「なっ……貴様、なぜ話せる!?」

「魔瘴気を使って操るのなら、それを浄化してやればいい」

「既に操られた状態でそんなことできるはずがない！」

「思考を奪わなかったのは失敗だったな。頭さえ動けば、魔法を使うことはできる」

「くそっ！　そんなバカな！　くそぉっ！」

　ベルリーナは火球を乱打してくる。その一つ一つがちょっとした屋や敷しきを吹き飛ばせるほどの威力だ。

　あたり一帯が爆炎に包まれる。

「はぁ……はぁ……どうだ。いくら貴様でもこれなら……」

　爆炎が晴れたあとに佇たたずむのは、周囲を球形の魔法障壁に護られたオレの姿だ。

「うそだ……ドラゴン数体を倒せるほどのエネルギーを……」

「オレのことをまだドラゴン数体程度だと思ってるのか？」

「ぐ……魔王の座を取り戻すために取っておきたかったが……これが本当の奥の手だ！」

　ベルリーナが呪文を唱えると、彼女の持つ杖つえに闇が収束。その闇がもぞもぞと、蛇のような触手にその形を変えていく。

「闇蛇ダークスネー束縛クバインド！」

　直径がちょっとした小屋ほどもありそうな闇の大蛇が、ベルリーナの杖から十三本発生した。それぞれの大蛇が意思を持つかのように、一斉にオレへと襲いかかって来る。

　オレは炎、氷、雷いかずちの槍やりをそれぞれ百本ずつ、さらに呪術を払う光の波動で迎撃を試みる。

　しかし、その全てを受けてなお、闇の大蛇はオレへと突っ込んできた。一匹の大蛇はオレを巻き取り、その巨大な体たい軀くで締め上げてくる。

「身動きも取れず、魔法も使えないでしょう？　これこそ魔王だけが使える秘技よ！　そのまま絞め殺されるがよい！」

「なるほどな。神の技法か」

「貴様……なぜそれを……」

　ベルリーナが今日一番の驚きを見せた。

「魔族とは、精霊を核として人間の悪意が固まり、具現化したもの。そして魔王とは、天界から堕おちた神の魂を核としたもの」

「それは魔王しか知らないはず！」

「神の技法とは、魔王の中に眠る神の魂の残ざん滓しを利用した秘術。そうだろ？」

　現象は魔法のように見えるが、その原理は全く異なる。

　これこそ、人間には……いや、魔王以外の魔族にも通常は使えないものである。

「これは……なにがなんでも殺さねばならないわね」

　ここにきてなお、僅かに残していたベルリーナの余裕が完全に消えた。

　魔王にとって、それほど秘匿すべき情報ということだろう。

　闇の大蛇がオレの体をギリギリと締め付ける。

「なぜ……なぜ潰れないの！　人間の脆もろい体など一瞬のはず！」

「神の技法は確かに魔法で防げないし、魔王にしか扱えない。だが、体内に神の魂を持たないなら、契約すればいい」

　そう言ったオレは、契約の句を紡つむぐ。




　　　　デウス　テオス

　　　　パクトゥム　シンヴォレオ

　　　　アーラ　プテリュクス

　　　　エクシトマ　エクサファーニシ

　　　　プリニトゥード　エクピーロシ




「ふんっ、人間が神と契約など聞いたことが──」

「天輝ブリリアン滅翼トウィング」

　ベルリーナのあざけりは、オレの背中に生えた光り輝く六枚の巨大な翼によって、闇の大蛇ごとかき消された。

「な、なんだそれは……」

　オレは答える代わりに翼を舞台いっぱいに広げ、回転しながら上昇する。

　翼に触れた闇の大蛇が、黒い靄もやとなって虚こ空くうに消えた。

　これがオレがいくつか使える神の技法の一つだ。翼が触れたものの存在を因果律ごと抹消する最強の矛である。

　オレはかつての人生で何度か神話級の戦いに身を投じたことがある。

　その中には、ベルリーナのように魔法を含む物理現象を封じてくる敵もいた。対抗するには、神の技法の習得が必須だったのだ。

　ただし、人間が使うにはそれ相応の対価を伴う。

　今回のブリリアントウィングであれば、使用時間に応じて寿命が縮む。できるかぎり使用を避けたい技だ。

　それはベルリーナも同じだろう。おそらく今の技は、魂に残っている神の残滓を消費する。つまり、大量の魔力を消費する上に、一生で使える回数が限られているはずだ。

　オレは空中で静止すると、翼を消し、唇を嚙かみしめるベルリーナの前へと着地した。

「はぁ……はぁ……まだ……やれる……」

　肩で大きく息をするベルリーナの外皮がぼろぼろと崩れ落ちていく。負荷の高い技というのももちろんだが、破られるとその反動が術者に返るタイプでもあるのだろう。呪いに近い効果を持つ神の技法には、そういったものが多い。
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　だがこれで終わりではない。森に現れた実験体モンスター達が、王都へと進軍している。

　オレが両手を空に掲げると、そこにちょっとした宿屋くらいはある巨大な光の球体が出現した。

　オレの意思に呼応して、球体から百本を超える光の線が、森にいる実験体とベルリーナに延びる。

　そして、光の線をなぞるように、巨大な球体から、拳大の光の球体が高速で飛び出した。

　ベルリーナは避よけようと上空へ逃げるが、光の線は追跡を続け、球体が彼女の胸へ吸い込まれていった。

「な、なんだこれはがはっ──」

　ベルリーナが疑問の声を上げる間もなく、彼女の胸を中心に、光の線が無数に走り、その体をバラバラに斬り裂いた。

　森のあちこちでも同様の現象が起こり、実験体達が絶命していくのを感じる。

　オレはかなり小さくなった上空の光の球を消し、ベルリーナへと近づく。

「私が……負ける……なぜ……」

　ベルリーナは魔瘴気でばらばらになった体をつなぎ合わせようとするも、傷ついた核ではそれもかなわず、浮遊する肉片でなんとか胸部と頭部の一部が人の形を成しているにすぎない。

「理由か……そもそも、お前がオレに勝てる要素は最初から何もなかった」

「私は……魔王……に……もど……」

「そして何より、シストラを穢けがそうとしたことだ」

「貴様ほどの人間が……なぜ、小娘一人にそこまで……」

　人間と魔族が戦争状態である以上、彼女のとった行動は、ある意味必要なことだったのだろう。

　彼女の作戦が成功していれば、人間に比べて圧倒的に人口の少ない魔族側にとって、かなり有利になる。

　だがそれは同時に、シストラにとっては降りかかる火の粉となる。彼女に振り払うことのできない火の粉ならば、オレが払ってやらねばならない。

　意識を失いかけているベルリーナの失われた胸部から、黒く輝く石が見える。魔族の核だ。心臓の形にも似たそれは、結晶のようでありながら、やわらかい。

「あ……やめ……」

　がくがく震えるベルリーナを無視し、魔力をこめた手でそれを握りつぶすと、核は砕け散り、それに呼応するように、ベルリーナの体がぼろぼろと崩れ、虚空へと消えていった。











エピローグ









　元魔王を倒して全てが終わったわけではなかった。

　森に横たわる実験体の骸むくろの浄化だ。

　そのまま残しておいては、余計な疑いを招くことになる。オレは全ての骸を、あふれ出る魔ま瘴しょう気きごと焼き尽くしてまわった。

　幸い出現位置は王都から離れていたため、目撃者はいないようだった。数名に見られていたところで、証拠がなければさほど問題にはならないだろう。

　そうして事後処理を済ませ、トーナメント会場に戻ると、ちょうど教員達や数名の学生達が目を覚まし始めるところだった。

　その場はなんとかなったものの、翌日待っていたのは、校長や役人による質問攻めだった。

　オレは「ベルリーナは下級魔族だったが、なんとか倒すことができた」の一点張りで通した。

　かなり疑いの視線を向けられたものの、結果として魔族の陰謀を退けられたとして、国から表彰されることになってしまった。こういった目立ち方はあまり望むところではないのだが、それで済むなら安いものだ。

　問題は今回のことで、シストラに何かしらの危険が及ぶ可能性が少しだけ高まったことだ。

　人生における最初の大きな事件──。

　こんな時、何もしなければよかったのだろうかといつも悩む。

　魔王クラスが近くにいて、シストラの秘密がバレずに済むとは思いがたい。

　現にこれまでの人生で、何もしないことを選択すると、大抵はひどいことになった。

　シストラの持つ『神の心』という強力すぎる光をかき消すには、オレがより強く輝けば良い。

　光を隠すなら、光の中。

　これが、シストラに『神の心』が原因となる害が及ぶのを避ける、最も成功に近い手段のはずだ。

　何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も失敗を繰り返して得た結論なのだから、間違いないと思いたい。

　神々と戦い、知り得た最も大切な情報がある。

　──神々は運命を定めない。

　全ての事象は必然と偶然の組み合わせで決まる。

　それはすなわち、シストラが幸せな人生を送れる道が必ず存在するということだ。

　最後の人生、必ず悲願を成じょう就じゅさせてみせる。

　そんなことを考えながら、寮の自室でベッドに腰かけ、夜空を見上げていると、窓からシストラが入ってきた。

「今日は大変だったみたいだね」

「堅苦しいのは苦手だ」

　元魔王よりも、役人の相手をしている方が疲れる。

「そうだよね」

　優しく微ほほ笑えんだシストラは、隣に座り、そっと肩に頭をのせてくる。石けんの香りがふわりとオレの鼻び腔こうをくすぐった。

「ねえディータ……。昨日は私を護まもってくれたの？」

　シストラは呟つぶやくように言った。

「なんのことだ？」

　小さなことから彼女を護っているのがバレているのはいい。

　だが、彼女の中に眠る『神の心』については知られたくない。彼女が魔族はおろか、世界中の人間に狙われる可能性があるなんてことを知ってしまえば、幸せな人生を送れなくなってしまうからだ。

「そっか……」

　シストラは少し寂しそうな顔をして目を伏せたが、すぐに顔を上げ、決意に満ちた笑顔で言う。

「あたし、もっと強くなるね！」







　なぜ彼女がそんなことを言ったのか。

　いくつか理由は想像できたが、結局問いただすことはしなかった。

　目標を持つことで、彼女が幸せな人生を送れるなら良いと、この時はそう思ったのだ。











あとがき









　お久しぶりです、もしくは初めまして。日ひの原はら裕ひろ光みつです。

　本書をお手にとって頂き、ありがとうございます。

　今回はいつもよりちょっとだけハードな雰囲気のファンタジーでしたが、お楽しみいただけたでしょうか？

　ここ数年は「ジャンルは課金ヴァルキリーものです」という自己紹介をしていた日の原ですが、これからは「ジャンルは百億回転生ものです」となるわけですね。

　……そんなジャンルはないですね。知ってます。




　今作は本当に難産でした。

　かなりの書き直しを重ねています。

　その分、楽しんで頂けたのなら嬉うれしいです。

　少しだけ裏話をすると、主人公の性格も初期からはかなり変わっています。

　今ではヒロイン一筋な彼ですが、最強のぼっちだったこともありました。

　闇に葬ほうむられた別世界戦の彼（？）のためにも、ディータ君にはがんばってほしいですね。

　続きを出せるよう、皆様ぜひ応援お願いいたします。




　どうしましょう……。

　こんなご時世で、ろくに外出しないので話題がありません！

　噓うそです。

　もともと引きこもりがちでした。

　それでもお出かけの機会が減ったのは確かで、ゲームやラノベやアニメ、映画などなどが捗はかどります。

　ここ最近は、売れに売れたビッグタイトルがあったり、二十五年越しに完結した大作があったり、ＰＳ初期の有名ＲＰＧが神がかったリメイクをされたりと、エンタメ業界はまだまだ元気ですね。

　本作も乗るしかない。このビッグウェーブに！（ちょっとネタが古い）




　それにしても、日の原がデビューしたころは現代ラブコメや異能バトルが全盛期を超えたあたりで、ファンタジーは下火と言われていました。

　ファンタジーをきっかけにラノベを読み始めた身としては、少々悲しくもあったのですが、まさかここまで異世界ブームがやってくるとは思ってもみませんでした。

　時代は移り変わるものですね。

　と言いつつも、最近はまたラブコメも元気ですし、色んなジャンルが読みたい！　書きたい！

　次はどんなものが流行はやるのか。

　その時、日の原は流行りに乗っているのか、それとも変化球を投げまくっているのか。

　ひとまず今は、本作がシリーズ化することを祈りつつ、続編のネタを練っているところです。

　それでは皆様、願わくば本作の続きでお会いしましょう。




　追伸

　昨年、ファミ通文庫さんから『幼よう女じょ先せん輩ぱいとゲームでおしごと』を出させて頂きました。

　こちらはｅ‐ｓｐｏｒｔｓをテーマにした現代ものですが、本作とは違った熱いバトルが繰り広げられていますので、興味を持った方はぜひよろしくお願いします。
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